
皿 研究教育活動
1.研究部門及び附属施設
（研究業績に記した＃は共同利用研究の成果に基づくもの）

進化系統研究部門

進化形態分野

＜研究概要＞

マカクの系統地理学研究

震回譲、 ）1 J本芳 （人類進化モデノレ研究センター）、平崎鋭矢、田中洋之 （人類進化モデ、ノレ研究センター）

インド東北地方において、最近記載されたホオジロマカク （Macacaleucogenys）、アッサムモンキ一、および
アカゲずノレの分布と変異性を調査した。アッサム州におけるアッサムモンキーで、かなり体色と身体形態の変異

性が高く、アノレナーチャノレマカク ・ニシアッサムモンキ 、プータンとネパーノレにおけるアァサムモンキ一的マ

カクとの関係が注目されるむ中国雲南省においてアッサムモンキ一、チベットモンキ一、シヲートリ ッジラングー
ノレの地理的分布を調査した。ミャンマーカニクイザノレ （Mfascicularis aurea）のなりたちに注目し、ミ トコンド

リアゲノムの全塩基配列を解析し、他種マカクと系統解析を行い、トクモンキ一種群（東アジア種とトクモンキー

のクラスターに近い）とカニクイザノレ種詳の聞での交雑 （浸透）によって起糠したことを明らかにした（チュラ
ロンコーン大学松平一成 ・マライグィジットノン博士との共同研究）。ミャンマー南部 （タニンサリー管区）と

西部 （チン州）でマカク類の分布とサンプリング、調査を行ったe

マカクの頭顔部と尾署部の形態変異とコミュニケーション行動

演回穣、若森参

マカクにおいて尾長の変異性が高いc その要因に関して、系統発生、生息地の気候、位置的行動 （バランス）、

および個体間相互作用 （コミュニケーション）の面から検討している。短い尾をもち、 地理的分布域が重なり、
異なる種詳のキタプタオザノレ、ヒガシアッサムモンキーとアカゲ‘ザノレの間で、これらの要因を検討したe アカゲザ

ノレとニホンザノレに関して CTを用いて、 近位尾椎部分での関節可動域、 （角度）、骨 ・筋 ・皮膚の太さ分布を計測

したe これまでに計測している尾椎計量形態データと合わせ、3種間での尾の屈伸運動性、および慣性モーメン
ト（バランサーとしての）を検討予定である。

アカグザノレとニホンザノレの交雑個体の形態学的検討

漬回穣、伊藤毅、 若森参

高宕山で 105頭のニホンザル（一部アカゲ‘ずノレとの交雑個体を含む）に関して生体計測と写真撮影を行ったc

これらと他個体詳のデータから交雑判定のための形態学的指標について検討したc マカクの種間交雑による形態

的反映に関して、タイワンザノレとニホンザノレの聞の交雑個体からの RADシークエンシング‘を行い、尾長に関係
する遺伝子近傍のS1¥TPを検討したe

マカクの成長 ・加齢変化研究

演田穣

「思春期J(Adolescence）はヒトの生活史においてコドモ期 （Juvenile）と成体期 （Adult）の間にある。 これは

性成熟 （Pube町，）のころ、そして2次性徴の発現と発達のころに身体長さサイズ（骨格長）の成長にスパー ト（短

期間の加速）が見られることが根拠となっているc 「思春期」はほんとうにヒト以外の霊長類にはないのか。マ

カクとチンバンジーおよび身体長サイズの成長を、 生体計測に基づき、横断的 ・縦断的に検討したむ長さサイズ
とは弱し、けれども加速がある、あるいは急速な成長速度の減速が抑えられる時期があるととが見出され、その個

体の栄養状態 （体脂肪 ・体重など）と性成熟過程との関連性の有意性が見出された。

是内筋の配置からみた足の機能軸に関する解剖学的研究

平崎鋭矢、大石元治 （日本獣医生命科学大）

真猿類の骨間筋の配置から足の機能軸の位置を推定する試みを継続中である。 28年度はチンバンジ－1頭とゴ

リラ l頭、について調査を行ったc

ニホンザノレのロコモーションに関する実験的研究

平崎鋭矢、境田穣、鈴木樹理 （人類進化モデル研究センター）、荻原直道 （慶応義塾大）
ニホンザノレ歩行の運動学的分析を継続中で、ある。 28年度には9歳と7歳の2個体について、床反カデータおよ

び運動学データを収集した。
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Struc佃refrom Motion法を用いた運動解析法の開発

平崎鋭矢、WilliamSellers （マンチェスター大）

複数の高精細ビデオ映像から、被験体の体表面形状をポイントクラウドとして再構築する手法を開発した。 28

年度は、放飼場の霊長類を用いた体表面形状の再構築を継続するとともに、 実験室条件においてニホンずノレの手

の把握動作の分析を行ったe

チンパンジーのポジショナノレ行動の非侵襲的3次元計測
平崎鋭矢、友永雅己 （思考言語分野）

屋外運動場で自由に行動するチンパンジーを5台のビデオカメラで撮影し、Structurefrom Motion法を応用した

新たな無標点3次元運動解析法によって、ナックノレウォーキング時の手足の動さなどを分析中である。

位相接動子を用いたニホンザノレ四足歩行モデノレの作成

平時鋭矢、長谷和徳 （言都大学東京）

位相振動子をニホンザノレの神経・筋骨格ーモデルに適用し、霊長類特有の四肢の運び順を白律的に生成できる四足

歩行運動シミュレーションを作成中であるc 実測データとの比較を行いつつ、シミュレーションモデノレを改良中

であるe

外来種と在来種の交雑群を対象にした集団ゲノミクス ・形態解析

伊藤穀、 横田穣、若森参、 田中美希子、J11本芳 （人類進化モデノレ研究センター）、木村亮介（琉球大学）、永野

惇 （龍谷大学・ 京都大学生態学研究センター）、手塚あゆみ （龍谷大学）

霊長類における交雑の進行過程とその形態的多様化への影響を理解するために、外来種タイワンザノレと在来種

ニホンザノレを対象lこした集団ゲノ ミクス食材庁と形態分析を行った。 RADSeqによって得られたゲノムワイドSNP

およびmtDNAとY染色体上の遺伝領域のハプロタイプ情報を用いて、外来種の移入バターン（移入時期や移入

率）を推定する手法を開発 ・検討した。また、骨格標本の年齢査定と形態計測を行った。国際霊長類学会大会の
シンポジウムに招待され、成果を発表した。

東南アジアにおけるマカク 自然変雑帯の形成過程と形態進化に関する研究

伊藤毅、 漬田穣、SchindaMalaivijitnond （チュラロンコーン大学）、SrichanBunlungsup （チュラロンコーン大学）、

Sreetharan Kanthaswamy （アリ ゾナ州立大学）

マカクザノレの白熱交雑帯の形成過程とその形態進化への影響を明らかにするために、タイのチュラロンコーン

大学との国際共同研究に着手した。

非侵襲サンプノレを用いたゲノムワイド SNP探索手法の検討

伊藤穀、 早川卓志 （ワイノレドライフサイエンス名古屋鉄道寄附研究部門）

遺伝子浸透や交雑の実態をフィーノレドにおいて非侵襲的な方法で明らかにすることを目指して、 RADSeqに匹

弘する規模とコス トバフオーマンスで糞サンプノレからゲノムワイドSNPを探索する手法の検討に着手したc

CTデータを用いたヒト頭顔部形態の進化に関する研究

伊藤穀、木村亮介（琉球大学）、石田肇 （琉球大学）他

CTデータを用いた形態計測を効率的に行うために、レジストレーシヲン法と幾何学的形態測定法を組み合わ

せた半自動的形態評価手法の開発と検討を行った。また、眼球の位置の解剖l学的要因および顔面形態の地域差に
関する分析を行った。

東アジアにおけるマカクの系統地理学的研究

伊藤設、田中美希子、高井正成（系統発生分野）、西中桐lj（系統発生分野）、Yung-jo Lee (Institute of Korean Prehistory) 

他
東アジアにおけるマカクの系統進化と歴史生物地理を明らかにするために、 韓国から産出したマカク頭骨化石
の形態分析と系統推定を行った。

＜研究業績＞

原著論文

写BunlungsupS, Imai H, Hamada Y, Matsudaira K, Malaivijitnond S. (2017) Mitochondrial DNA and two Y-chromosome 

genes of common long-tailed macaques （ルぬcacafascicularis fascicularis) throughout Thailand and vicinity. American 
Joumai of Prirnatology 79( 2): 1-13. 
Chiiiiwa A, Oi T, Kawamoto Y, Hamada Y, Tenzin K, Chhetri PB, Wangda P, Norbu T, Rabgay K (2016) Bamboo Cage Trap 
for Wild Assamese Macaques in Bhutan. 2016 Repott Ecolo~ , Morpholo~ and Genetic study of Assamese Macaqu e 
（β1acaca assamensis) A pilot study to mitigate Human 
Resou es Reseat守chand Development Centre, Yi出 ipang):23-33. 
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F叫rnseH, Ito T, Ishida H (2016) Geographic variation in nasal cavity form among three human groups企omthe Japanese 
Archipelago: Ecogeographic and functional implications. American Journal of Human Biology 28(3): 343-351. 
Hamada Y, Oi工ChijiiwaA, Tenzin K, Chhetri PB, Wangda P, Norbu工RabgayK, Dorji R, Sherabla, Ogawa H, 
Malaivijitnond S, Kawamoto Y (2016) M01pholgical Characteristics of Chunzom Assamese Macaques (Macaca 
assamensis）凶 Bhutan.2016 Report Ecology, Morphology and Genetic study of Assamese Macaque （βぬcaca
assamensis) A pilot study to mitigate Human羽 ＇ildlifeConflict in Western Bhutan. (Rene，司rableNatural Resources 
Research and Development Centre, Yusipang): 34-54. 
Hamada Y, San AM雲 MalaivijitnondS (2016) Assessment of the Hybridization between Rhesus (Macaca mulatto) and 
Long-Tailed Macaques (M戸・scicularis)Based on Morphological Characters. American Journal of Physical 
An出1・opology159: 189-198. 

伊藤毅 （2016）絶滅種を含めた霊長類の系統推定霊長類研究32:17-26. 
Ito T, Nishimura TD (2016) Enigmatic Diversity of the Maxillruy Sinus in Macaques and Its Possible Role as a Spatial 
Compromise in Craniofacial Modifications. Evolutionary Biology 43: 414-426. 
存IwanagaJ, Watanabe k‘Saga工TabiraY, Hirasaki E, Fisahn C, Tubbs S, Kus叫rnwaJ, Yamaki K. (2017) Radiological 
担 dmicrosurgical anatomy for vruiation of the mandible: comparative study of human and Aゐcacafascicularis. The 
Anatomical Record (Hoboken). 2017 Mar・ 20. doi: 10.1002/ar.23586 
Norbu T, Wangda P, Dorji T, Chhetti PB, Rebgay K, DoりiR, Hamada Y, Kawamoto Y, Oi T, Chijii'wa A (2016) Ecological 
study of Assamese Macaques in Western Bhutan. 2016 Repo1i Ecology, Morphology and Genetic study of Assamese 
Macaque (Macaca assamensis) A pilot study to mitigate Human-Wildlife Conflict in Western Bhutan. (Renewable 
Na旬mlResoul'Ces Res巴archand Development Cent:r’e, Yusipang): 1-12. 
Oi T, Chijiiwa A, Kawamoto Y, Hamada Y, Norbu T., Rabgay K, Wangda P. (2016) Comparison of a GPS Collar・ and Direct 
Observations for Estimating the Home Range of a Wild Assamese Macaques （ルぬcacaassamensis) Group in Bhutan. 
Wildlife and Human Society 4(1): 35-43. 
Rae TC, Johnson PM, Yano W, Hirasaki E. (2016) Semicircular・ Canal S四 andLocomotion in Colobine Monkeys: A 
Cautionary Tale. Folia Primatologica 87: 213-223. 

学会発表

存姉帯飛高，時田幸之輔，小島龍平，平崎鋭矢 （2016）大殿筋とその栄養動脈の比較解剖学第70回日本人類学

会大会 （2016/10，新潟）．

存伯田哲矢，長谷和徳， 平崎鋭矢，林祐一郎（2016）ニホンザノレ四足歩行シミュ レーションによる歩行パターン

の含引面．第37回バイオメカニズム学術講演会 （2016/11，富山）．

護田 穣 （2016）霊長類の位置的行動：木のぼりから直立2足歩行への進化． 第 15回びわこスポーツ傷害フォー

ラム：脊椎動物の進化からヒトの動作を考える（2016/05，大j章）．
Hamada Y, Pomchote P, Morikawa M, Snkai T, Matsuo K (2016) Skeletal Aging inJapanese Macaque (Macaca 
fuscata) and Long-tail macaque （λt/acaca fascicularis): Bone de田i臥 osteoruihritis阻 dvert己bralcolumn 
shortenings. 8th Congress of Asia and Ocaeania Society for Comparative Endocrinology (2016/06, Seoul). 

溝田譲，若森参，平崎鋭矢 （2016）マカク （Macaca）の四肢プロポーションの比較：適応と系統発生第32回目

本霊長類学会大会 ＇~2016/07， 鹿児島）
演田穣，若森参，平崎鋭矢，MALANIJITNONDSuchinda (2016）マカク （Macaca）の四肢プロポーションの比較・

適応と系統発生（2）.第70回日本人類学会大会（2016/10，新潟）．
Hamada Y, Wakamori H, Hirasaki E, Malaivijitnond S (2017) Comparison of postcranial proportion of macaques (genus 
Macaca): adaptation and phylogeny. 50出AnniversruySymposiun1 -Past, Present and Future of Primatology-(2017/01, 
Inuyama). 
Hamada Y, Wakamori H, Malaivijitnond S (2016) Comarison of Macaques (genus: Macaca): Adapaton and Phylogeny. The 
5th Asian Primates Symposium (2016/10, Nugegoda). 
HIRASAKI Eishi (2016) Arrangement of the foot interosseous muscles in great apes. Kyoto-Swiss Symposium 2016 。016/10,Kyoto). 
平崎鋭矢， 5暮泰男，中時克己（2016）霊長類ロコモーションの筋電図学的研究． 第 70回日本人類学会大会

(2016/10，新潟）

平崎鋭矢，大石元治 （2016）チンパンジーにおける足の骨間筋の配置について 第 70回日本人類学会大会

2016/10，新潟）
Hiras北iE, Sellers WI (2017) Markerless 3D motion capture for animal locomotion studies. 50也AnniversarγSymposium-
Past, Present and Future of Primatology-(2017/01, Inuyama). 
Ichikawa D, H祖国daY, WakむnoriK (2016) Habitat Environment of Myanmar Snub-Nosed Langur: Application of 
Adcanced Remote Sensing Technique. The 5th Asian Primates Symposium (2016/10, Nugegoda). 

伊藤毅，J11本芳s境田穣，若森参，手塚あゆみ，永野｜享s木村亮介（2016）マカクザノレ交雑詳のadmixturemapping 

による頭蓋形態の種間差に関連する遺伝子多型の探索第 122回日本解剖学会大会 （2017/03，長時）．

伊藤毅， 川本芳，横田穣，若森参， 手壕あゆみ，永野惇，木村亮介 （2016）表現型多様性の遺伝的基盤の解明に

向けたマカク交雑詳のゲノムワイドSNP解析第32回日本霊長類学会大会。016/07，鹿児島）．
Ito T, Kawamoto Y, Hamada Y, Wakamori H, Tezuka A, Tezuka A, Nagano AJ, Kimura R (2016) Genomic admixture and 
morphological variations in the hybrids between invasive Taiwru1ese (Macaca cyclopis) and native Japanese macaques 
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(M fuscata). 5由AsianPrimate Symposium (2016/10, Nugegoda). 
Ito T, Kawamoto Y, Hamada Y, W.品camoriH, Tezuka A, Nagano AJ, Kimura R (2017) Genomic admixture and 
morphological variations in macaque hybrids. 50出 Au立iversaryS戸nposium-Past, Present and Future of Primatology-
(2017/01, Inuyama). 
Ito T, Kawamoto Y, Hamada Y, W.北且moriH, Nagano AJ, T，四.urnA, Kimura R (2016) The genetoc basis of craniofacial 
variation in hybrid macaques. International Proimatological Society and the American Society of Primatologists 
(2016/08, Chicago). 
Ito T, Nishimura T (2016) Phylogenetic and ecological aspects of craniofacial diversity in macaques. Joint meeting of the 
International Proimatological Society and the American Society of Primatologists (2016/08, Chicago）田

勝部元紀、山田重人、 巻島美幸、宮崎伶菜、山口豊、藤井唐祐、 山本憲、森本直記、伊藤穀、今井宏彦、松田哲

也、鈴木茂彦（2016)Geometric m01phomeむicsを用いたヒト胎児期における鼻中隔成長過程の解析： 外鼻形態

形成時期の再考．第70回日本人類学会大会（2016/10，新潟）．
Katsube M, Yamada S, Makishima H, Miyazaki R, Yama思1chiY, Ishiyama H, Yamamoto A, Morimoto N, Ito T, Imai H, 
Matsuda T, Suzuki S (2016) The extension of the critical period for the nasal morphogenesis compared with the other 

oragans.第 56回日本先天異常学会学術集会 （2016/07，姫路）．

川口亮，木村亮介， 石田肇，伊藤毅， 吉野哲夫 （2016）マイクロ CT画像解析を用いたハゼ科魚類頭部骨格形

態の進化学的研究沖縄生物学会第53回大会 （2016/05，沖縄）．

川本芳，大井徹5 千々岩哲＇t賓回穣， Chl1etriPB, Norbu T, Wangda P, Dorji工RabgayK, Dorji R, Sherabla, Tenzin K 
(2016）プータンにおける霊長類研究．第 61回プリマーテス研究会（2017/01，犬山）．

木村亮介、渡辺千晶、宮呈桧理、 山口今日子、佐藤丈寛、伊藤毅、 J11口亮、山本健、石田肇 （2016)FST-QST解
析による琉球一本土間三次元顔面形態の中立性検定．第70回日本人類学会大会 （2016/10，新潟）．
Malaivijitnond S, Bunlungshup S, Matsudaira K, Tan A, Hamada Y, Gumert M (2016) Au Update of the Stone Tool-Use 
Macaques: Behavior, Morphology, Genetics and Hybridization.百1e5也 AsianPrimates S戸nposium(2016/10, 
Nugegoda). 
Matsudaira M, Hamada Y, Bunlungsup S, Ishida工MalaivりitnondS (2016) Whole Mitochondrial Genome Phylogeny of 
Macaca fascicularis aurea Suggests Ancient Hybridization between fascicularis and sinica Species Groups. The 5th 
Asian Primates Symposium (2016/10, Nugegoda). 

＃森川誠， i重田譲， 山海直，松尾光一 （2016）ニホンザルの骨密度は季節性変動を示す．第 34回日本骨代謝学会
学術集会（2016/07，大阪）．

零MorikawaM, Hamada Y, Sa位aiT, Matsuo K (2016) Seasonality in bone metabolism of auditory ossicles and long bones 

in the primat告Macacaβ，scata.Annual Meetings of the Endocrine Society of Australia and the Society for Reproductive 
Biology and Australia阻 dNew Zealand Bone and Mineral Society (2016/08, Queensland). 

＃緑川沙織，時田幸之輔，小島龍平，平崎鋭矢s 相j宰幸夫， 熊木克治s 影山幾男（2016）体幹 上肢移行額壌に

おける抹消神経比較解剖学．第70回日本人類学会大会（2016/10，新潟）

西村岡IJ、森本亘記、伊藤毅（2016）ヒヒ族の顔面形状のアロメトリーと系統間差異第 70回日本人類学会大会

(2016/10，新潟）．
Tanaka H, San AM, Kawamoto Y, Hamada Y (2016) Conservation and phylogeography of the macaques distributed in 

Myanmむ．第32回B本霊長類学会大会（2016/07，鹿児島）．
Tanaka M, Tanaka H, Hirai H (2017) Genetic structure of a brown lemm hybrid population in Berenty, Madagascar. 50血
Anniversaiy Symposium -Past, Present and Future of Primatology-(2017/01, Inuy叩 ia).

拝谷瑞樹，北川巨樹，伊藤幸太，BLICKHANReinhard，平崎鋭矢， 荻原直道 （2016）ニホンザノレ二足歩行時の脚

スティフネスの定量化．第70回日本人類学会大会 （2016/10，新潟）

詳時田幸之輔，平崎鋭矢（2016）アカテタマリン胸・腰神経後校内側枝の観察第32回霊長類学会大会 （2016/,,

鹿児島）．

＃時田幸之輔，平崎鋭矢（2016）脊髄神経後枝内側枝の比較解剖学．第70回日本人類学会大会（2016/10，新潟）．
Yamaguchi k矛 ItoT, Kawaguchi A, Sato T, Watanabe C, Yamamoto K, Ishida H, Kimura R (2016) Genome－、.vide
association study on c巴phalicform in Jap阻むe.百.1e13th International Congress of Human G巴netics(2016/04, Kyoto). 
Wakamori H, Hamada Y (2017）百rreedimensional analysis of caudal vert巴braemorphology betw巴阻macaqueswi也simil包・
tail length. 50th Anniversary Symposium -Past, Present and Future of Primatology-(2017/01, Inuyama). 

講演
平時鋭矢（2016）.サノレの歩行を何故調べるのか．第四回山口大学共同獣医学部獣医学特別セミナー （2016/10/26,

山口）．
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系統発生分野

＜研究概要＞

東部ユーラシア地域における新第三紀の霊長類進化に関する研究

ミャンマー産オナガザノレ科化石の研究

高井正成，西村剛， 江木直子

ミャンマーの中新世～更新世の地層を対象に霊長類を中心とした噌乳類化石の発掘調査をおこない、 テビンガ

ン地域の後期中新世初頭の地層からホミノイド類化石を発見した。現在、詳しい形態解析を行っている。
ユーラシア産大型ヒヒ族化石の研究

西村岡lj，高弁正成，伊藤毅 （進化形態分野）

更新世東・南ユーラシア産ブロサイノセフアノレス属と百ユーラシア産パラドリコピテクス属の系統学的関係の

検討を行ったe 現生ヒヒE族とマカクの顔面頭蓋の外表形状について、幾何学的形態計測法とコンピューターグ
ラフィック技術を用いて比較分析した。その分析で明らかにした両グ〉レーフ＝の形状差異をもとに、パラドリ コピ

テクス属に属する標本の形態学的特徴を比較検討し、 マカク的な形態学的特徴を有していることを明らかにしたe

中国南部の更新世霊長類相に関する研究

接見真生 （大学院生），高井正成

中国科学院古脊椎動物・古人類研究所の金昌柱教授と張穎奇教授の調査隊に協力して、中国南部の広西壮族自
治区の更新世の洞窟堆積物から産出する霊長類化石解析を行った。 特に同地域から見つかったマカク類 （オナガ
ザノレ亜科）の化石の下顎第3大臼歯をもとに、幾何学的形態計測法を用いて種レベノレの同定を試みている。

東南アジア島暁域における霊長類の進化に関する研究
Halini Insani （大学院生），高井正成

東南アジア島u鼻域 （インドネシア、フィリピン、マレーシア）における霊長類の進化について研究しているe

東部ユーラシア地域における古第三紀の霊長類進化に関する研究

高井正成，西村岡IJ,？工木直子
ミャンマーのポンダワン地域に広がる中期始新世末の地層から産出する霊長類化石について研究を行ってい

るc

現生霊長類の機能形態学的研究

サノレ類の音声生理に関する実験行動学的研究

西村田lj，園枝E 香田啓貴 （認知学習分野）
音声生成運動のサノレモデノレを確立するため、音声発声のオペラント条件付けを施したニホンザルを対象として、
各種の音声行動実験と分析を実施した。オーストリア ・ワィーン大学と共同して、ニホンザノレの声帯振動モード

の機能形態学的分析を実施し、その多様性と制御機序を明らかにした。それらの成果を取りまとめ、今後の研究

を展望するために、京都大学理学セミナーハウスで国際シンポジウム「Evolutionand Biology of SpeechJを開催し、

多くの参加者を得た。

ニホンザノレの頭骨形状の比較研究

西村岡lj，伊藤毅（進化形態分野）

マカクザノレの現生還を対象に、 CTを用いた頭骨内部構造の解析と幾何学的形態測定を用いた頭骨の解析を行

＼ 頭蓋姦面のモジューノレ性を明らかにした。

霊長類以外の生物を主な対象とした古生物学的研究
古第三紀晴乳類相の解析

江木直子，高井正成

古第三紀（6500万年前～2400万年前）の陸棲脊椎動物相を解析することによって、晴乳類の進化の実態を明
らかにすることを目指している。本年度は、ミャンマーのホcンタeウン層から産出したヒエノドン彊（肉歯目）と

食肉類の系統分類の検討及び古生物地理学的な考察を行った合

ミャンマー中部における新第三紀噛乳類相の解析
高井正成， t工木直子，西村岡lj，接見真生（大学院生）
ミャンマーの新第三紀噛乳類相とその進化史の解明を目指し、中新世から更新世に生息していた噛乳類化石群

集の吉生物学的研究を行っているc 本年度は、ミγンマー中部のイラワジ層 （テビンガン地域、チャインザワク
地壊、グワヱピン地域）を中心に発掘調査を実施し、 霊長類を含む多くの日常乳類化石を発見したごまた、ミャン

マーの新第三紀晴乳類の変遷に関する日本語総説を執筆した。

霊長類以外の生物を主な対象とした機能形態学的研究

江木直子
アフリカ獣類と霊長類、カンガノレーなどの限られた晴乳類に保持されていることが知られている距骨の形態形

質について、形態の差異を観察し、系統分類における有用性と関節の可動における機能を検討したe
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＜研究業績＞

原著論文

存AsaharaM, Takai M (2016) Estimation of diet in extinct raccoon dog species by a new method using lower molar ratios. 

Acta Zoologica 98: 292 299. (doi: 10.1111/azo.12179) 
Ito工NishimuraTD (2016) Enigmatic diversity of the maxillary sinus in macaques and its possible role as a spatial 
compro即日incraniofacial modifications. Evolutionary Biology 43(3): 414-426. 
#Kondo S, Naitoh M, Matsuno M, Kanazawa E, Takai M (2016) Pro削beranceor fossa on the lateral surface of the 

mandible in primates. Annals of Anatomy, 203: 77-84. (httu://dx.doi.org/10.1016/i.aanat.2015.02.008) 
ishimura T, Mori F, Hanida S, Kumahata K, Ishikawa S, Samarat K, Miyabe-Nishiwaki T, Hayashi M, Tomona伊 M,
Suzuki J, MatsuzawョT,Matsuzawa T (2016) Impaired air conditioning within the nasal cavity in flat-faced Homo. PLoS 
Computational Biology 12(3) el004807. 
Shimada K, Egi N, Tsubamoto T, Maw1g-Maung, Thaung-Htike, Zin-Maung-Maung-Thein, Nishioka Y, Sonoda T, Takai M 
(2016) The extinct river shark GかIJ}hisp弓宮oda企omthe Miocene of Myanmar and a review of the fossil record of the 
genus Glyph is (Carcharhiniformes: Carcharhinidae ). Zootaxa 4161 (2): 237 251. ( doi: 10.11646/zootaxa.4 l 6 l.2.6) 
Sti也m TA, Tsubamoto T, Zin Maung Maung Thein, Tha凹 gHtike, Egi N, Nishioka Y, Maung Maung, Takai M (2016) A 
night hernn (Ciconiiformes, Ar也idae）叩da stork (Ciconiidae) from the Pliocene of Myanmar (B山ma).Palaeontologia 
Electroni伺 19.2.36A:1-12. 

西村間IJ(2016）教育講演 鴨下と話しことばの進化．バイオインテグレーション学会誌 6(1):27-30. 

報告

江木直子（2016）第32回日本霊長類学会大会 （於 ：鹿児島市）記事 自由集会－5 化石噌乳類研究会 ：新生代
後半のアフリカ ・アジアの日常乳動物相の変遷と交流．霊長類研究32:86-87. 

学会発表
AsarniM, T，北aiM (2017) Species identification method for macaque molars: an approach using geometric morphometrics. 
The 50th anniversary symposium ofKUPRI-past, present，弘知reof primatology. (2017/01) 
Egi N (2017) Relationships benveen position of cotylar fossa on the astragalus and its function in the ankle joint. 50也
Anniversary Symposium of Kyoto University Primate Research Institute -Past, Present, and Future of Prin1atology 
(2017/01, Inuyama). 
Ito T, Nishimura T (2016) Phylogenetic and ecological aspects of craniofacial diversity in macaques. Joint meeting of the 
International Primatological Society and the American Society of Primatologists. (2016/8, NaηF Pier, Chicago, USA.) 
Koda H, Kwueda T and Nishimura T (2017) Vocal in]出 itionenhances to decouple the vocalizations企omemotion. The 
50也AnniversarySymposium of the Primate Research Institute. Kyoto University Past, Present，組dFuture of 
Primatology (2017/01‘Inuy釘na）‘
Nishimura T, Imai H, Matsuda T (2016) Comparative morphology of the glottis in the hylobatids using a high resolution 
MRI. The 85th Annual Meeting of the American Association of Physical An出opologists.(2016/04, Atlanta Maniott 
Marquis, Atlanta, GA, USA). 
Nishimura T, Imai H, Matsuda T (2016) Comparative morphology of the lmynx in the hylobatids using a high-resolution 
MRI. Joint Meeting of the International Primatological Society and the American Society of Primatologists. (2016/08, 
avy Pier, Chicago, USA). 

Nishimura T (2016) Computed fluid dynamics of air conditioning in the nasal passage of chimpaI1Zee. The 2nd Kyoto-Swiss 
Symposium 2016 (2016/10, Kyoto University, Kyoto). 
Nishimura T (2016) Voice physiology and its flexibility in macaques. SPIRITS Program workshop“Biology and Evolution 
of Speech” （2017/02, Kyoto University, Kyoto). 
Nishimwa TD (201 7) Evolution oflarge papionins Procynocephalus!Pruadolichopithecus企omthe Middle Pliocene and 
Early Pleistocene of Eurasia.百1e50th Anniversaiy Symposium of the Primate Research Institute. Kyoto University Past, 
Present, and Future of Primatology (2017/01, Inuyama). 
Takai M, Zhang Y, Jin C, W組 gW, Kono RT (2017) Changes in the composition of the Pleistoc巴neprinmte fauna in 
southern China.SO也An工iiversarySymposium of Kyoto University Primate Research Institute -Past, Present, and Future 
of Prせnatology(2017/01, lnuyama). 
Toge A, Kusakabe C, Maciel Valdevino G, Liu J, Nomoto M, Asanu M, Mohd Sharif NA, Otsuka R, Am包・alRS, Pokharel 
SS, Nishikawa M, Agetsuma-Yanagihara Y, Murayama M, Agetsuma N(2016) Behavior Monitoring and Genetic 
Moleculm Analysis of Wild Sika Deer. The 5th International Seminar on Biodiversity and Evolution:New 
Methodologyfor Wildlife Science.( 2016/06, Kyoto) 

浅見真生，上遠岳彦（2016）都市緑地におけるイエネコ及びアライグマの行動圏と生態 日本晴乳類学会2016年

度大会.(2016/09，筑渡大学，茨城）

江木直子，高井正成 （2016) ミャンマ一新第三紀の化石食肉類相の変遷と古生物地理学的特徴． 日本霊長類学
会 自由集会 「化石日常乳類研究会： 新生代後半のアフリカ・アジアの哨乳動物相の変遷と交流」 (2016/07, 

鹿児島大学群元キャンパス，鹿児島）

江木直子， 鍔本武久，Zin-Maung-Maung-Thein,ThaW1g-Htike，高井正成（2017）ミャンマー中部始新世ポンダウ
ン動物相のヒエノドン類 （Hyaenodontia,Mammalia）集団の古生物地理学的起源． 日本古生物学会第 166回

例会 （2017/01，東京都新宿区）
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＃小林諭史，森本直記，西村岡IJ，山田重人3 中務真人（2016）ヒトとチンパンジーの四肢プロポーション成長比較．
第 70回日本人類学会大会 （2016/10,NSG学生総合プラザSTEP，新潟）

＃近藤信太郎，内藤宗孝，高井正成 （2017）類人接に見られた下顎隆起．日本解剖学会大会 （2017β／28-30，長

崎）

高井正成（2016）台湾 ・諺湖動物群とその年代・古環境 第70回日本人類学会大会 （2016/10，新潟）

高井正成，タウンタイ，ジンマワンマウンテイン （2016）ミャンマーの後期更新世の大型オナガザノレ亜科化石．

日本古生物学会2016年年会 （2016/06/24-26，福井）
高井正成，タウンタイ，ジンマウンマウンテイン（2016）新第三紀後半のミャンマーの陸棲動物相の変化． 第32

回霊長類学会大会 （2016/07/15-17，鹿児島）．

＃玉川俊広， 椎野憲彦，犬伏俊郎，本間智，木村智子，日野広大，新田哲久， 牛尾哲敏， 重歳憲治， 小森優，森
川茂慶， ｛中成幸．江木直子，宇田川調。017）霊長類の生態と手指構造機能解析． 第 122回日本解剖学会総会 ・

全国学術集会 （2017/03，長崎）

拝中務真人， 森本直記，小林諭史，西村岡IJ，荻原直道，諏訪元 （2016）ラミダス撞人における手根中央関節の形態
学的研究． 第70回日本人類学会大会 （2016/10,NSG学生総合プラザSTEP，新潟）

西村剛（2016）鴨下と話しことばの進化～霊長類の時下メカニズムを探る～．日本薬剤学会第31年会 （2016/05,

長良JII国際会議場，岐車）
西村筒IJ (2017）ヒトの話しことばとサノレの音声． 日本音響学会2017年春季研究発表会（2017/03，明治大学生田

キャンパス， JI［崎）
存西村岡IJ，森本直記s伊藤毅 （2016）ヒヒ族の顔面形状のアロメトリーと系統間差異．第70回日本人類学会大会
(2016/10, NSG学生総合プラザSTEP，新潟）

講演

西村剛 （2016）骨からサノレを見てみよう． E本霊長類学会「サノレのなぜ？なにワ！授業」 (2016/7，鹿児島市立

伊敷中学校，鹿児島）
西村岡IJ (2016）話しことばの起源と進化．京都大学サマースクーノレ2016(2016/8，京都大学ョ京都市左京区）

西村岡IJ (2016）霊長類の進化とコミュニケーション．奈良県立奈良青朔中学校講義 （2016/11，京都大学霊長類研

究所，犬山）

社会生態研究部門

生態保全分野

＜研究概要＞

ニホンサツレの生態学 ・行動学

半谷吾部、 津田晶子、JohnSha Chih Mun、栗原洋介、 本田剛章、中村泉

人為的影響の少ない環境にすむ里子生のニホンザノレが自然環境から受ける影響に着目しながら、個体群生態学、
採食生態学、行動生態学などの観点から研究を進めている。

屋久島の議切川上流域では、森林伐採と果実の豊凶の年変動がニホンザノレ個体群に与える影響を明らかにする

目的で、「ヤクザノレ調査隊Jとしづ学生などのボランティアからなる調査グ、ノレーフ。を組織し、 1998年以来調査を継
続している。今年も夏季に一斉調査を行って、人口学的資料を集めた。 屋久島海岸部では、サイズの異なる群れ

の採食行動の比較やニホンずノレの果実選択について研究した。 屋久島の山頂部で、分布限界に住むニホンザノレと

ニホンジカについての分布と植生に関する調査を行った。 霊長類研究所の個別飼育および放飼場のニホンザノレを
対象に、活動レパノレとエネノレギー消費量の関連を、アクティピティセンサと二重標識水を用いて調べたe

霊長類とほかの生物との関係

湯本貴和、 半谷吾郎、 揮田品子

屋久島で‘ニホンず／レと同所的に生患する生物との関係について研究を行ったc とくに糞から得られる DNAの

解析を加えて、 これまで、観察が困難だ、ったニホンザノレのキノコ食や昆虫金についてデータを蓄積中である。 また

ニホンザノレによる菌類の胞子散布について研究を行ったc 屋久島のニホンザノレ、マダガスカノレのジェントノレキツ
ネザノレ、マレーシアのオランワータン、ワガンダのクロシロコロプスなどの複数の霊長類を対象に、全性の季節

変化と腸内細菌相の関連についての分子生態学的研究を行った。

野生チンパンジーとボノボの研究

橋本千絵、 古市剛史（社会進化分野）、竹元博幸 （長期野タ時究プロジェクト）、徳山奈帆子 （長期野タト研究フPロ
ジェクト）、岡野鈴子 （長期野外研究フoロジヱクト）、毛利恵子、 日ュ・フンジン（社会進化分野）

ウガンダ共和国カリンズ森林保護区、コンゴ、民主共和国ノレオー学術保護区で、それぞれチンパンジー、ボノボの

社会学的 ・生態学的研究を行った。遊動や行動と果実量との関係や、非侵襲的試料による生殖ホノレモン動態の研

究、非侵襲的試料による病歴や遺伝的問研究の研究、隣接する 2集団の関係に関する研究などを行った。
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アフリカ熱帯林の霊長類の生態学的研究

湯本貴和、橋本千絵、 徳重江美、峠明杜

野生霊長類が同所的に棲息するウガンダ共和国カリンズ森林保護区で、プノレーモンキ一、 レッドテイノレモン

キー、ロエストモンキーの採食生態と寄生虫の感染状況などに関する生態学的研究を行っているむ

コンゴ、民主共和国／レオー学術保護区では、 植生のモザイク と果実生産性がし、かにボノボの遊動に影響を与える

かについて、植生調査と果実センサスを組み合わせた方法で研究を行なっているeまた、ガボン共和国ムカラパ ・

ドヮドワ国立公園では、広域のゴリ ラやチンパンジーの密度と地形 ・植生のモザイクとの関係を研究していると

新世界ザノレの採食生態に関する研究

湯本貴和、西川真理、武真祈子

ブラジノレ、マナワスの熱帯雨林で、サキ、リスサマノレ、タマリンについて、植物との関係を中心にした採食生態

こ関する研究を進めている。 コスタリカ共和国 ・サンタロサ国立公園に生息する野生のノドジロオマキザノレを対

象として、 色覚型と採食行動に関する研究を行ったe

霊長類の衛生行動と嫌悪の進化的背景についての研究
Cecile Sarabian 

ニホンザノレ、カニクイザノレ、 マンドリノレ、チンパンジー、 ボノボを対象に、強い嫌悪を引き起こす臭い刺激と

寄生虫感染のリスク回避についての研究を、行動観察、野外実験、寄生虫の顕微鏡観察を組み合わせて行った。

＜研究業績＞

原著論文

字手AndoH, Setsuko S, Horikoshi K, Suzuki H, Um号haraS, Yamasaki M, Hanya G, Inoue-Murayama M, lsagi Y (2016 

Seasonal and inter-island variation in the foraging strategy of the critically endangered Red-headed Wood Pigeon 
Columbajanthina nitens in distmbed island habitats derived from high-throughput sequencing. Ibis 158: 291-304. 
Hamada A, Hanya G (2016) Frugivore assemblage of Ficus superba in a w訂m-t巴mperateforest in Yakushima, Jap阻．
Ecological Research 31: 903-911. 

Hanya G, Bernard H (2016) Seasonally consistent small home range and long ranging dist阻 cein Presbytis rubicunda in 
Danum Valley, Borneo. International Jow11al of Primatology 3 7: 390-404. 
Kmihara Y 2016: Low-ranking female Japanese macaques make efforts for social grooming. CwTent Zoology 62: 99-108. 
Kusaka S, Ishimaru E, Hyodo F, Gakuhari T, Yoneda h孔YumotoT, Tayasu I (2016) Homogeneous diet of contemporary 
Japanese inferred by stable isotope rations of hair. Scientific Reports 6: 33122 33122. 
Mangama Kouba LB, Nakashima Y, Mavoungou JF, Akomo Okoue EF, Yumoto工YamagiwaJ. M’batchi B (2016) 
Estimating diurnal primate densities using distance sampling in Moukalaba-Doudou National Park, Gabon. Journal of 
Applied Biosciences 99: 9395-9404. 
Mapua MI, Petrzelkova KJ, Bw・gunder J, Dadakova E, Brozova K, Hrazdilova K, Stewart FA, Piel AK, Vallo P, Fuehrer H, 

Hashimoto C, Modry D, Qabian MA  (2016) A comparative molecular survey of malaria prevalence among Eastern 
chimpanzee populations in Issa Valley (Tanzania) and Kalinzu (Uganda). Malatia Journal 15: 423. 
Tsujino R, Yumoto T, Kitamw・a S, Djamaluddin I, Darnaedi D. (2016) History of forest loss and degradation in Indonesia. 
Land Use Policy 57: 335-347. 
Romano V, Duboscq J, Sat・abian C，百10masE, Suew-C, MacIntosh AJJ (2016) Modeling infection transmission in primate 
networks to predict C巴ntrality-basedrisk. American Journal of Primatology 78: 767ー779

存UshidaK, Tsuchida S, Ogura Y, Hayashi工SawadaA, Han ya G (2016) Draft genome sequences of Sarcina ventriculi 
isolated from wild Japanese macaques in Yakushirna island. Genome Announcements 4: eO 1694-15. 

学会発表

半谷吾郎、 HenryBernardボルネオ島 ・ダナムバレーのレッドリーフモンキ の遊動パターン 第32回日本霊長

察学会大会2 鹿児島市，2016年 7月

謀本千絵、リ ュフンジン、 毛利恵子、清水慶子、古市剛史．野生ボノボと野生チンパンジーにおけるメスの性ホ

ノレモン動態について． 第 32回日本霊長類学会大会，鹿児島市，2016年 7月．
Hashimoto C, R戸lH, Mouri K, Shimizu K, Furuichi T. Female reproductive monitoring and miscarriage in wild bonobos at 
Wamba, Democratic Republic of Congo and chimpanzees in Kalinzu Forest, Uganda. The 26th Congress of the 

International Primatological Society, Chicago, August 2016. 

出本千絵、伊左治美奈、 松尾ほだか．ウガンダ共和国カリンズ森林の野生チンパンジーで観察された子殺しにつ

いて日本アフリカ学会第53回学術大会，藤沢市，2016年 6月．

本田剛章、半谷吾郎 屋久島山頂部におけるヤクシマザノレの季節移動．第 64回日本生態学会大会，2017年3月
Koops K, Schoning C, Isaji, Hashimoto C. C叫国raldifferences in ant dipping tool leng池betweenneighboouring 
chimpanzee communities at Kalinzu, Uganda. The 26th Congress of the Int巴rnationalPrimatological Society, Chicago, 

August 2016. 

栗原洋介、半谷吾郎屋久島海岸域に生息するニホンサ。ノレにおけるエネノレギー収支の季節変化．第32回日本霊長
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語学会大会2 鹿児島市，2016年 7月．

栗原洋介、 半谷吾郎 屋久島に生患するニホンザノレの高順位個体は採食競合による利益を得ているか．第64回日

本生態学会大会，新宿区2017年3月．
MacIntosh AJJ, Sarabian C, Duboscq J, Romano V, Kaneko A, Okamoto M, Suzumura T. Parasites as a selective force in 
primate social systems evolution: persp巴ctivesfrom an empirical model. The 26th Congress of th巴International
Primatological Society, Chicago, August 2016. 
MacIntosh AJJ, Sarabian C, Duboscq J, Romano V, Kaneko A, Okamoto M, Suzumura T. Helminth parasites as potential 
regulators of Japanese macaque population dynamics. The 26th Congress of the International Primatological Society,‘ 
Chicago, August 2016. 
Ryu H, Hashimoto C, Mouri K, Shimim K, Hill DA, Furuichi T. Can male bonobos (Pan paniscus) determine出巴
peri-ovulatory period ,vith some precision? The 26th Congress of the International Primatological Society, Chicago, 
August 2016. 
Sarabian C, MacIntosh AJJ. A primate・’s sense of cleanliness: perspectives企omPapionini and Hominini. The 26th Congress 
of the International Prima to logical Society, Chicago, Augi.凶 2016.
Sarabi阻 C,MacIntosh AJJ. Testing disgust in non human primates. 31st International Congress of Psychology, Yokohama, 
Jap叩．

窪田晶子、栗原洋介、早JII卓志腸内細菌叢からみた屋久島のニホンザノレの採食生態第32回日本霊長類学会大
会3 鹿児島市，2016年7月．
Sawada A., Kurihara Y., Hayakawa T. Gut microbiota illustrating die胞のshiftsin wild Japanese macaques (Macacafuscata 
yalcui). The 26th Congress of the International Primatological Society, Chicago, August 2016. 

理由晶子キノコ食行動一課題と可能性一．日本晴乳類学会 2016年度大会，つくば市，2016年9月．

理由晶子、早J11卓志 パンダのような霊長類： 竹食に特化したジェントノレキツネザノレの腸内細菌叢．第64回日本
生態学会大会，新宿区，2017年3月

清水大輔、橋本千絵、五百部裕．ウガンダ、カりンズ森林に生息するコロプスとグエノンの食物の堅さ．第70回

日本人類学会大会，新潟市，2016年 10月．

峠明杜．ミズキ科ヤマボワシの集合果形雲の進化と種子散布者．第32回日本霊長類学会大会3 鹿児島市，2016年7

月．

峠明杜．ミズキ属ヤマボウシの集合果進化に関与した種子散布者について．日本晴乳類学会2016年度大会，つく

ば市，2016年9月．
峠明社、 早川卓志、岡本宗裕、橋本千絵、湯本貴和．同所的に棲，邑するグ、エノン（Cercopithecus属）3種の食性

の種間比較．第64回B本生態学会大会， 新宿区，2017年3月．

講演
橋本千絵 （2016）野生チンパンジーに学ぶ親子関係、 犬山市立犬山西小学校PTA教育講演会、 2016年6月、犬

山市．

i畢田晶子 （2016）ニホンザノレの採食と消化、 SAGA19シンポジウム、 2016年 11月、宇都市．

社会進化分野

＜研究概要＞

ボノボとチンパンジーの攻撃性と集団間関係についての研究

古市剛史、橋本千絵、坂巻哲也、柳輿鎮、徳山奈帆子、戸田和弥、岡村弘樹

コンゴ、民主共和国／レオー学術保護区のボノボ3集団、ウガンダ共和国カリンズ森林保護区のチンパンジー2集

団を対象に、 GPSを用いて遊動ノレートを記録しつつ集団のメンバー構成、社会行動、性行動を記録し、 2つの集

団が接近したときの動き、出会った場合の双方の個体の行動などについて分析した。また，集団関の出会いが敵

対的、あるいは親和的になる要因や、集団聞のメスの移籍について、さまざまな角度から分析したc

ボノボのメスの社会関係に関する研究

古市剛史、坂巻哲也、柳異鎮、戸田和也

ボノボは他集団から移入してきたメスたちが中心となって、 平和的な社会を作ることで知られているc しかし

そのメスたちも、 B分の息子が順位を巡る争いに突入すると、それぞれの，邑子をサポートして攻撃的な行動を見
せる。ノレオー学術保護区の日集団では、2013年来続いたワカモノオスによる第 1位オスへの挑戦で、メスたち

がそれぞれの母親を中心とする 2つのグ‘／レーフ1こ分かれ、しばしば激しい攻撃交渉が見られるようになった。ま
た2016年には、 第 1位のオスがその弟に順位を逆転された。これらの行動観察と映像記録を元に、ボノボのメ

スの社会関係の2つの側面を描き出した。

スリランカに生息する霊長類の行動生態学的研究
M.A. Hu品工ian,C.A.D. Nahallage (University of Sri Jayewardenepura, Sri L組 ka),Y. Kawamoto 

2004年末に開始した、スリランカに生息する野生霊長類の分布調査を継続した。スリランカ全土における分布
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を確かめるために各県、地区レベルのアンケート調査を継続した。採集した試料の DNA解析を実施し、結果の
一部を公表した。

スリランカに生息するトクモンキーの行動生態学的形態学的研究
M.A. Huffman, C.A.D. Nahallage, Y. Kawamoto (University of Sri Jaye、;vardenepura,Sri Lanka) 
2015年に開始した写真資料による形態計測方法の開発を継続したc 海抜2～2,129メートノレの間に、 トクモン

キーについて明瞭な尾長の変異が認められた。内容を複数の学術大会にて発表をしたc

ネアンデノレターノレ人の食生活と薬草利用に関する研究
K. Hardy (Universitat Autonoma de Barcelona, Spain), M.A. Huf釦ian

近年、ネアンデノレターノレ人の生活について、 遺伝学など学際的な方法を取り入れた研究が進んできたむ化石の歯

から採れる calculusという物質を分析して、食性を推定する過程で、ネアンテソレターノレ人が非食用植物の薬理的

利用をしているデータが得られたc 里子生チンパンジーの薬草利用を基盤として、ネアンデノレターノレ人の薬草利用
とついて論文を出版した。

シロテテナガザノレの寄生虫疾病に対する薬草利用行動研究
C. Barelli (Museo delle Scienze, Corso del Lavoro e della Scienza, Italy), M.A. Huffman 

グイ王国に生息するシロテテナガザノレの寄生虫疾病駆除対策で、ある葉呑み込み行動についてのデータ解析を
行った。論文を出版した。

野生チンパンジーの寄生虫生態学と人獣共通感染症に関する研究
M. A. Huffman, M. McLennan (Oxford Brookes University, UK), H. Hasegawa {Oita University), K. J. Petrzelkova, D. 
Modtγ(Universiry of Veterinary and Phan:naceutical Sciences, Czech Rep.) 

中央アフ リカ共和国やウガンダに生息する野生チンパンジーと同所的に生活している人との間の人獣共通感

染症についての研究を継続した。一部の結果を論文にして出版したc

新世界霊長類の採食行動と自己治療行動に関する研究
M. A. Huffman, Elaina Rodt・igues 

2016年度から開始したブラジルに生息、するホエザノレとムリキーの撞物性食物に含まれている生理活性物質と

寄生虫感染疾の低減についての調査とデータ解析を行い、一部を論文にして出版した。

インドネシアに生息する野生噛乳類の採食生態に関する研究

詮大和、 B.Suryobroto, K.A. Widayathi ｛ボゴーノレ農科大学）、 高槻成紀（麻布大学）

インドネシア酉ジャワ州 ・パンガンダラン自然保護区で‘ジャワノレトン、カニクイザノレ、マレーヒヨケザノレ、ノレ

サジカの基礎生態に関する調査を行い、食性、活動時間配分、他種との関保などのデータを収集した。

ニホンザノレの基礎生態の研究

辻大和

金華山島で、 昨年度に引き続き種子トラップの内容物の回収を行った。

日本産食肉類の種子散布に関する研究

詮大和、森大輔、村井仁（富山市ファミ リーパーク）、MuhammadAzhari Akbar （アンダラス大学）

飼育下のホンドテンを対象に給額実験を実施し、種子の飲み込みが発芽率に与える影響を評価したc

ボノボの種分化についての研究

竹元博幸、 ）II本芳、古市剛史
チンパンジーとボノボの共通祖先はその誕生以来コンゴ川の北側lに生息しており、約 100万年前の乾燥期に，J、
集団が接くなったコンゴ川を渡って南側に入り込んで進化したのがボノボであるという、前年度に提唱した新説

こもとづき、その後ボノボがどのような経路をたどってコンゴ盆地に拡散したかを、ミ トコンドりアDNAのハ

プロタイプの分布から分析した。

野生ボノボの攻撃~捗における支援関係について
徳山奈帆子

野生ボノボを対象に攻撃交渉を観察し、その支援関係を調べたe支援には互恵性は見られず、毛づくろいといっ

た日常の親密さは、支援関係には反映されなかった。メス聞の支援に関して、年上のメスが年下のメスを支援す

る関係が見られた
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野生ボノボの遊動開始のイニシエーションについて

種、山奈帆子

野生ボノボを対象に、遊動開始のタイ ミングがどのように決定されるのか調べた。初めに歩き出すのは中年以

上のメスであり、オスや若いメスはそれについて行くという形で集団の移動が開始されることが多いことが分

かった。

ボノボのメスの性皮膨張のメカニズム，機能 ・進化的意義の解明

柳興鎮、橋本千絵、 古市剛史

野生ボノボを対象に、 性ホノレモンの変動ど性行動の角耽庁を行った。その結果、 ボノボのメスが妊娠の可能性の

ない授乳期に発情を再開するメカニズムについてヒントが得られたc また、発情メスをめぐるオス間の競合があ

まり見られないにもかかわらず、排卵白の近いメスとの交尾は第1位のオスが優先的に行っていることがわかっ

た。

ニホンザノレにおける妊娠シグ、ナノレの多様な形式

L. Rigaill 
霊長類研究所のニホンザノレ方周司群を対象に、様々な性的状態にあるメスの尿の臭いに、オスがどう反応するか

を調べた。 また、 これまでの研究成果にもとづき、視覚、嘆覚、聴覚刺激がオスにどう影響するかをまとめたe

Factors regulating steroid hormones泊 Japanesemacaques (Macnca fuscntn) and orangutans (Pongo 
pygmneus) 
R.S.C Takeshita, M.AHuffman, F.B Bercovitch 
The ability to measure reproductive and stress hormone patterns c阻 helpto determine reproductive status, physical 
fitness and physiological responses to change. My research aims to investigate variation in hormonal profiles of 
free-ranging and captive Japanese macaques and orangutans as a function of biological (age, gender, and reproductive state), 
environmental (season, climate, housing condition) and social factors (behavior, dominance hierarchy). The results obtained 
should help to understand the potential factors affecting hormonal levels in these species, and can be useful to improve the 
management of captive animals, as well as to monitor the health of free-ranging primate populations. 

野生ベニガオザノレの社会生態学的研究

豊田有

2016年 6月から 2017年 3月まで、タイ王国カオクラブックカオタオモ一保護区にて野生ベニガオザノレを対象

と社会生態学的研究を実施した。 性行動の観察や、 繋殖成功度判定のための DNA試料採取と父子判定の実施に

加え、本種に特異的にみられる社会行動の記録を行った。

野生ボノボの父系型社会におけるメスの移籍要因に関連する未成熟個体の社会関係の研究

戸田和弥

コンゴ民主共和国のワンバ村に生息する野生のボノボを対象に、個体追跡法を用いて未成熟個体の行動の年齢

こよる変化及び近接個体を記録した。これらのデータから、未成熟個体の社会的な結びつきを分析した。

中央ヒマラヤラングーノレのオス繁殖戦略とメスの配偶者選択が与える影響

H. Nautiyal, M.A. Hu缶n阻 ，A Sinha (National Institute for Advanced Studies, India). 
We stu，也ed1) the reproductive 5凶 t巴町 of hanuman langm males in a multi male multi female population where 
infanticide does not appear to occur, and 2) the possible role for female mate choice and how females influence male 
reproductive success. This srudy was divided into two linked steps to elucidate: 1) the role of cooperative male group 
defense in the evolution of multi-male groups in the highlands, 2) the relationship between female mate choice and male 
reproductive success. 

野生ボノボ隣接 3集団の血縁構造の解明
石塚真太郎

コンゴ民主共和国ワンバ村周辺に生息する野生ボ‘ノボ隣接3集Eを対象に、オスの繁殖成功の儒りの評価、お
よび集団内と隣接集団の個体問血縁度の比較を行った日

Evaluating stress in male Japanese macaques Ii叶ng阻vegetatedand non-vegetated enrlosures 
Josue S. Al句m也・o,M.A.Hu伍n叩 ，F.B Bercovitch 
I looked at differences in male Japanese macaques living in two types of enclosures, vegetated and non-vegetated. I 
compared activity budgets, ha汀condition,fecal hormonal data (cortisol and testosterone），組dself-di江巴ctedbehaviors (yawn, 
scratch, etc) betweenれwoenclosures. Currently I am investigating one unique behavior from on巴group,and its potential 
relation to sむess.
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野生ボノボの森林の垂置利用に関する研究

岡村弘樹

コンゴ民主共和国のワンパ村に生息する野生ボノボを対象に、 年齢、性別、順位の異なるそれぞれの個体が採

食、休息、移動などに際して使う森林内の高さに違いがあるかどうかを調べた。

ニホンザノレの唾液αアミラーゼにおける、生物的急性ストレスを妥当性の検証について
Nelson Broche Jr., F.B Bercovitch, M.A. Huffman 

ニホンずノレにおける急性ストレスのバイオマーカーとして、 唾i夜αアミラーゼの有効性を検証するため、 唾1
を非侵襲的に採集する方法を開発し、飼育下ニホンずノレ適用した。 ニホンザノレの唾液中にαアミラーゼが存在す

ることが分かつたが、急性ストレスのバイオマーカーとしての有効性を確認するためにはさらなる調査が必要で

あるe

＜研究業績＞

原著論文
Barelli C., Huffm阻 M.A.(2016) Leaf swallowing and parasite expulsion in Khao Y包 white-handedgibbons （砂lobates
lar), the first repo口man Asian ape species. Am. J. Primatol., DOI 10.1002／句p.22610
Clay Z., Furuichi T., de Waal F.B.M. (2016) Obstacles and catalysts to peaceful coexistence in chimpanzees回 dbonobos. 
Behaviour 153:1293-1330 
Frohlich M., Kuchenbuch P., Muller G.B王FurnichiT., Wittig R.M., Pika S. (2016) Unpeeling the layers of language: 
bonobos and chimpanzees engage in cooperative tum-taking sequences. Sci. Rep. 6:25887. 
Garai C., Weiss A., Arnaud Cリ FuruichiT. (2016) Personality in wild bonobos (Pan paniscus). Am. J. Perimatol. 78: 
1178-1189. 
Garcia C., Bercovitch F., Furuichi T., Hu丘m阻 M.A.,Maclnstosh J.J., Rigaill L., Takeshita R.S.C., Shimizu K. (2016) 10 
years of collaboration between France and Japan -Studies on reproduction in Japanese macaques. Revue de 
Primatologie 7 (online). DOI: 10.4000/primatologie.2666 
Hasegawa H., Kalousova B., McLennan M.R., Modry D., Profousova-Psenkova I., Shutt-Phillips K.A., Todd A., Huffman 
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認知科学研究部門

思考言語分野

＜研究概要＞

チンパンジーの比較認知発達研究

友永雅E，林美里，足立幾磨3 服部裕子（以上，国際共同先端研究センタ一），松沢哲郎 （高等研究院s霊長類研究
所兼任）' i賓回穣 （形態進化分野），百村剛（系統発生分野）；鈴木樹理，宮部貴子，前田典彦3 兼子明久，山中淳史，
井上千聡，ゴドジャり静（以上， 人類進化モデ．／レ研究センター）；川上文人，高島友子，市野悦子，平栗明実，村松
明穂，α1loeGonseth, Duncan Wilson, Morgane Allanic, Gao Jie, J 11口ゆり
1詳 13個体のチンパンジーとヒトを対象として，比較語、知発達研究を総合的におこなった。認知機能の解析と

して＼ コンビュータ辞占童、アイトラッカーを用いた視線計測、対象操作課題など各種認知課題を継続しておこなっ

た。主として，1個体のテスト場面で＼数系列学習，色と文字の対応，視線の認識，顔の知覚，注意， パターン認識，

視覚探索，カテゴリー認識， 物理的事象の認識，視聴覚統合，触覚認知，情動語、知， 運動知覚，推論，行動の同

調 ・身振りコミュニケーションなどの研究をおこなった。 また，チンパンジー2個体を対象と し，チンパンジー

の行動が地考に影響されるかどうかを社会的知性の罰点から検討した。 脳や身体各部の計測もおこなっている合

熊本サンクチュアリのチンパンジーとボノボを対象とした研究もおこなったc

野生チンパンジーの道具使用と文化的変異と森林再生

林美里，松沢哲郎， MorganeAllanic, Gabriel Daly Melo，山本真也（神戸大学）；山越言，森村成樹s藤j華道子 （以

上、京都大）， 大橋岳 （中部大学），Tatyana Humle （ケント大）.，Dora Biro, Susana Carvalho, Daniel Schofield （以上、 オッ

クスフォー ド大）， Katel討neKoops （ケンブリッジ大）， Kimberley Hockings （オックスフォー ドブーノレックス大）；

Catherine Hobaiter, Kirsty Graham （以上、セントアンドリユース大）， Aly Gaspaid Soumah (IREB), Sekou Moussa 

Keita （コナクリ大）

西アフリカにおけるエボラ出血熱の流行をうけて、ギニア八の研究者の渡航は中断していたが、2015年末に終

息宣言が出されたため再開した。野生チンパンジーのグ〉レーミングなどの社会交渉や石器を使ったナッツ割り行

動などについて行動記長表をおこなうとともに、トラップカメラによるチンパンジーの安否確認と行動記録もおこ

なった。また，「緑の回廊Jと呼ぶ森林再生研究についても活動を継続した。 ドローンを用いた調査も開始した亡
約 30年間のビデオ記録について、デジタノレアーカイグ化する作業を進めている。またコンゴ民主共和国 ・ワン

パで野生ボノボを対象とした比較研究もおこなったc
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飼育霊長類の環境エンリッチメント

友永雅己，林美里，棲庭陽子，市野悦子，打越万喜子，綿貫宏史朗，松沢哲郎i鈴木樹理，前田典彦， 山中津史
井上千聡， ゴドジャり静2 橋本直子 （以上z人類進化モデノレ研究センター），山梨裕美（野生動物研究センター）

動物福祉の立場から環境エンリッチメントに関する研究をおこなった。 3次元構築物の導入や植樹の効果の評

価，認知実験がチンパンジーの行動に及ぼす影響の評価、新設した実験スペースを活用した認知エンリッチメン
ト、 毛髪等の試料を利用した長期的なス トレスの評価、エンリッチメント用の遊具の導入、 採食エンりッチメン

トなどの研究をおこなった。2015年に犬山第2大型ケージの本格稼働がはじまり、 住空間の拡大が達成され、 離

合集散の生活が可能となった。

各種霊長類の認知発達

友永雅己，J11上文人3 棲庭陽子，市野悦子，平栗明実F Chloe Gonseth，打越万喜子，綿貫宏史朗，松沢哲郎5 多々
良成紀， 山田信宏 （以上、高知県のいち動物公園），安藤寿康 （慶応大）， 岸本健 （聖心女子大）， 竹下秀子 （撞賀県
立大学）

アジノレテナガザノレを対象に 種々の認知能力とその発達について検討をおこなった。 さらに、高知県のいち動

物公園において二卵十白更生児のチンパンジー、および人工保育となった脳性まひのチンパンジー幼児の行動発遣
を縦断的に観察している。2014年にJMCに誕生したチンパンジーの子どもの行動発遣の観察も継続した。

動物園のチンパンジーの知性の研究

棲庭陽子，市野悦子，足立幾磨（国際共同先端研究センター），松沢哲郎
名古屋市の東山動物園のチンパンジーl群6個体を対象に， 新設された屋外運動場での社会行動を観察記録し

た。また， fパンラボJと名づけられたブースにおいて，道具使用とコンビュータ課題の 2つの側面から知性の
研究をおこなった。後天的身体障害をもっチンパンジーの群れ復帰と行動変容についての研究をおこなったe

鯨類、ウマ、大型類人猿の比較認知研究

友永雅E，熊崎清則、村山美穂（野生動物研究センター），森阪匡通， 山本知里 （東海大）、中原史生 （常磐大），斉
藤豊5 漁野真弘，上野友香ョ堂崎正区、／］、倉仁、西本抄代、伊藤美穂、森朋子、日登区（以上，名古屋港水族館）、

駒場昌幸 （九十九島水族館）、佐々木恭子、柏木伸幸 （かごしま水族館）、棲井夏子 （南知多ピーチランド）
名古屋港水族館、九十九島水族館、 かごしま水族館、南知多ピーチランドとの共同研究として，鯨慧の認知研

究を進めている。とくに，イルカ類における視覚語、知，サインの理解，空間認知，視覚的個体識別，道真使用など

を大型類人猿との比較研究として進めている。 また、ウマを対象とした認知研究も進めている。

アジア大型類人猿の比較認知研究

林美里，JI I上文人，市野悦子，金森朝子， Renata M阻 don9a，松沢哲郎 幸島司郎， 久世濃子（以上2 野生動物研究
センター）；山崎彩夏 （東京農工大），竹下秀子 （議費県立大学） , Sinun Weide （ヤヤサンサバ財団），Hamid Ahmad 
Abd叫（マレーシア・サバ大），Dharmalingam Sabapathy （オランワークン島財団），Daniel Baskaran （プラワパンデイン

グ財団），Mashhor Mansor （マレーシア科学大学）

マレーシアのサバ州で、野生オランワータンの生態と行動の調査をおこなったc また，マレー半島の飼育オラン

ワータンを対象とした認知研究と3 オランワータンを野生復帰させる試み、母子ペアの行動観察をおこなってい

る。

WISH大型ケージを用いた比較認知科学研究

友永雅己，林美里，J11上文人，松沢哲郎，足立幾磨，高島友子，市野悦子，平栗明実
2011年度にWISH事業で導入された比較認知科学大型実験ケージ設備（犬山第 I）の運用を進めている。チンパ

ンジーの飼育環境の中に実験装置を導入し、いつでもどこでも好きな時に実験に参加できる環賓を構築し、数時

系列課題や見本合わせ課題などを実施している。顔認証による個体識別システムを導入して、各個体の課題の進
捗に応じた実験の実施が可能なシステムの構築を進めている。 また、犬山第 lに引き続き、 犬山第2ケージの整

備も進めた。

＜研究業績＞

原著論文
Hayashi M, Matsuzawa T 2017: Moth巴rinfant interactio出 incaptive and wild chimpanzees. Infant Behavior and 
Development 48: 20 29. DOI:10.1016/j.江ぜbeh.2016.11.008

写ImuraT, Masuda T, Wada Y, Tomonaga M, Okajima K 2016: Chimpanzees can visually perceive differences in the 

freshness of foods. Scietific Repo11s 6: 34685. DOI: 10.1038/srep34685 

#Kawakami F, Tomonaga M, Suzuki J 2017: The first smile: Spontaneous smiles in newborn Japanese macaques （βl[acaca 

fuscata). Primates 58: 93-101. DOI: I0.1007/s10329-016-0558-7 
Kret M, Tomonaga M 2016: Getting to the bottom of face processing: Species-specific inversion effects for faces and 
behinds in humans and chimpanzees (Pan troglodytes). PLoS One 11: e0165357. DOI: I0.1371/joumal.pone.0165357. 
Matsuno T, Tomonaga M 2016: Causal capture effects in chimpanzees (Pan trogloφ＇！es). Cognition 158: 153-164. 
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Mendo巧aRS, Takeshita RSC, Kanamori T, Kuze N, Hayashi M, Kinoshita K, Bernard H, Matsuzawa T 2016: Behavioral 
and physiological changes in a juvenile Bomean orangutan after a wildlife rescue. Global Ecology and Conservation 8: 
116-122. DOI: 10.1016/j.gecco.2016.08.004 

Mendon号aR, Kanamori T, Kuze N, Hayashi M, Bernard H, Matsuzawa T 2017: Development and behavior of wild 
i且fant一 venileEast Born巴anoran思uans(Pongo pygmaeus morio) in Danum Valley. Primates 58: 211-224. 
DOI: 10.1007/sl 0329-016-0567-6 
Morino L, Uchikoshi M, Bercovitch F, Hopkins WD, Matsuzawa T 2017: Tube task hand preference in captiveめ-lobatids.
Primates: in print. doi: 10.1007 /s 10329-01 7-0605-z. 

# Okamoto M, Naito M, Imai S, Miyanohara M, Nomura Y, Saito W, Momoi Y, Takeda K., Miyabe-Nishiwaki T, 
Tomonaga M, Hanada N 2016: Complete genome sequence of Streptococcus troglodytae TKU31 isolated from阻 oral
cavity of chimpanzee (Pan troglodytes). Microbiology and Immunology, in press. DOI: 10. l l l 1/1348-0421.12453 
Sakuraba Y, Tomonaga M, Hayashi M 2016: A new method of walking rehabilitation using cognitive tasks in an adult 
chimpanzee (Pm1 troglodytes) with a disability: a case study. Primates 57: 403-412. DOI: 10.1007/s10329 016 0541 3 
Toda K, R戸IH, Hayashi M, Furuichi T 2016：・ Aninfant bonobo mimicked a handicapped motor action of a disabled 
individual at Warnba in the Luo Scientific Reserve, Democratic Republic of Congo. P阻 AfricaNews 23: 3 5. 

存TsutayaT, Fujimori Y, Hayashi M, Yoneda M, Miyabe-Nishiw止iT 201 7: Carbon and ni仕ogenstable isotopic o島ets

between diet and hair/fec.es in captive chimpanzees. Rapid Communications in Mass Spectrometry 31: 59-67. 
Wilson DA, Tomonaga M, Vick SJ 2016: Eye preferences in capuchin monkeys (Sapajus ape/la). Primates 57: 433-440. 
DOI: 10.1007/sl0329-016-0537-z 

著書（分担執筆含む）

非営利活動法人東山動物園くらぶ編（統括：棲庭陽子，神山拓海）ρ017）ず～つといっしょ2 東山動物園公認ガイ
ドブック． 中日新聞．名古屋

友永雅c.201 7：イノレカのこころ‘藤田和生 （編著）．放送大学 f比較認知科学J，放送大学教育振興会，pp.228255. 

その他の執筆

高潔5 友永雅c.，松沢哲郎 （翻訳：JIJ口ゆり）2017：チンパンジーとヒ トのじゃんけんの学習 （ちびっこチンパン
ジーと仲間たち （第 183回）） ．科学 87:244-245. 

林美里 2016：大型慧人猿の母子の幹： チンパンジーとオランワータンにおける母子関係と認知発達．動物心理学
研究 66:29-37. 

’美里 2016：チンパンジー研究者、母になるーヒトの生後二歳六カ月から三最までの発達 発達 146:103-110. 
u美里 2016：チンパンジーに魅せられて（「大型類人猿探訪J第 1回）．モンキー：霊長類学からワイノレドライフ
サイエンスへ 1:6-7. 

美里 2016：チンバンジー ・レオの 10年．科学 86:776ー777.
美里 2016：チンパンジーからみたヒ トの発達と家族．生活科 ・総合通信そよかぜ通信 2016年 秋号 4-7.
美里 2016：野生チンパンジーのすむアフリカへ（「大型類人譲探訪」第2回）．モンキー ：霊長類学からワイノレ

ドライフサイエンスへ 1:32-33. 

林美里 2016：チンパンジー研究者、母になるーヒトの生後三歳から三議六カ月までの発達 発達 148:91-98. 

美里 2016：チンパンジーの心を読む（ f大型類人猿探訪」第3回）．モンキー ：霊長類学からワイノレドライフサ

イエンスへ 1:56-57. 

林美里 2017：・アジアにくらすオランクータン（「大型類人猿探訪J第4田）．モンキ一：霊長類学からワイルドラ
イフサイエンスへ 1:8081.

林美里， 友永雅己 2016 ： チンパンジーとヒトの比較から見たアロマザリング．莞達心理学ニューズレタ~No.78:
10-11. 

J 11口ゆり， 瀧山拓哉 2016：大学生による 「授業」 霊長類学初歩実習の取り組み，モンキー 1:64-65. 
J 11口ゆり，瀧山拓哉，七五三木環，横山実玖歩，JII上士人 2017：京都市動物園のチンバンジー・ゴリラ ・マンドリ
ル ：毛づく ろい，移動，出産前後の群れの行動目科学，87:328-329. 

川上文人，平栗明実3 市野悦子， 林美里，友永雅己 2016：チンパンジーの核家族の子育て． 最初の 2年間の記録

（ちびっこチンパンジーと仲間たち （第 177回）） ．科学 86:882-883. 

川上文人， 友永雅己 2016：ニホンザノレの赤ちゃんの自発的微笑． （ちびっこチンパンジーと仲間たち（第178回））
科学 86:1006 1007. 

友永雅己 2016：ウマの目からの眺め （ちびっこチンパンジーと仲間たち（第 170回）） ．科学 86:164-165. 

友永雅己 2016:KIDSZOOの仲間たち．新応,re通信2016年 6月号.2016/6/16 19:24メーノレ配信号日本モンキーセ
ンタ一．

友永雅己 2016：チンパンジー、イルカ、 そしてウマから見た世界．モンキー 1:28-29. 

友永雅己 2016：森のことろ，海のことろ，草原のことろ一比較認知科学 「こころの進化」を探る旅．脳21,19(4): 
99-102. 

友永雅己 2016：チンパンジーにおける「他者の心的状態Jの理解．公益財団法人中山人間科学振興財団 （編）、

25年の歩み （pp.103-104）、公益財団法人中山人間科学振興財団
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友永雅己，三浦麻子，針生悦子 2016：巻頭言． 心理学の再現可能性： 我々はどこから来たのか 我々は何者か

我々はどこへ行くのか ー特集号の刊行に寄せて 一 心理学評論 59：印刷中．

山梨裕美，小倉匡俊，森村成樹，林美里，友永雅c.2016：チンパンジーの人工保育とエンターテイメント：動物福
祉 ・保全と将来展望AnimalBehaviour and M回 agement52:73 84. 

ユ リラ， 友永雅己2016：なぜリズムが 「合うJのかつ一人とチンパンジーの比較から（ちびっこチンパンジーと

仲間たち （第 179回）） ．科学部：1134-1135.

学会発表
Allanic M, Hirata S, Hayashi M, Matsuzawa T 2016: Influ巴neeof inter-individual dist祖国 ongrooming interaction in 
captive chimpanzees and bonobos.百1e31st International Congress of Psychology, 2016/7/26, Pacifico Yokohama, 
Kanagawa. 
Allanic M, Hirata S, Hayashi M, Matsuzawa T 2016: Influ巴neeof inter-individual distance on grooming interaction in 
captive chimpanzees and bonobos. The 26th Congress of the International Prirnatological Society, 2016/8/22, Chicago, 
USA. 
Gao J, Su Y, Tomonaga M, Matsuzawa T 2016：百1eRock Paper Scissors Game in Chimpanzees (Pan trogloφtes). 
Meeting for Young Researchers of Kyoto University Psychology Unit, Kyoto, Japan, June 11, 2016. 

Gao J, Su, Y, Tomonaga M, Matsuzawa T 2016: The rock-paper叩 issorsgam巴inchimpanzees (Pan troglo⑮tes）.第32回

日本霊長類学会大会、 2016年 7月 15-17目、鹿児島大学．
Gao J, Tomonaga M, Matsuzawa T, Su Y 2016: The Rock-Paper-Scissors game in chimpanzees (Pan troglodytes): Test for 
intransitive inference using the computer controlled discrimination task. 31st International Congress of Psychology 
(ICP2016), 27 July, 2016, Yokohama, Japan. 
Gao J, Tomonaga M, Matsuzawa T, Su Y 2016: The rock-paper-scissors game in chimpanzees (Pan troglo⑫・tes): Testing 
for intransitive inference using a computer-controlled discrimination task. Joint meeting of the International 
Primatological Society and the American Society of Prirnatologists, August 21 27, Chicago, USA. 
Gao J, Su Y, Tomonaga M, Matsuzawa T. The Rock-Paper-Scissors Game in Chimpanzees (Pan trogloφ1tes). The 6th 
International Symposium on Primatology and Wildlife Science, Kyoto, Japan, September 12-15, 2016. 
Gao J, Su Y, Tomonaga M, Matsuzawa T 2017: Leaming the rock-paper-scissors game rule in chimpanzees and children. 

第 61回プリマーテス I研究会、 2017年 1月28-29日、日本モンキーセンター，
Gao J, Su Y, Tomonaga M, Matsuzawa T 2017: Leaming也巴rock-paper-scissorsgame rnle in chimpanzees and children. 
50th anniversary symposium of Primate Research Institute, Kyoto University，“Past, pr宙開t,and future of prirnatology", 
J組 uaiy30-31, 2017, Inuyaina, Aichi Japan. 

Gao J, Tomonaga M 2017: Body inversion effect in chimanzees (Panかogloφtes）.京都大学こころの先端研究ユニット
総会、 2017年2月 12目、京都大学．
Gao J, Su Y, TomonagaM, Matsuzawa T 2017: Le包ningth巴rulesof the rock paper scissors game: Compatison between 
chimpanzees and human children. The 7也 InternationalSymposium on Primatology and Wildlife Science, March 6, 
2017 Science Seminai・ House, Kyoto University. 
Gon伊lvesA, Akatni R, Hayashi M 2017: Two cases of dead infant canying among captive Japanese Macaques (Macaca 
fuscata yakui）.第61回プりマーテス研究会，2017/1/28，日本モンキーセンター，犬山．

原口大希3 熊崎i青員IJ,Sauvage P，三井桃衣，半田希2 長谷川裕士， Wi比insonA，友永雅c.2017: The study of 
numerical competence in chimpanzees, horses, and tortoises.第61回プリマーテス研究会、 2017年 1月28-29目、

ニホンモンキーセンター．
Hayashi M 2016: Development of object manipulation as a found泊onof drawing behavior. The 31st Intemational 
Congress of Psychology, 2016/7/25, Pacifico YokohamaラKanagawa.
Hayashi M 2016: Suppo1i for mothering in chimpanzees and orangutans. The 31st International Congress of Psychology, 
2016/7/29, Pacifico Yokohama, Kanagawa. 
Hayashi M 2016: Cognitive development assessed by object-matlipulation tasks in chimpanzees and bonobos. The 26th 
Congress of the International Primatological Society, 2016/8/22, Chicago, USA. 
Hayashi M 2016: Juvenile leanling of stone-tool use in ¥vild chimpanzees of Bossou, Guinea, West A企ica.The 8th Wor唱l
Archaeological Congi・巴ss,2016/8/30, Doshisha University, Kyoto. 
Hayashi M 2016: Ex-situ conservation efforts in B凶citMer油 OrangUtan Island, Perak, Malaysia. The 6th International 
Symposium on Primatology and Wildlife Science, 2016/9/12, Kyoto University, Kyoto. 

林美里 2016：チンパンジーの母親による保育を 「介助jする．第 19回SAGAシンポジワム， 2016/11/19，宇部市

立ときわ動物園．

Hayashi M, Takeshita H 2017: 0同ectm白押叫ationstudies in great ap巴sand humans.第61回プリマーテス研究会，

2017/1/28，日本モンキーセンター3 犬山
Hayashi M, Takeshita H 2017: Studies on o句リectmanipulation and tool use in great apes and humans. The 7th International 
Symposium on Primatology and Wildlife Science, 2017/3/2-3, Kyoto University, Kyoto. 
存ImuraT, Masuda T, Wada Y, Tomonaga M, Okajima K 2016: Chimpanzees (Pan trog/o命tes)c回 perceivethe freshness 
of foods. Joint meeting of the Intemaiional Primatological Society and the American Society of Primatologists, Au忠則
21-27, Chicago, USA. 

石田崇斗，山田将也，菊田恭介，綿貫宏史朗，打越万喜子，岡部直樹2 木村直人，伊谷原－ 2016：・ テナガザノレの福
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祉に配慮した異種ペア成立への取り組み．ポスタ一発表．第 19回SAGAシンポジワム.2016年 11月 19～20
日 （山口県宇部市）

石田崇斗，山田将也，菊田恭介，綿貫宏史観，打越万喜子，岡部直樹，木村直人，伊谷原－ 2017：飼育下における

テテガザノレ異種ベア作り 口頭発表第61回プリマーテス研究会.2017年 1月28日 （愛知県犬山市）

石田崇斗s 山田将也，菊田恭介，綿貫宏史朗3 打越万喜子，岡部直樹，木村直人，伊谷原一 2017：福祉向上を目的

としたテナガザノレ異種ベア成立の取り組み． 口頭発表．第64回動物園技術者4研究会.2017年2月 14日．（愛知

県犬山市）

兼子明久，林美里，棲庭陽子，宮部貴子3 前田典彦主山中淳史，ゴドジャリ静， 木下こづえ，友永雅己 2016：レオ

とともに歩んだ10年．第四回SAGAシンポジウム、 2016年 11月 19-20日、宇部市立ときわ動物園．

川口ゆり，黒島妃香，藤田和生 2016：フサオマキザノレは他種のおとなと子どもの顔弁別ができる？．こころの若

手研究者交流大会京都 2016年6月

Kawaguchi Y, Kuroshima H, Fujita K 2016：フサオマキザノレの年齢カテゴリー弁別は種を超えるか？Does age 

categorization by capuchin monkeys generalize to other species？.日本霊長類学会鹿児島2016年 7月
Kawaguchi Y, Kuroshima H, Fuji臼 K2016: Does the ability of discriminate age category in conspecifics transfer to other 

species in captive capuchin mo出.eys(Cebus pae//a)?.Intemational Primatology Society. Chicago. 2016年 8月．

Kawaguchi Y 2016: Do capuchinmonkeys have the ability to discriminate age category? .PWS symposium.京都.2016年9

月．
Kawaguchi Y, Km・oshimaH, Fuiita K 2016: Do capuchin monkeys have the ability to discriminat巴agecategαγ 企om

conspecific / heterospecific faces？日本動物心理学会 北海道.2016年 11月．

JI Iロゆり，黒島妃香，藤田和生 2017：フサオマキザノレは顔から同種 ・他種の年齢を弁別できるか．プリマーテス

研究会犬山.2017年 1月

JI I口ゆり，友永雅己 2017：ヒ ト以外の動物も赤ちゃんが好き ？・ 経過報告．京都大学こころの先端研究ユニット
総会、 2017年2月 12日、京都大学．
Kawaguchi Y, T omonaga M 2017: Do chimpanzee also prefer baby to ad叫t?: preliminary report. The 7th International 
Symposium on Primatology and Wildlife Science, Session “Equine Science", March 6, 2017 Science Seminar House, 
Kyoto University. 

JI I上文人 2016：自発的微笑と社会的微笑の縦断的観察日本発達心理学会第27回大会発表論文集，232. (2016年4
月29日北海道大学）
Kawakami F 2016: Relation between spontaneous and social smiling: A longitudinal study. The 20th Biennial International 
Congress on Infant Studies. (May 27, 2016; New Orleans) 
Kawakami F 2016: The evolution and development of smiles: a comparison between humans and chimpanzees. In 
Takeshita, H. (Org阻 izer),Comparative developmental and ct血rralstudiむ onchild development and child rearing. 

Symposium conducted at也e31st International Congress of Psychology. (July 29, 2016; Pacifico Yokohama) 
Kaw比aロJi,F 2016: The evolution阻 ddevelopment of smiles: A comparison between humans and captive chimpanzees 
(Pan troglo仰 ，s).In Tomonaga, M., & Hirata, S. (Organizers), Comparative study of cliimpanzees and bonobos: 2 by 2 
comparison to understand the evolutionruy origin of human cognition and behavior. Symposium conducted at joint 
meeting of the International Primatological Society and the American Society of Primatologists 2016. (August 22, 2016; 
Chicago) 

川上文人 2017：自発的微笑と社会的微笑の縦断的観察 H 日本発達心理学会第 28回大会発表論文集， 407.(2017 

年3月26日広島国際会議場）
Kim Y, Choe J, Rho J, Tomonaga M 2016：白 Chimpanzees,but not orangutans display aversive reactions towru・d白eirpartner 
receiving a superior reward. 31st International Congress of Psychology (ICP2016), 29 J叫y,2016, Yokohama, Japan. 

Kim Y, Choe J, Rho J, Tomonaga M 2016: Chimpanzees, but not orangut阻 s,display aversive reactions towru・d their 
P包セ1er,vith a superior reward. Joint meeting of the International Primatological Society and the American Society of 
Primatologists, August 21-27, Chicago, USA. 
Kim Y, Choe J, Kim DS, Tomonaga M 2017: Chimpanzees but not orangutans display aversive reactions toward their 

P釘tnerreceiving a superior reward.第61回プリマーテス研究会、2017年1月28-29日、ニホンモンキーセンター．
Lira Y, Tomonaga M 2016: An experimental study on interactional synchrony in chimpanzees and humans. 31st 
International Congress of Psychology (ICP2016), 27 July, 2016, Yokohama, Japan. 
Mendon写aR, Kanamori T, Kuze N, Hayashi M, Matsuzawa T 2016: Why orangutans develop slower th組 othergreat apes? 

A study on a Bomean population. The 31st International Congress of Psychology, 2016/7/29, Pacifico Yokohama, 
Kanagawa. 

Mendon号aR, Kanamori T, Kttze N, Hayashi M, Matsuzawa T 2016: Mother offspring interactions before weaning and 
behavior of immatme Bomean or阻 gutans(Pongo pygmaeus morio) in Danum Valley, Borneo. The 26也 Congressof 
the International Primatological Society, 2016/8/24, Chicago, USA. 
Muramatsu A 2016: Two Digits Number and Idea of Place Value in Chimpanzees: Approaching Human Language with 
Concept of Number in Chimpanzees, Contributed Symposium, 31st International Cong:t百 sof Psychology, 24th-29th 
July 2016, Yokohama, Japan 
Mmamatsu A, Matsuzawa T 2016: Numerical sequential leruning佃 dcru・dinal number tasks for the study of the notation 
system in chimpanzees. Joint meeting of the International Primatological Society and the American Society of 
Primatologists, 21st-27th August 2016, Chicago, USA 
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Ochiai T, Watanuki K, Udono T, Morimura N, Hirata S, Tomonaga M, Idani G, Matsuzawa T 2016: The early history of 
captive chimpanzees (Pan trogloφ，tes) in Japan. Joint meeting of the International Primatological Society and the 
American Society of Primatologists, August 21-27, Chicago, USA. 

奥村太基，菊田恭介，根本慧，坂口真悟3 慶川類，綿貫宏史朗，打越万喜子， 松田一希s伊谷原－ 2016：アピシニ

アコロプス新生児に対するオトナ個体の養育行動の変化第32回日本霊長類学会大会2016年 7月 16～17日
（鹿児島県麗児島市）32巻補遺版， p32. 

奥村太墓， 松田一希，菊田恭介，根本慧3 坂口真悟，打越万喜子，綿貫宏史朗，伊谷原－ 2016：アヒ。シニアコロプ

ス新生児に対するオトナ個体の養育行動の変化．第 19回 SAGAシンボジワム 2016年 11月 19～20日． （山
口県宇部市）
Saito A, Hayashi M, Takeshita H, Matsuzawa T 2016: Evolution and development of representational drawing. The 31st 
International Congress of Psychology, 2016/7/25, Pacifico Yokohama、Kanagawa.
Sakuraba Y, Tomonaga M, Hayashi M 2016: Walking rehabilitation of a physically disabled chimpanzee using cognitive 
tasks: a case study. 31st International Congress of Psychology (ICP2016), 27 July, 2016, Yokohama, Jap阻．

棲庭陽子，堀尾茂，柴田章子吾，佐藤和位3 堤創 2017:NPO法人東山動物園くらぶにおける動物置との協働事業．プ

リマーテス研究会 2017年 1月2829 B.犬山 ポスター

棲庭陽子s近藤裕治，山本光陽，木村勝，足立幾磨，林美里 2016：後天的身体障害をもっチンパンジーの群れ復

帰．第 19田 SAGAシンポジワム.2016年 11月 19-20B.ときわ．
樫井夏子， 都築ななえ，亀垣ななみ5 友永雅己 2017：ハンドワイルカにおけるエコロケーションによる数の認識．
第 61回プリマーテス研究会、 2017年 1月28-29目、ニホンモンキーセンタ一．

存杉野強，平松千尋，山下友子，上田和夫，中島祥好，友永雅己 2017：霊長類音声の類似度比較：スベクトノレ変化

の分析． 第 61回プリマーテス研究会、2017年1月28-29目、ニホンモンキーセンタ一．
Takeshita H, Takashio J, Yamada N, Takahashi I, Kaw必camiF, Fukuda K, Honda Y, Tatara N, Shimomoto Y, Hayashi :r-.ム
Mizuno Y, Tomonaga M 2016: Behavioral and cognitive development in an infant chimpanzee with cerebral palsy: An 
approach applying human childcare and therapy se1vices. 31st International Congress of Psychology (ICP2016), 29 July, 
2016, Yokohama, Japan. 

友永雅己 2016：チンパンジーにおける視線方向の弁別．第32回日本霊長類学会大会、 2016年 7月 15-17B，鹿

児島大学．
Tomonaga M 2016: How they see也eworld: Visual cognition compared among humans, chimpanzeesうhorses,and dolphins. 
31st International Congress of Psychology (ICP2016), Diversity in Haimony Symposia，“EvolutionarγPerspectives in 
Psychology", 27 J叫y,2016, Yokohama, Japan. 
T omonaga M 2016: How chimpanzees perceive faces: An update after nine yeai・s of invぉtigation.Chimpanzees in Contels.'t 
(Understanding Chimpanzees IV), August 18 20, 2016, Chicago, USA. 

友永雅己2016：参照点としての大型類人猿、 特異点としての大型類人韓 日本社会心理学会第57回大会、 シン

ポジワム 02「比較することの意味と意義・社会心理学と比較認知科学の新たな接点を求めてJ、2016年9月

18目、関西学院大学．

友永雅c.2016：学会で質問しよう． 日本動物心理学会第 76回大会、教育講演 「初心者のための英語口頭発表j、
2016年 11月24B，北海道大学
友永雅己 2016：チンパンジーから採るヒトのこころの進化．関西実験動物研究会第 132回研究会、 2016年 12月

9日、京都府立医科大学．
Tomonaga M 2017: Cognition des eq山dお：Cognitiv邑 studiesof horses in comparison ¥.vith也eother mammals. ler 
SYMPOSil爪4”Equitation,langage et cognition”，Januaiy 6, 2017, Universite de la Sorbonne, Paris, France. 
友永雅c.2017：海のこころ ー「イノレカからみた世界」をさぐる旅ー．第2回水族館大学 in京都、『イノレカショー
の可能性と未来』、 2017年2月間目、京都大学
Tomonaga M 2017: How horses see出e,vorld: Comparative-cognitive perspective. The 7th International Symposium on 
Primatology and Wildlife Science, Session “Eq山neScienceぺMarch6, 2017 Science Seminar House, Kyoto University. 
Tomonaga M, Imura T 2016: Attention to inattention: Visual search for the other's gaze by chimpanzees.日本動物心理学

会第76回大会、 2016年 11月23-25日、 北海道大学．
Tomonaga M, Kawakami F, Imura T 2016: Eyes on face: how chimpanzees and humans perc巴iveconsp己cific.担 d
heterospecific eyes. Joint meeting of the International Primatological Society and the Ame1ican Society of 
Primatologists Symposium “comparative study of chimpanzees and bonobos: 2 by 2 comparison to understand the 
evolutionaiy origin of human cognition and behavior", August 22, 2016, Chicago, USA. 
Tomonaga M, Kumazaki K, Gonseth C, Haraguchi D, S必ruraiN, Wilkinson A 2017：・ Howchimpanzees and other animals 
use“numbers"・ comparative s阻dyof relative numerosity judgments. 50th anniversaiy s戸nposiumof Primate Research 
Institute, Kyoto University, 

友永雅E，森村成樹 2016: 「不当な人工保育に対する批判声明jについての意識調査報告．第 19回SAGAシン
ポジワム、 シンポジワム2rチンパンジーの人工保育問題を考えるj、2016年 11月 19-20日、宇部市立とき
わ動物園．

友永雅己，WilsonDA，高橋康介 2016：チンパンジーにおける「曲がり富J.日本基礎心理学会第35回大会、 2016

年 10月29-30日、東京女子大学．

友永雅己，WilsonDA，高橋康介 2016：チンパンジーにおける「曲がり盲J.第四回SAGAシンボジワム、2016
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年 11月 19-20目、字部市立ときわ動物園．
#Ushitani T, Fujii K, Katsube M, Hoshino Y, Goto K, Imura T, Tomonaga M 2016: Object-based attention in evolution. 
31st International Congress of Psychology (ICP2016), Symposium “Ecological adaptation and the diversity of visual 
perception", 27 J叫y‘2016,Yokohama, Japan. 
Uchikoshi M, Yamada M, Ishida S, Nemoto K, Kagami Y, Watanuki K, Horigome R, Kimura N, Idani G 2016: A case 
report: reuniting a siamang （砂mpha/angussyndactyl us) infant with the parents at Japan Monkey Centre. Joint meeting 
of the International Primatological Society and the American Society of Primatologists. August 21-27, 2016, Chicago, 
USA. 

打越万喜子， 山回将也，石田崇斗2 綿貫宏史朗 2017：；飼育下テナガザノレの社会的環境変化が歌行動におよぽす影

響．ポスタ一発表第7田動物園大学ず一ぞなもし.2017年3月20日．（愛媛県砥部市）
Watanuki K, Okumura M, Uchikoshi M, Tomonaga M、IdaniG, Matsuzawa T 2016: Gathering and evaluating information 
on captive siamangs (Symphalangus syndacty/us) in Japan for good pop叫ationmanagement. Joint meeting of the 
International Primatological Society and the American Society of P1imatologists, August 21 27, Chicago, USA. 
綿重宏史朗，岩原真利，西村剛，今井啓雄，平田聡， 友永雅己2 松沢哲郎 2016：大型華人猿情報ネットワーク

GAIN第3期の5年間’非侵襲的類人猿研究の推進．第四回 SAGAシンポジワム、 2016年 11月 1920日、

宇部市立ときわ動物園．
Wilson DA, Tomonaga M, Vick SJ 2016: Eye preferences in response to emotional stimuli in captive capuchin monkeys 
(Sapajus ape/la). 50th International Society for Applied Ethology Congress, 12-16 J叫y,2016, Edinburgh, UK. 
Wilson DA, Tomonaga M, Vick SJ 2016: Eye preferences in response to emotional stimuli in captive capuchin monkeys 
(Sapaj問。rpella).31st International Congr百 sof Psychology. Yokohama (Japan), July, 2016. 
Wilson DA, Tomonaga M, Vick SJ 2016: Eye preferences in response to emotional stimuli in captive capuchin monkeys 
(Sapajus ape/la). Joint meeting of the International Primatological Society and the American Society of Primatologists, 
August 21-27, Chicago, USA. 
Wilson D, Tomonaga M 2016: Perceptual categorisation of primate faces by chimpanzees. The 6th International 
Symposium on Primatology and Wildlife Science and the 5也 CCT-BioInternational Workshop on Tropical 
Biodiversity and Conservation, September 12-15, 2016, Kyoto. 

Wilson DA, Tomonaga M 2016: Perceptual categorisation of primate faces by chimpanzees.日本動物心理学会第76回大
会、 2016年 11月23-25E3，北海道大学．

Wilson DA, Tomonaga M 2017: How do chimpanzees discriminate primate sp巴ciesbased on faces？第61田プリマーテス

研究会、2017年1月28-29目、 ニホンモンキーセンタ－.
Wilson D, Tomonaga M 2017: How do chimpanzees discrirninate primate species based on faces? 50th anniversary 
symposium of Primate Research Institute, Kyoto University，“Past, present, and future of primatologyヘJ阻 uary30-31, 
2017, Inuyama‘Aichi Japan. 
Wilson D, Tomonaga M 2017: How do chimpanzees discriminate primate speci巴sbased on fa田口Th巴7也 International
Symposium on Primatology and Wildlife Science, Session "Equine Science", Mむch6, 2017 Sci巴nceSeminar House, 
Kyoto University. 
Wilson DA, Tomonaga M, Vick SJ 2016: Eye preferences in response to emotional stimuli in captive capuchin monkeys 
(Sapajus ape/la). 31st International Congress of Psychology (ICP2016), 27 July, 2016, Yokohama, Japan. 
山本知里，柏木伸幸，大塚美加，西村圭織3 酒井麻衣，友永雅己 2016：飼育ハンドワイノレカにおける協力行動に

関する認知機能．第 19回SAGAシンポジワム、 2016年 11月 19-20目、字部市立ときわ動物園．
Yamamoto C, Kashiwagi N, Otsuka M, Tomonaga M 2017: Visual size discrimination in bottlenose dolphins using 
computer-controlled monitor system. The 7th International Symposium on Primatology and Wildlife Science, Session 
"Equine Science’＇， March 6, 2017 Science Seminar House, Kyoto University. 

山本知里s 二階堂梨沙，柏木伸幸，大塚美加3 友永雅己 2017：ハンドワイノレカのコドモにおけるトリックの模倣

学習．第7田動物園大学 fず～ぞなもしJ、2017年3月20目、愛媛県立とベ動物園

講演
友永雅己 2016：動物たちの心の世界．日本モンキーセンタ－2016年度京大モンキーキャンパス、2016年 10月9

日、日本モンキーセンタ一．

友永雅己 2016：：吾、のこころ、 草原のこころ、海のこころ．行動生物学サイエンスカフェ 2016一行動生物学への

誘い一」、 2016年 11月 13目、新潟大学駅南キャンパス 「ときめいとJ

認知学習分野
＜研究概要＞

ヒトに特有にみられる認知機能に関する実験的研究と発達障害児を対象とした学習支援への応用

正高信男、後藤幸織、大野邦久、 金子正弘、藤村留美，李英蛾 （大町カトリック大学）、小J11詩乃 （京都大学
大学院医学研究科）、船曳康子 （京大 ・医学研究科）、吉川左紀子 （京大 ・こころの未来研究センタ一）

ヒトに特有にみられる様々な認知機能について、メカニズムと系統発生の両面から実験的な検討をしている。

また、そのような機能の発達について子ども（発達障害児含む）を対象に認知実験を実施し、発達障害児への継
続的な学習支援方法の開発と応用を実践している
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左前頭葉脳腫療を摘出した児童の認知機能の検討

柴田柚香，船曳康子 （京都大学大学院人間 ・環境学研究科）、正高信男，船橋 新太郎 （京都大学こころの未

来研究センター）、 桑原彩 （京都大学大学院人間 ・環境学研究科）、1Jゾ｜｜詩乃
手術により左前頭葉の一部を切除した児童の認知機能の特徴について検討するため，FrontalAssessment Battery 

や独自に作成した言語課題等を実施し，対照群として同年代の児童との成績の比較を行っている。

胎児期と生後のストレス相互作用によって形成される神経回路の適応的発達変化

後藤幸織、加藤朱美、Young-ALee (Catholic University of Daegu）、YlトJeongKim (Ca也olicU凶versiザofDaegu) 

マウスを用いて、胎児期 （母体）と生後のストレス環境条件により脳発達にどのような影響が出るのかを調査

したe

母性養育と遺伝的背景の相互作用によって形成される神経回路の適応的発達変化

後藤幸議、加藤朱美、YoungA Lee (Catholic University of Daegu）、 YuJeong Kim (Catholic University of Daegu) 

異なる系統 （遺伝的菅景）のマウスを用いて、母性剥奪ならびに系統間交互養育による仔の脳発達への影響を

調査したc

光トポグラフィー技術を用いたニホンザノレ大脳皮質活動の計測

後藤幸織、 加藤朱美

近赤外分光法 （NIRS）を用いて、様々な視覚刺激を提示した際のニホンザノレの大脳皮質活動の計測を行い、と

りわけ前頭皮質における視覚刺激カテゴリー分類化に関連する脳活動を調査した。

ニホンザノレの社会認知におけるドーパミンの役割

後藤幸織、加藤朱美、山口佳恵

ニホンザノレに社会性 ・非社会性視覚刺激を提示し、それらの刺激に対する注視が ドーパミンシグPナノレ伝達に

よってどのように調節されているのかを薬理学的手法を用いて調査した。

霊長類とげっ歯類の社会集団構築における脳神経基盤

後藤幸織、加藤朱美、山口佳恵、 LauraBondonny (Ecole Nationale Veterinaire de Toulouse) 

グノレ一ブェ飼育されているニホンザノレとマウスを用いて、社会集団における社会階級や個体聞の社会ネットワー

クがどのような脳神経メカニズムによって構築されるのかを調査した。

自閉症スペクトラム児における環境要因と認知機能の関連

後藤幸議、 小J11詩乃
自閉症スペクトラム児においてストレスや腸内細菌といった環境要因が認知機能に与える影響を心理実験を

行い調査したe

動物の認知能力とコミュニケーションの相向性と進化に関する研究

香田啓貴、伊藤亮、佐藤杏奈、渥美剛、 SofiaBernstein （社会進化分野）、JI［合伸幸 （名古屋大学）、森田尭 （マ
サチューセッツ工科大学）、加藤朱美、園枝匠、石田恵子、西村剛 （系統発生分野）、森哲 （京大・理学研究科）、

正高信男

霊長類やそのほかの動物を対象にして、彼らの認知能力の特性や視聴覚コミュニケーションの比較を通じて、

個々の能力の相同性や相似性、また進化史に関して、フィーノレド研究と実験研究の両面から国内外において研究

をf子っているむ

＜研究業績＞

原著論文
Boucher, H., Koda, H., Masataka, N., & Lemasson, A. (2016). Vocal flexibility in nonhuman primates and the origins of 
human language. Revue de primatologie, 7. Doi: 10.4000 / primatologie, 2637. 
白・andgeorge,M., & Masataka, N. (2016). Atypical Color Preference mα1ildr阻 withAutism Spectrum Disorder. Frontiers 
in Psychology, 7. 

写Kawai,N., Kubo, K., Masataka, N., & Hayakawa‘S. (2016). Conserved evolutionary history for quick detection of 

threatening faces. Animal Cognition, 19(3), 655-660. 
Lemasson, A., Jubin, R., Masataka, N., & Arlet, M. (2016). Copying hierarchical leaders’voices? Acoustic plasticity in 
female Japanese macaques. Scientific Reports, 6. 
Ats凶ni,T., Koda, H., & Masataka, N. (2017). Goal attribution to inanimate moving objects by Japanese macaques (Macaca 
fuscata). Scientific Repotts, 7. 
Masataka, N. (2016). Implications of the idea of neurodiversity for understanding the origins of developmental disorders. 

Physics of Life Reviews. 
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Ogawa, S., Shibasaki, M., Isomura, T., & Masataka, N. (2016). Orthographic reading deficits in dyslexic Japanese children: 
Examining the transposed-letter effect in the color-word Stroop paradigm. Frontiers in Psychology, 7. 
Sawada, R., Doi, H., & Masataka, N. (2016). Processing of self-related kinematic infonnation embedded in static 
handwritten characters. Brain Res巴出・ch,1642, 287-297. 
Ogawa S, Lee, YA, Yamaguchi Y, Shibata, Y，組dGoto, Y (2016) Associations of acute and chronic suess hormones wi出
cognitive functions in autism spectrum disorder. 1もuroscience,343: 229-239 
Goto, Y., Ogawa, S., Lee, Y. A., and Shibata, Y. (2016) (Relationship between gut rnicrobiota and autism spectrum 
disorder] Human Developmental Research, 30: 183-188. (in Japanese 

#Kawai, N., & Koda, H. (2016). Japanese monkeys (Macaca fuscata) quickly detect snakes but not spiders: Evolutionary 

origins of fear-relevant animals. Journal of Comparative Psychology, 130(3), 299. 
Bernstein, S. K., Sheeran, L. K., Wagner, R. S., Li, J. H., & Koda, H. (2016). The vocal reperioire of Tibetan macaques 
(Macaca thibetana): A qu組 titativeclassification. American Journal of Primatology, 78(9), 937-949. 

著書（分担執筆）
Perlovsky, L. I., Masataka, N., & Cabanac, M. (2016). The Knowledge Instinct, Cognitive Functions of Music and C叫凶al
Evolution. In Trends in Music Information Seeking, Behavior, and Retrieval for Creativity (pp. 17-41). IGI Global. 
Koda, H. (2016) Gibbon songs: understanding the evolution and development of this unique form of vocal communication. 
In The Evolution of Gibbons and Siamang: Molecular Phylogeny, Morphology, and Cognition of Asia’s Small Apes. 
(U.H. Reichard. et al. eds.) Spring巴l.

香田啓貴（2017）コミュニケーションと認知． 日本のサノレ（社 ・中J11編） 東京大学出版会 164 182頁

香田啓量 （2017）霊長薬学者は擬人化を超えて言語能力獲得の進化史に迫れるだろうか． 現代思想2016年 12

月号 210-223頁青土社

その他の執筆
Goto Y, Lee YA, Y ama思1chiY, and Jas E (2016) Biological mechanisms underlying evolutionary origins of psychotic and 
mood disorders. Neuroscience Research, 111: 13-24. 

学会発表
Goto Y, Yamaguchi Y, Lee YA，出dKato A (2016) Social function of dopamine Dl receptor in non-human primates. 30th 
CINP World Congress ofNeuropsychopharmacology, PM362, Seoul, Korea. 
Kim YJ, Goto Y, Lee SH, and Lee YA (2016) Potential therapeutic effects of Astragalus membranaceus Bunge leaves on 
ADHD: a study with neonatal habenula lesion model of ADHD in rats. 46th Annual Meeting of the Japanese Society 
ofNeuropsychopharmacology, Pl3 4, Seoul, Korea. 
Goto Y, Lee YA, Yamaguchi Y, and Kato A (2016) The roles of dopamine DI receptor in rodent social hierarchy. 39th 
Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, lP 288, Yokohama, Japan. 
Kim YJ, Goto Y, Lee SH, and Lee YA (2016) The effects of Astragalus membranaceus Bunge leaves in a rodent model of 
ADHD with neonatal habenula lesion. 39th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, Yokohama, 2P-275, 
Japan. 
Lee YA, Jeon SY, Kim YJ, Goto Y, and Choi JS (2016)百1eeffects of Ecklonia Stolonifera Okamura in a rodent model of 
ADHD with neonatal habenula lesion. 39th Annual Meeting of the Japan Neuroscience Society, Yokohama, 2P-274, 
Japan.fNeuropsychopharmacology, 2P-084, Taipei, Taiwan. 

＃香田啓貴，森田尭，小林智男，宮J11繁.(2016）.テナガザノレの歌は 「歌」といえるか？．第32回日本霊長類学会

大会、鹿児島、 2016年 7月
Koda H. 2017. Is volitional control of macaque vocalizations really homologous w1也 hoseof human speech? SPIRITS 
Program workshop”Biology and Evolution of Speech”Kyoto, Japan 

講演

後藤幸織 2016年8月 10th IC？＼正InternationalConference on Comple五MedicalEngineering （栃木）

神経科学研究部門

高次脳機能分野

＜研究概要＞

情動情報処理における前部帯状回の役割の解明

i場池菜保、岩沖晴彦、中村克樹
情動情報の処理におけるサノレ前部帯状回の役割を明らかにするため、 アカゲ‘ザノレの前部帯状回から単一ニュー

ロン活動を記録し、他個体の表情などの刺激に対する応答性を調べた。本年度は、ニューロン記録の終了したサ

ノレを用いて記録部位を組織学的に同定し、更なる検討をしたe
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顔弁別能力の霊長類種間比較研究

中村克樹、禰占雅史、竹本篤史

同種他個体の顔弁別の能力を霊長類の種間で比較する 目的で、 コモンマーモセットとアカゲ‘ザノレで弁別課題を

実施し、その成績を比較した。

情動行動に関わる脳領域の神経結合様式の研究

中村克樹、宮地重弘、鴻池菜保、繭占雅史、金｛有璃、酒多穂波

情動行動に関わる神経回路を解明することを目的に、 ニホンザノレの脳の前部帯状回に複数の神経トレーサーを

注入し、属桃核や視床、側頭葉皮質を中心とした各領域における標識神経細胞の分布を解析したe

コモンマーモセットの認知機能計測

中村克樹、竹本篤史、 三輪美樹、鈴木比呂美、棲井彩華、正村聡美

コモンマーモセットの認知機能（知賞・記憶等）を調ペるために、 遅延見本合せ課題を用いてマーモセットの空

間記憶を調べた。図形弁J.llJ課題および逆転学習課題における老齢マーモセットの学習の特徴を解析した。

遺伝子改変マーモセットを用いた尾状核におけるドーパミンの役割の解明

中村克樹、竹本篤史、山森哲雄（理化学研究所）、渡我部昭哉（理化学研究所）、高司雅史（理化学研究所）、 尾上浩

隆（理化学研究所）、横山ちひろ（理化学研究所）
ウイノレスベクターを用い、マーモセットの尾状核のD1受容体と D2受容体を別々にノックダウンし、行動変

化等を調べたニ D2受容体をノックダワンした場合、 学習やモチパーションさらに睡眠サイクノレに変化がみられ

た。 これらをまとめ、論文や学会で発表した。

発達初期のサイトカイン暴露に誘導される行動異常の検討

中村克樹、三輪美樹、 竹本篤史、補池菜保、那波宏之（新潟大学）

発達初期のマーモセットをサイトカインに暴露し、発達とともにどのような行動異常が出現するかを検討して

いるc 活動量や認知機能に異常が見られることが分かつてきたp また、 コントローノレ個体およびサイトカイン暴

露個体での経時的な脳h皿I撮像を実施したc

マーモセットにおける集団内の音声情報伝達にかかわる神経基盤の解明

j菊池葉保、 三輪美樹、 中村克樹

警戒音による情報伝達に関わる神経基盤を解明することを包的とし、隔離したマーモセット個体に他個体の警

戒音声を呈示する音声プレイパック実験を行ったe 様々な音声を呈示した時のマーモセットの音声および3次元

での運動彰L跡を解析した。

マーモセット疾患モデノレを用いた神経回路障害ならびに分子病態の解析および治療法の開発

中村克樹、鴻池菜保、三輪美樹、竹本篤史、岡揮均（東京医科歯科大学）、田川一彦（東京医科歯科大学）、陳西

貴（東京医科歯科大学）、田村拓也（東京医科歯科大学）、藤田農大（東京医科歯科大学）

神経変性認知症の疾患モデノレマーモセットにおいて分子・神経細胞および神経団路の病態を解析することを目

的として、神経変性原因物質を脳内局所注入した2頭のマーモセットの脳内で、 実際に変性がおきていることを

組織学的に検証したe また、別の4個体で認知機能評価のための場所記檀課題を訓練した。

自由判断の神経機序の研究

j酉多穂渡、中村克樹、伊藤浩介（新潟大学）、五十嵐博中（新潟大学）

自由判断に関わる神経メカニズムを解明することを目指して、自由なタイミングで運動を行う課題を開発し、

課題遂行中の被験者の脳活動を MRIを用いて計測し、分析を行った。運動開始の意図の前から脳活動が複数の

場所で認められた

競合条件下での行動選択における前頭前野の機能解析

禰占雅史、宮地重弘

競合条件下での行動選択時にサノレ前頭前野がどのような役割を果たしているのかを明らかにするため、競合条

件下におけるマカクザノレ前頭前野の神経活動を解析した。その結果、前頭前野の内倶lj部と主溝周辺部では行動選

択の直前から競合条件依存的な応答がみられ、 これらの応答では、非競合条件に比べて競合条件でより高い活動

を示していたe 本研究により、サノレ前頭前野の内側部と主溝周辺部は意思決定における競合情報の処理過程に関

与することが示唆された。
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リズムに 「乗るJ神経メカニズムの解明
言地重弘

リズムに 「乗るj神経メカニズムを明らかにする目的で、 2頚のニホンザノレを対象に行動実験を行なった。さ

らに、 運動リズムにおけるドーバミンの役割を明らかにするため、ドーパミンD2受容体の作動薬、措抗薬の投

与を行ない、 課題遂行への影響を解析した。

サノレにおける音列知覚機構の解明

脇田真清

コモンマーモセットを用いて聴覚弁別訪11諌を行った。新たな個体を用い、 要素は共通であるが配列の異なる二

つの音列の弁別課題を行い、これまでに得られた結果を追試した。結果、先行研究と同じく、音列の変化を検出
することはできても、規則性を知覚したり長期記憶に貯蔵したりできないことを明らかにした。

新型SSVEPBCI開発のための基礎研究

竹本篤史、中村克樹

普及している脳ーコンピュータ一間インターフェース（BCI）に、フリッカー光に対する定常的視覚誘発電位
(SSVEP）を利用した SSVEP-BCIがある。この BCIの欠点は、フリ ッカ一光のちらつきが不快な点であるe ちら

つきが感じられないほど高い周技数のフリ ッカ一光を用いれば、この欠点を解消できるはずであるe 同一被験者
を用いた組織的な脳波測定によって、 70Hzという高周技数刺激のSSVEPでも測定可能であること、そしてこの

高周痕 SSVEPは通常の低周渡数の SSVEPとは異なる空間特性を示すことが明らかになった。 これらの知見は、

新たな高周渡SSVEP-BCI開発に役立つであろう。

幼児虐待の連鎖サノレを対象とした不適切養育行動の世代伝達の研究

三輪美樹、中村克樹
家族単位で生活しているコモンマーモセットを対象として、幼児期に受けた不適切養育行動の次世代への伝達

こついて検討している。 その結果、行動発現の結果生じた創傷を異味異臭の創傷治療薬で処置することにより更

なる行動発現が抑制され、次の出産時には発現が消失あるいは軽減することを、複数家族で確認することができ
た。また次世代での検討を実施するため対象個体での繋殖を開始した。

ニホンザノレにおける母から子へのアクティプ・フードシェアリングに関する観察研究

中村克樹、鴇池莱保、鈴木比呂美

放飼場にて、子に対し積極的にイモを食べさせようとする行動が観察された母サルの行動が、ケージ内でも再
現されることがわかったc ビデオ記録を行なったので、今後行動解析をおこなってし、く。

眼球運動を指標としたコモンマーモセットの認知機能の研究

池田琢朝、 中村克樹

コモンマーモセットの認知機能とその神経基盤を明らかにすることを目的に、眼球運動の測定系を開発し行動

実験課題を設計したc 安定した測定記録系を確立し基本的な課題の訓練を終え、現在より認知的な課題の訓練を
進めている。

サノレにおける観察恐怖学習の検討

岩沖晴彦、中村克樹

社会生活を送る動物にとって他個体の行動から学習することは生存確率を高める重要な能力である。ある生物
や物体が恐怖の対象であるか否かを、ヒトは観察のみから学習し避けることができる。マカクザノレにこの能力が

あるか否かを検討することを呂標に実験を行なったc

主観的輪郭知覚に伴う神経回路ダイナミクス ー回転運動を用いた検討

竹本篤史、中村克樹
輪郭・形状の主観的な知覚体験を生み出す神経由路のダイナミクスを明らかにするため、回転運動する主観的

図形を知覚させる視覚刺激を用いたヒ トの心理物理学実験を行い、主観的輪郭生成の時空間要因を検討した。

コモンマーモセットの単回投与麻酔下における呼吸動態の検討

j鳴池菜保、 三輪美樹、 石上暁代 （技術職員）、 中村克樹
ケタミン／キシラジン／アトロビン3剤およびアノレファキサロン単剤の2プロトコーノレを用いて、麻酔薬投与

前後の経皮的酸素飽和度および動脈血酸素分圧を計測した。 その結果、麻酔薬投与後に著名な血中酸素レベルの

低下が見られ、 麻酔時には適切な呼吸サポートが必要と考えられたc
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ものの硬さに関するラパーハンドイリュージョンの研究

金信璃、中村克樹、勝山成美（東京医科歯科大学）、 泰羅雅登（東京医科歯科大学）
触ったものの硬さに関してラバーハンドイリ ュージョンの現象が起こるか否かを行動学的に検討し、ラバーハン

ドイリュージョンによって硬さの評価が変わることが分かつた。現在、この実験を MRI装置内で行う課題を開

発し、 課題遂行中の被験者の脳活動をb偲Iを用いて計測すべく準備を進めている。

コモンマーモセットにおけるプレパルスインヒピション(PP町測定系の確立

童原慧、中村克樹

現在、コモンマーモセットを対象として精神疾患のパイオマーカーとなり得るPPIの測定系の確立に取り組ん

でいる。ヒトや他のサノレ種でイ子われているPPI測定を参考にし、音刺激や装置の作製を行った。

マーモセットにおける利他行動と家族関係についての研究

坂田良徳、中村克樹

コモンマーモセットは、 高い寛容性や利他的な行動を示すc こうした利他行動に家族関係が与える影響を明ら

かにすることを目的とし、 実験の準備を進めた。

＜研究業績＞

原著論文
Konoike N, Miwa M, Ishigami A, Nakamura K (2017) Hypoxemia after single-shot anesthesia in common m紅mosets.
Journal of Medical Primatology, 46, 70-74. 

#Ti北勾1M, Takemoto A, Yokoyama C, Watakabe A, Mizukami H, Ozawa K, Onoe H, Nakamura K, Yamamori T (2016) 
Distinct roles for primate caudate dopamine Dl and D2 receptors in visual discrimination learning revealed using 

shR.t'-JA knockdown. Scientific Reports, 6, 35809. 
W北itaM (2016) Interaction between P紅白ivedAction and Music Sequences in the Left Prefrontal Area. Front Hum. 
eurosci., 10, 656. 

その他の執筆

中村克樹 f脳を鍛えたい 皆伝 ！新あたま道場j問題作成毎日新聞、2016-2017

中村克樹 「中村克樹のDoyou脳？」 （隔週連載） 毎日新聞、 2016

学会発表等
Konoike N, Miwa M, Ishigami A, Nakamura K (2016) Hypoxemia after single shot anesthesia in common m泊四osets.The 
39th annual meeting of the Jap出1Neruoscience Society, Yokohama, July, 2016. 
Miyabe-Nishiwaki T、MiwaM, Konoike N, Kaneko A, Ishigami A, Natsume T, Nakamura K (2016) Evaluation of 
anesthetic and cardiorespirato1y effects after intramuscular administration of alfaxalone alone, alfaxalone-ketarnine or 
alfaxalone-butorphanol -medetomidine in common marmosets (Callithritjacchus). IPS APS Chicago, August, 2016. 
Miyachi S (2016) Intentional and automatic motor rhythm co凶 olin human and mo出ey.Annual Meeting, Soci町 for
euroscience, S回 Diego,Nov. 11'¥ 2016. 
akamura K (2017) Characteristics oflearning abilities in common marmosets. 2017 Asia-Oceania Regional Meeting for 
Maimoset Reseai・ch March 201 7. 
Tanabe S, Uezono S, Tsuge H, Fujiwai・a M, Nagaya K, Sugawai・a M, Miwa M, Konoike N, Kato S, Nakamura K, Kobayashi 
K, Inoue K, Takada M (2016) Comparison of the e伍ciencyof retrograde gene transfer beれweenlentiviral vectors 

pseudo匂rpedwith FuG-E and FuG B2 glycoprotein in primate brains: Sttiatal input system. The 39th annual meeting of 
the Japan Neuroscience Society, Yokohama, July, 2016. 
Tsuge H, Uezono S, Tanabe S, Fuiiwara M, Nagaya K, Sugawai・a M, Miwa M, Konoike N, Kato S, Nakamura K, Kobayashi 
K, Inoue K, Takada M (2016) Comparison of efficiency of rett・ograde gen日transferbetween lentiviral vectors 
pseudotyped with FuG-E and FuG-B2 glycoprotein in primat己brains:Cortical input system. The 39th annual meeting of 

the Japan Neuroscience SocieザョYokohama,July, 2016. 
Wakita M (2016) Vocal communication in non-human primates revisited: Small New World monkey, big new horizon? In 
contributed symposium ‘Maimoset cognition:clue for understanding cognitive evolution in social animals'. 31st 
International Congress of Psychology, Yokohama, July, 2016. 

＃平川玲子、三輪美樹、石割桂、 井上貴史、中村克樹、佐々木えりか（2016）ワタボウシタマリンでの非侵襲的受

精卵採取の試み．第 6回日本マーモセット研究会大会、 東京大学、 2016/12/12 14 

石上暁代、兼子明久、三輪美樹、中村克樹（2016）京都大学霊長類研究所におけるマーモセッ トの健康診断．第6
回日本マーモセット研究会大会、東京大学、 2016/12/12-14 

＃伊藤浩介、橋占雅史、鴻池葉保、中田力、中村克樹（2016) 無麻酔アカゲザノレにおける頭皮上聴覚誘発電位の

長潜時成分：記録法と成分同定第46回日本臨床神経生理学会学術大会、 福島県郡山市、 2016/10/27-29 

三輪美樹、福田真調、井上貴史、 兼子明久、石上暁代、中村克樹（2016）マーモセット下痢治療法としての腸内細

菌叢移植．第6回日本マーモセット研究会大会、東京大学、 2016/12/12-14 

三輪美樹、鈴木比呂美、中村克樹（2016）コモンマーモセットのTwin-fight.第25回サノレ疾病ワークショップ2016
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麻布大学、 2016/7/2 

仲子友和、竹本篤史、 小谷 真奈斗、鴻池菜保、 中村 克樹、池田和仁（2016）タッチパネルを用いた客観的な

意歓評価法の作製．第6回日本マーモセット研究会大会、東京大学、 2016/12/12-14 

中村克樹、鳩池菜保、三輪美樹、本浬史章、染谷成貝1)(2016）マーモセット MRI撮像用保温ベスト．第6回日本マー

モセット研究会大会、東京大学、 2016/12/12-14 

中村克樹、 三輪美樹、鈴木比呂美、木場礼子、山口智恵子、 竹本篤史（2017）コモンマーモセットの認知機能検査

第6回生理研ー霊長研ー脳研シンポジウム、新潟大学研究所、2017/3
j酉多穂波、伊藤浩介、鈴木雄治、 中村克樹、渡辺将樹、五十嵐博中（2017）事象関連fMRIによる白白な意図の神

経墓盤の検討．第6回生理研一霊長研ー脳研シンポジウム、新潟大学研究所、2017/3

竹本篤史、中村克樹（2017）線条体尾状核ドーパミン受容体D2Rの発現抑制によるコモンマーモセットの行動変
化． 第6回日本マーモセット研究会大会、東京大学、2016/12/12-14

存竹本篤史、高司雅史、横山ちひろ、渡我部昭哉、 水上浩明、 小揮敬也、 尾上浩隆、 山森哲雄、中村克樹（2016）線

条体尾状核ドーパミン受容体D2Rの発現抑制によるコモンマーモセットの行動変化 第6回生理研霊長研
脳研シンポジウム、 新潟大学研究所、 2017/3

講演
中村克樹（2016）子供にしてほしいこと、してはし、けないこと新幼児教育研究会 2016/7/25
中村克樹（2016）脳の働きの不思議名古屋市中村区傾聴ボランティア 2016/10/2
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統合脳システム分野

＜研究概要＞

先端的神経ネットワーク解析による霊長類大脳眼球運動制御システムの構造と機能の解明

高田昌彦、 井上諒一、 二宮太平

C 1）狂犬病ウイルス （RV）ベクターを用いた眼球運動関違反質領野の投射様式と多シナプス性入力様式の解析
こついては、研究代表者らがすでに開発済みである高発現型multi-colorRVベクターを用いた逆行性越シナプス

的多重トレーシングを、 実際に眼球選動関連皮質領野において実施する前に、 これまで実績のある運動計野 （背

側部および腹側部）にまず適用し、トレーシングシステムの検証をおこなうとともに、 運動前野に由来する大脳
皮質 大脳基底核ノレーフつ回路の構造基盤を解析し、現在、得られたデータを原著論文にまとめる準備を進めてい

るc

(2）多領域多点同時記録による眼球運動関連ネットワークダイナミクスの解析については、研究代表者らがす
でに導入済みである多領域多点同時記録法を用いて、眼球運動課題遂行中のマカクザノレの眼球運動関違反質鎮野、

大脳基底核、上正から同時記録をおこなう実験システムのセットアップを進めている。
(3）梓経路選択的な光遺伝学的抑制法や化学遺伝学的抑制法の確立については、研究代表者らがすでに霊長類

こおいて開発に成功し、最近、原著論文として発表した光遺伝学による神経路選択的刺激法を応用し、搭載遺伝

子を交換して光遺伝学的抑制法を霊長類で確立するためのウイルスベクターの作製を進めている。

サノレ脊髄損傷モデノレを用いた代償性神経回路再編メカニズムの解明

高田昌彦、 中）11浩、 山中創

脊髄擾傷後の機能回復と神経団路再編のメカニズムを明らかにするため、 解剖学的および生理学的にヒトに近

縁のマカクザノレを用いて、脊髄損傷後に起こる皮質脊髄路の代償性変化を同定し、運動機能回復との相関を解
することを包的とし、以下4点の項目を実施した。（1 ）サノレ脊髄損傷モデルの作製、（2）脊髄握傷後の運動機

能の解折、 （3）脊髄における代債性神経回路の形成様式の解析、 （4）代債性神経回路の機能回復への寄与の検

証を完了し、 得られた実験データをまとめて原著論文を・作成し、現在、国際誌に投稿中である。また、追加項密
である「大脳皮質における代償性神経由路の形成様式の解析Jについても、 現在、脊髄損傷モデ‘ノレを作製し、 逆
行性ニューロンラベルをおこなう準備を進めているところである。

パーキンソン病サノレモデノレの多領域多点同時記録による集団発振現象および同期化の探索
高田昌彦、 二宮太平、 McCaim Kevin.William 

( 1）サノレの課題トレーニング、 記録音日位の同定、およびコントロールデータの取得 ：まず1頭のニホンザノレを

用いて、 単純なボタン押し課題をトレーニングし、トレーニング終了後、 頭部固定器具および記録用チャンバー

の取り付lt手術をおこなった。MRIを撮像後、電気生理学的マッピング‘の結果に従って、大脳皮質、大脳基底核、

視床、小脳における記録部位を決定し、コントローノレデータを取得した。

(2）パーキンソン病サノレモデ‘／レの作製およびモデノレにおける多額域多点同時記錬：マッピングおよびコン

ローノレデータ取得が完了したサノレに MPTPを静脈注射により投与し、パーキンソン病モテツレを作製したc 作製し
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たサノレモデノレにおいて、 コントローノレデータ取得時と同様にして、 安静時および課題遂行中の大脳皮質、大脳基

底核、 視床、小脳から神経活動 （単一ユニット活動と局所電場電位）の同時記録を実施している。

霊長類の大脳一小脳 基底核ネットワークにおける運動情報処理の分散と統合

高田昌彦、 井上謙一、 二宮太平
C 1）狂犬病ウイノレスを用いた解析 ［構造解析］

開発に成功した4種顎の異なる蛍光蛋白を発現する狂犬病ワイノレスベクターの更なる改良をおこない、特にサ

レ脳における逆行性越シナプス的多重トレーシング、の最適化を図った。これらのベクターを利用して、複数の皮

質領野に入力する多シナプス性ネットワークの樟築様式を単一サノレ個体で‘解析するため、 4種主震のベクターを前

頭前野の異なる4つの領域 （9野、 46d野、 46v野、および 12野）に注入した個体群と、 2種類のベクターを運

動前野の異なる2つの領域 （背側部および腹側部）に注入した個体詳を作製し、他の皮質領野や大脳基底核にお
7るニューロンラベルの分布を解析している。特に後者については、現在、得られたデータを原著論文として発
表する準備を進めている。

( 2）神経路選択的操作モデノレサノレの作製 ［介入解析1．詳細省略
(3）神経路選択的操作モデノレサルの機能解析 ［介入解析1．詳細省略

マーモセットの高次脳機能マップの作成とその基盤となる神経回路の解明および研究環境の提供

高田昌彦、 大石高生、 井上謙一、 上園志議
( 1）マーモセットの大脳を巡る多シナプス性神経回路の解析

前部および後部帯状皮質への狂犬病ワイノレスベクター注入実験を継続し、大脳基底核および小脳からの多シナ

プス性入力の構築様式が前部帯状皮質と後部帯状皮質で異なっていることが明らかになり、このことはそれぞれ
の領域の機能の違いを反映していると考えられるe 加えて、狂犬病ワイノレスベクターを用いた逆行性越シナプス

的多重トレーシング法における、ベクター注入からデジタノレスライド解析装置による撮像、解析までのバイプラ

インをほぼ確立した
( 2）疾患／病態モデソレマーモセットの作出

福島県立医科大学の小林和人教授との連携により、 マカクザノレ脳で、高い逆行性感染能を示したNeuRet(FuG-E 

型）ベクターとHiRet(FuG-B2型）ベクターのマーモセット脳における外来遺伝子の導入効率を線条体および大
脳皮質への入力系において比較、検討した。また、片側性パーキンソン病モデノレマ」モセットの運動機能を評価

するために開発した行動解析システムを利用し、 2頭のマーモセットにおいてタスクトレーニングを完了したe
(3）片側性パーキンソン病モデソレマーモセットの運動機能を評価するための光学センサー式高速高精度自動計

時機能付き行動解析システムを開発した。

マカクザノレを用いた脊髄損傷後の中枢への物理的刺激による可塑性制御機構の解明

高田昌彦、 大石高生、 中川li告、 山中創
マカクザノレを用いて頚髄下部 （C6/C7レベノレ）において片側lj2/3を傷害した脊髄損傷モデ〉レを作製した。本研
究では脊髄損傷サノレモデルにおいて一次運動野（特に手指領壊）をターゲット部位にした経頭蓋磁気刺激（TMS)

を施行したe まず、局所刺激が可能なTMS装置の構築と効果的な刺激条件の検討をおこなったc TMSの施行シ

ステムについては、他大学と達携し、刺激部位の再現性を担保するための TMSコイノレのポジショニング法、お
よびサノレの頭部固定法を確立したc また、 TMSの至適条件についても頻度を l週あたり3～5田刺激強度を 15～

20 Hzに決定した。 運動機能の回復過程における行動学的解析には、 2種類の精密把持動作を定量的に評価でき

る方法を採用したe 訓練を終えた2頭を用いて脊髄損傷手術を実施し、抗体治療とTMSの併用による複合的治
療を行い、経時的な運動機能回複を調べた。その結果、損傷後6週目以降に運動機能の回復がみとめられたe

自然発症の難病と考えられるニホンザノレに関する研究

大石高生、高田昌彦、今井啓雄（ゲノム進化）、平井啓久（ゲノム進化）、今村公紀（ゲノム進化）、釜中慶朝（1¥TBRP）、
森本真弓 （技術部）、兼子明久 （技術部）、宮部貴子 （人類進化モデノレ研究センタ一）、橋本直子 （技術部）、平崎

鋭矢 （進化形態）、木下こづえ （細胞生理）、郷康弘 （自然科学研究機構）、東超 （奈良県立医大）

早老症様の症状を示したニホンザノレに関して、脳の元素分析を行ったc 一部の必須微量元素の減少が観察され
た。顔貌と骨格に異常の見られる若桜詳のサノレの家系に関して、血液、尿、骨格、 行動の検査を継続した。まれ

な遺伝病である可能性が高まったため、遺伝子解析を開始した。

光操作による神経ネットワーク解析技術の開発

井上謙一
効果的な光刺激を実現するウイルスベクターを用いた遺伝子導入手法の開発として、神経細胞選択的かつ高発

現型プロモーターの開発をおこなった。また、Tet-Offシステムを利用して、神経細胞選択性を保ちつつ極めて高
、外来遺伝子発現能を持つAAVベクターシステムを開発した。また、上丘における眼球運動制御メカニズムの

解明のため、光刺激系、記録系、およびタスクプログラムの構築を行うとともに、サノレのチェアートレーニング
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を千子ったむ

サノレ脊髄損傷モデ、ノレにおける大脳皮質運動関連領野の可塑性変化機構の解明

中川浩

本研究では、サル脊髄損傷後の大脳皮質運動関連領野ごとの神経細胞の可塑性変化と運動機能回復との関係性

こついて、樹状突起スパインと樹状突起の複雑さを指標と して解剖学、行動学的に明らかにすることを目的とし

たc 現在まで、 ノーマルコントローノレ1頭について解析が終了しており、運動関連領野における5層錐体細胞の
形態学的特徴について一定の所見を得ることが出来た。

霊長類うつ病モデ、／レを用いた 「セロトニンlBレセプター仮説」の検証

山中創

リポホ＝リサッカライド（LPS）惹起性うつ病モデ〉レの作製するための行動評価系の確立を実施したむスクロー

ス噌好性テストの甘味に対する選好性、摂極量、摂水量、行動量の4つの行動指標を測定対象と し、それぞれの

実験設備の樟集および実際にアカゲザノレに実施し最適化を図った。スクロース噌好性テス トにおいては最適なス

クロース濃度を特定するために6頭を対象に8つのスクロース濃度 （0.1%から 3.0%の範囲内）を提示し、スク

ロース水の消費量および%Preferenceを算出し、 濃度反応曲線を作製した。その結果、0.25%スクロース濃度より

スクロース水の消費量が濃度依存的に増加し、その増加は 1.5%スクロース濃度まで続いた。 それ以降は飽和状

態に遣し、 一定の170mL/kg前後の消費量を示した。また、 %Preferenceにおいては0.25%スクロース水より 90%
こ達した。このような結果から0.25%と1.0%のスクロース濃度がアカゲ‘ザノレのうつ状態を把握する上で有用であ

ると考えられた。さらに、 摂舘量、摂水量、行動量を同時に測定できるよ うなシステム構築を実施している。
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parkinsonism by recruitment of calbindin into nigral dopamine neurons. The 12th International Basal Ganglia Society 
Meeting !BAGS 2017 (2017/03/27 2017/03/29) Merida, Mexico. 

上園志織g 拓植仁美，田辺創思藤原真紀，長屋七奈，長屋清美，井上謙一，高田昌彦． 狂犬病ワイノレスベクター

を用いた逆行性越シナフcス的ラベノレ法によるマーモセット帯状皮質への入力様式の解明 ・大脳基底核からの
入力について．第 112回日本解剖学会総会 ・全国学術集会 （2017/03/29）長崎大学，長崎．

講演
大石高生．早老症のサノレ、シワコの話． くるるサイエンスカフェ（2016/04/05）十六ピノレs岐阜市．

高田昌彦．遺伝子改変サノレが教えてくれる脳の機能とその障害生物科学専攻大学院入試説明会， 2016/04/23，京

都大学理学研究科，京都市．

大石高生サノレの脳、 ヒトの脳．くるるサイエンスカフヱ（2016/04/26）十六ピソレ，岐阜市

大石高生モデノレ動物としてのサノレ ーサノレを知り、ヒトを知るー．土曜講座（2016/05/28）灘高等学校3 梓戸市．

大石高生．ニホンザノレの「阜老症J.シンポジウム 「ロドプシン研究を基礎とした研究展開」（2016/06/12）キャン
パスプラザ京都，京都市．

高田昌彦．脳と心の研究の支援制度について．第46回日本神経精神薬理学会年金 （2016/7/3）ソワノレ，韓国．

大石高生 脳の地図を書き換える.(2016/07/08）学校法人西丹学園関西学研医療福祉学院，奈良市．
井上謙一.Primate models for elucidating the circuit pathology of nigrosu-iatal dopamine system.第39回日本神経科学大

会粁？イトシンポシ。り： 大脳基底核の機能と疾患・基礎と臨床 （2016/7/19）横浜市

井上謙一．霊長類におけるウイノレスベクターを利用した神経団路の光操作 ノレミノジェネティクス研究会
(2016/07/23) KKRホテノレ熱海，熱海市

高田昌彦．αシヌクレイン過剰発現によるパーキンソン病霊長類モデルの開発第 2回 φSynuclein研究会

(2016/07/25）大阪万博公園迎賓鐘， 吹田市
Inoue K. Manipulation of primate neural networks by means of modified viral vectors. NHP Chemogenetics Workshop 
(2016/12/1) National Institute of Health, Be出esda,USA. 
Inoue K. Studying the structure and function of primate brain by using viral vectors. The 7白 InternationalNeural 

Microcircuit Conference (2016/12/08）自然科学研究機構 岡崎コンファレンスセンター，岡崎市．
Takada M. Protection against parkinsonism by calbindin recruitment into nigral dopamine ne山・ons.Mini Symposium on 
on-Human Primate Biology (2016/12/22) Institute of Neuroscience, Chinese Academy of Sciences, Sh組 ghai,China. 
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井上諜一 ワイ／レスベクタ一を利用した霊長類における神経ネツトワ一ク操作 第6回 生理研－霊長研

同シンポジワム （2017/03/10）新掲大学脳研究所統合脳機能研究センタ一，新潟市．

ゲノム細胞研究部門
ゲノム進化分野
＜研究概要＞

マカク類の季節性精子形成開始に関わる核小体形成部位の動態

平井啓久、 平井百合子

アカゲザノレの精子形成減数分裂にける精母細胞の核小体形成部位 （NORs）の動態が季節的に異なることを発

見c 精子形成との因果関係を追究した。

新世界ザノレ特にヨザノレのY染色体進化の解析
平井啓久、平井百合子、早川｜卓志 （ワイノレドライアサイエンス研究部門）、 綿重宏史朗 （日本モンキーセンタ一）

ヨザノレの Y染色体は常染色体に潜り込んでいることが知られているが、その詳細を調パるため、独立型Y染

色体から彩色プロープを作製し解析した

旧世界ザノレ苦味受容体の多型解析

鈴木ー橋戸南美、早川卓志 （ワイノレドライフサイエンス研究部門）、詮大和 （社会進化分野）、LaurentiaHenrieta 

Permita Sari Purba、SarahNila, Kanthi Arum Widayati、BambangSuryobroto （以上ボゴーノレ農科大学）、梅村美穂子、

今井啓雄
パガンダラン地域において個体識別されているジャワノレトンと研究所内のアカゲザノレ・ニホンザノレについて苦

味受容体TAS2Rの遺伝子多型解析を行った。中立領域との比較を行った結果、ヒ トやチンパンジーとは異なり、

旧世界ザノレでは苦味受容体の機能を維持する選択圧が高いことが示唆されたc

甘味受容の行動と受容体の関連

西栄美子、筒井圭、今井啓雄

受容体の機能解析と行動実験により二ホンザノレとヒトの甘味感受性を比較した。特にマノレト」ス （麦芽糖）に

対して、ヒトよ りもニホンザノレの方が感受性が高いことが示されたc 結果を論文としてまとめ、 発表した。

コロブ、ス類の味覚受容体と採食の関係

今井啓雄、鈴木一橋戸南美、早川｜卓志、社大和 （社会進化分野）、LaurentiaHenrie也、P号rmitaSari Purba，、SarahNira、

Kanthi Amm Widayati、Bamb阻 gSU1yobroto （以上ボゴ」／レ農科大学）

ラグナン動物園のコロブス類について苦味受容体TAS2R38の機能解析とPTClこ対する行動実験を行ったe コ
ロブス類は全般に、 TAS2R38の機能が減弱していることが示されたため、結果を論文としてまとめ、発表した。

成長 ・加齢に伴う味覚受容体の発現解析

西山理衣、西栄美子、伯川美穂、今井啓雄

味覚受容体やGタンパク質について、様々な年齢のマカク類の舌味乳頭における遺伝子発現をRT-PCR法によ

り解析し、マウスのものと比較した。

キツネザノレの嘆覚行動に関わる分子の探索

糸井川壮大、 伊藤韓美、白須美香 （東京大学）、宗近功 （進化生物学研究所）、東原和成 （東京大学）、早川｜卓志 （ワ

イノレドライフサイエンス研究部門）、今井啓雄

ワオキツネずノレのオス前腕臭腺の分古、物に対する行動実験を行ったむ季節変化が顕著な物質の混合物に対して、

メスの行動変化が示された。

グエノン類の苦味受容体解析

河本怒吾、赤尾大樹、松村秀一 （以上岐阜大学）、 西栄美子、 鈴木一橋戸南美、早川｜卓志 （ワイノレドライフサイ

エンス研究部門）、団代靖子、橋本千絵（生態保全分野）、五百部裕 （椙山女学園大学）、今井啓雄

グエノン類三種の TAS2Rl6の機能解析を行った。アカオザノレとプノレーモンキ」、ロエストモンキーで種間に

機能の差が観察されたため、 その差を生み出すアミノ酸残基を同定したc

スラワェシマカク類のゲノム解析

Yan Xhaochan、寺井洋平 （総合研究大学院大学）、KanthiArum Widayati、BambangSuryobroto （以上ボゴーノレ農

科大学）、鈴木ー橋戸南美、今井啓雄

短期間に種分化したスラウェシマカクについて、ゲノム解析を進めているc いくつかの遺伝子で、 種特異的な
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変異を同定したため、その機能解析を計画中である

霊長類におけるグリア機能の解析

伯川美穂、北島龍之介、 FelixB巴yer(Heinrich Heine Univ邑rsity）、 今村公紀、平井啓久、今井啓雄

霊長類におけるグりア機能について、ゲノム解析や細胞分離、培養実験によりモデ‘／レ霊長類の同定を進めてい

るc MACSによりアストロサイト、 ミクログりア、オリゴデンドロサイ トを分離し、RNAseqを実施した結果、

それぞれに特異的な発現を示す遺伝子群を同定できた。

霊長類iPS細胞の樹立と分化誘導

北島龍之介、 大実業皇 （LudwigM蹴 imiliansUniversity Munich）、 今井啓雄、平井啓久、今村公紀

チンパンジーに加えてニホンザルのiPS細胞をフィーダー細胞非存在下で樹立し、 その性状解析と三陸葉およ

び神経幹細胞〈の分化誘導を行った。

マーモセット生殖細胞の発生生物学

伊藤達矢、今村公紀

子供期にのみ精細管内腔に存在する生殖細胞に対して、他の生殖細胞とは異なる特異的なエヒzジェネティック

状態を特定し、細胞死に至る新たな発生動態を明らかにしたe

マカクザノレ精巣の生後発育の動態解析

黒木康太、 CodyRuiz (Kent State University）、今村公紀

マカクザノレ精巣の生後発育を制御する分子基盤について、 遺伝子発現および組織解析を実施したe

＜研究業績＞

原著論文
回raiH，回miY, Morimoto M, Kaneko A, Kamanaka Y, Koga A. (2017) Night monkey hybrids眠 hibitde novo genomic 
四 dkaryotypic alterations: the first such case in primates. Genome Biology and Evolution 9: 945-955. 
Baicharoen S, Hirai Y, Srikulnath K, Kongprom U, Hirai H. (2016) Hypervむiabilityof nucleolus organizer regions in 
Bengal slow lorises, Nyciicebus bengalensisσrimat巴s,Lorisidae ). Cytogenetic and Genome R巴search,149: 267-273. 
回rataS, Hirai H, Nogami E, Morimura N, Udono T. (2017) Chimpanzee do¥.vn syndrome: a case study of廿isomy22 in a 
captive chimpanzee. Primates, 58: 267-273. 

#Pmba LHP, Widayati KA, Tsutsui K, Suzuki Hashido N, Hayakawa T, Nila S, Suryobroto B, Imai H. (201ηFunctional 

characterization of the TAS2R38 bitter taste receptor for phenylthiocarbamide in colobine monkeys. Biology Letters 13, 
20160834. 

存BunlungsupS, Imai H, Hamada Y, Matsudaira K, Mala叫 itnondS. (2017) Mitochondrial DNA andれNOY二chromosome
genes of common long-tailed macaques (Macaca fascic凶arisfascicularis) throughout Thailand and vicinity. Am  J 
Primatol 79, e22596. 
Nishi E, Tsutsui K, Imai H. (2016) High maltose sensitivity of sweet taste receptors in th巴Japanesemacaque (Macaca 
fuscata). Sci. Rep 6, 39352. 
Tsutsui K, Otoh M, Sakmai K, Suzuki-Hashido N, Hayakawa T, Misaka T, Ishimaru Y, Aureli F, Melin AD, Kawamma S, 
Imai H. (2016) Variation in ligand responses of the bitter taste receptors TAS2Rl and TAS2R4 among New World 
monkeys. BMC Evolutionary Biology 16,208. 
Ka,vamura S, Kasagi S, Kasai D, Tezuka A, Shoji A, Takahashi A, Imai H, Kawata M. (2016) Spectral sensitivity of guppy 
visual pigments reconstituted in vitro to resolve association of opsins with cone cell types. Vision Research 127, 67 73. 

# Yoshida K, Go Y, Kushima I, Toyoda A, F可iyamaA, Imai H, Saito N, Iriki A, Ozaki N, Isoda M. (2016) Single-neuron 
and genetic correlates of autistic behavior in macaque. Science Advances 2, el 600558. 
Imai H, Suzuki-Hashido N, Ishimaru Y, S品rurai工YinL,P阻 W,Ishiguro MうMasudaK, Abe K, Misaka工HiraiH. (2016) 
Amino acid residues of bitter taste receptor TAS2Rl6 that determin邑 sensitivityin primates to /3 -glycosides. 
Biophysics and Physicobiology 13: 165-171. 
Lin ZY, Hikabe 0, Suzuki S, Hirano T, Siomi H, Sasaki E, Imamura M, Okano H. (2016) Sphere-formation c叫加E of 
testicular germ cells in the common marmoset, a small New World monkey. Primates 57: 129-35. 

学会発表

平井啓久、平井百合子、古賀章彦．ヨザノレの種間雑種個体に見られた新生染色体変異第88回日本遺伝学会大会、

静岡、 2016/9/7.
Suzuki-Hashido N, Hayakawa T, Matsui A, Go Y, Ishimaru Y, Misaka T, Abe K, Hirai H, Satta Y, Imai H. Rapid expansion 
of phenylthiocarbamide {PTC) non-tasters among Japanese macaques. 1 7白 InternationalSymposium on Olfaction and 
Taste (IS0T20l6). Yokohama. 2016必，／59. 
Purba LHPS, Widayati KA, Nila S, Tsutsui K, Suzuki-Hashido N, Hayakawa T, Sruyobroto B, Imai H. Functional 
characterization of TAS2R38 bitter taste receptors to Phenylthiocarbamide (PTC) in Colobine Monkeys. 17th 
International Symposium on Olfaction and Taste (IS0T20l6). Yokohama. 2016/6/5-9. 
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Nishi E, Tsutsui K, Imai H. Comparison of sweet taste sensitivity between Japanese monkey and human. 17th International 
Symposium on Olfaction and Taste (ISOT2016). Yokohama. 2016/6/5-9. 

鈴木－橋戸南美、平川卓志、註大和、 Pt凶aLHPS、NilaS、WidayatiKA、SuryobrotoB、今井啓雄．葉食適応を果

たしたコロプス類の苦味受容体はどのように進化しているか． 第 32回日本霊長類学会大会． 鹿児島．
2016/7/16. 

西栄美子、筒井圭、今井啓雄．ヒ トとニホンザノレにおける甘味感受性の比較第32回日本霊長類学会大会．鹿児

島 2016/7/16.

糸井JII壮大、 早川｜卓志、今井啓雄交尾期のワオキツネザノレの臭腺分首、物質利用 可群れ構成が交尾期のメスの匂
、填ぎ行動に与える影響～．第32回日本霊長類学会．鹿児島.2016/7/16. 

河本悠吾、西栄美子、鈴木（橋戸）南美、早川｜卓志、赤尾大樹、 松村秀一、田代靖子、橋本千絵、五百部裕、今

井啓雄．同所的に生息するグ、エノン類3種における苦味受容体TAS2R16の機能解析．第32回日本霊長類学会

大会産児島2016/7/16.
Nishi E, Tsutsui K, Imai H. Comparison of sweet taste sensitivity hれ;ve邑nJapanese monkey and human. The 15也
International Symposium on Molecular and Neural Mechanisms of Taste and Olfact01y Perception. ISP18. Fukuok且．
2016/12/3-4. 

鈴木ー橋戸南美、草川卓志、詮大和、 PurbaLHPS、WidayatiKA、NilaS、SuryobrotoB、今井啓雄．旧世界ザノレに

おける苦味受容体の遺伝的多様性．第61回プリマーテス研究会．愛知.2017/1/28. 
糸井JII壮大、早川卓志、今井啓雄．ワオキツネザノレのオス由来の匂い物質に対するメスの応答行動．第61回プリ
マーテス研究会．愛知.2017/1/28. 
Itoigawa A, Hayakawa T, Suzuki-Hashido N, Imai H, Hirai H. Molecular evolution ofTAS2R16 & TAS2R41 in primates. 

The 50th Anniversa1y Symposium of Primate Research Institute of Kyoto Universiザ ーPast,present and future of 
primatology. Aichi. 2017/1/31. 

鈴木 橋戸南美．旧世界ザノレの苦味受容体の遺伝的多様’性と食性との関係 霊長類研究所共同利用研究会 霊長類

の食性の進化 愛知 2017/2/4-5.
Kitajima R, Beyer F, Imamura M, Imai H, Kiliy P, Hirai H. Neural cells generation from human and chimpanzee iPSCs 

也toward comparative analysis. The 50 Anniversaiy Symposium ofKUPRI. Aichi. 2017/1/30-31. 
Kitajima R, Beyer F, Imamura M, Imai H, Kiliy P, Hirai H. Oligodend工ocyteg巴neration企omhuman and chimpanzee 
neural stem cells with山 suppressionofp57kip2. CDB Symposium. 2017/3/27-29. 

伊藤達矢、佐々木えりか、今村公紀．コモンマーモセット精細管内腔細胞におけるアポトーシスとエピジェネ

ティック修飾動態．第 109回日本繁殖生物学会大会．神奈川.2016/9/12. 
Ito T, Sasaki E, Imamura M. Apoptosis-related Epigenetic Modifications in Germ Cells Unique to Juvenile Common 
Marmoset Testis. 2016 International Conference of the Korean Society for Molecular and Cellular Biology (ICKSMCB). 
Seoul Korea. 2016/10/12 14 

伊藤達矢、佐々木えりか、今村公紀．若年期コモンマーモセット精巣に特異的な生殖細胞におけるアボトーシス

とエヒ5ジェネティック修飾.C1yopreservation Conference 2016.愛知.2016/11/10. 

伊藤達矢、佐々木えりか、今村公紀．若年期コモンマーモセット精巣に特異的な生殖細胞におけるアボトーシス

とエヒコジェネティック修飾．第39回日本分子生物学会年会， 神奈川.2016/12/2. 

黒木康太、北島龍之介、今村公紀、塩見春彦、 柴田典人、阿形清和．チンパンジーiPS細胞、及び各種分化細胞
における p同な－pほNA解析.C1yopreservation Conference 2016.愛知.2016/11/10. 

講演

鈴木一橋戸南美．味の感じ方ってみんなおなじ？～遺伝子からわかったニホンずノレの味覚～．第 25回京大モン

キ一日曜サロンー犬山.2016/5/15. 
Imai H, Suzt水i-HashidoN, Nishi E, Hayakawa T, Hirai H, Purba LHP, Widayati K, SU1yobroto B. Functional evolution of 
primate taste receptors. In symposium“Leaming from Sensory Molecules: Impact on Physiology and Evolution" The 
joint meeting of the 22nd International Congress of Zoology and the 87由 Meetingof the Zoological Society of Japan. 

沖縄2016/11/18.

今井啓雄 霊長襲味覚受容体の分子生理学日本生理学会第94回大会シンポジワム浜松 2017/3/28.
Imamma M. Evolutional Developmental Biology and Medicine with Primate Stem Cells. The 4th Sapporo Summer 
Seminar for One Health (4th SaSSOH). Hokkaido. 2016/9/21. 

今村公紀‘霊長類生殖細胞の発育生物学とiPS細胞を用いたヒトの進化生物学／進化医学．第 1回オモロイ生き物

研究会．北海道.2016/10/23目

今村公紀．リバネス研究費から始まった駆出し大学教員の0ベース研究～「iPS細胞x進化」研究者のケースレポー
ト． 第6回超異分野学会．東京.2017/3/2. 

著書

鈴木一橋戸南美、今井啓雄．霊長類の味覚おいしさの科学的評価・測定法と応用展開．阿部啓子、石丸喜朗 監修．
，＇／－エムシー出版.P22-33 (2016）白分担執筆
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鈴木ー橋戸南美中立遺伝子・機能遺伝子の多様性． 日本のサノレ．中）11尚史、 辻大手口編東京大学出版会 （2017). 
分担執筆

細胞生理分野

＜研究概要＞

セントロメア反復配列の分子進化
古賀章彦

セントロメアは染色体上の構造物であり、細胞分裂の際に、染色分体の両極への移動の起点となる。一般に

DNA成分として大量の縦列反復配列を含む。この反復配列に、 CENP-Bboxとよばれる、ング‘ナノレが存在すること

が、ヒトおよび類人猿で従来から知られていた。このシグナノレは、セントロメアの形成に関与する。その役割か
ら、 ヒトと類人猿に限定されるとは考え難し、ため、より広範に存在するとの仮説を立てたc 昨年度、マーモセッ

トのセントロメア反復配列の構造を詳しく調べ、 CENPB boxが存在することを見出したっ今年度は、調べる対

象を追加し、タマりンとリスず／レに存在することを確認した。広い範囲の霊長彊に存在するとの仮説は、これで
検証が完了した。同時に明らかになった CENPB box の分布から、 CENPB box は高い頻度で独立に生じる、

またホストの生物種に有益な効果をもたらすとの仮説を、 新たに提唱することとなった。

夜行性への適応の分子レベルでの証明

古賀章彦

真猿類 （新世界ザノレ、 旧世界ザノレ、ヒト科からなる分類群）は、例外が1つあるのみで、すべて昼行性である。

ヨザノレ（漢字では夜猿）がその例外であるc 初期の噛乳類は夜行4性で‘あったとされている。 このため、 真猿慧の

共通祖先でいったん昼行性に移行し、 ヨザノレのみ夜行性に戻ったと、広く考えられているc しかし、 真猿類の中
でもヨザノレだけは昼行性に移行しなかった、すなわち古くからの夜行性をそのまま保っていたという説明も、対

立仮説として可能ではある。 これに決着をつけることを目的に、ヨザノレの担細胞にあるレンズ様構造物の成分を

調ぺた。 主成分は Ow!Repとよばれる反復配列であるとしづ結果が得られた。この Ow!Repの有無を広く霊長

類で調べたところ、ヨザノレ以外にはみつからず、 ヨザノレが他の系統と分岐した後に生じたものである可能性が濃

厚となったc したがって、 ヨザノレのレンズ様構造物はヨサ・；レが新たに獲得したものであるといえる。このように、

ヨザノレは昼行性から夜行’性に戻ったとの仮説を、分子レベノレで‘支持することとなった。

ニホンザノレ血小板減少症の発症 ・非発症機序の解明とマカク類のリスク評価法の開発

岡本宗硲

近年、京大霊長研および生理学研究所のニホンザノレ繁殖施設（以下生理研繁殖施設）において、原因不明の血
小板減少症が流行し、多数のニホンザノレが死亡した。我々は、疫学調査とニホンずノレへの感染実験を行い、霊長

研で発生したニホンザノレ血小板減少症の病因はサノレレトロウイルス 4型、生理研繁殖施設で発生した同症の病因

はサノレレトロワイスノレ5型 （以下 SRV-5）であることを明らかにした。 平成 28年度は、 感染実験を行ったサン

プノレについて、免疫染色によるワイルスの局在を含めた病理学的検査を実施した。また、SRVの抗体検査に関し

ては、市販のキットによる ELISAとウエスタンプロットを行ってきたが、 ELISAキットのロット間でのバラツ

キが大きく、 非特異的反応により判定が困難な場合もしばしば認められたc そこで、合成ペプチドを用いて抗原
エピトープを特定し、よ り高感度で特異性の高い抗体検査法の開発を進めたe

無鈎条虫 ・アジア条虫感染家畜の迅速検査法の開発と宿主特異性規定因子の探索

岡本宗硲

本研究の第ーの巨的は、ウシとプタにおける無鈎条虫 ・アジア条虫感染を高感度で検出可能な迅速検査法の開

発であるc開発途上国を中心に地球規模で蔓延する人獣共通感染症であるテニア症・嚢虫症を根絶するためには、

患畜を簡便に検出できる信頼性の高い検査法が必須である。本研究の第二の目的は、近年その存在が明らかに
なった無鈎条虫とアジア条虫の交雑体について、感染操式を解明することである＂ 2種の交雑体がアジア各地に

分布することが判明した現在、 「無鈎条虫はウシ、アジア条虫はブタが中間宿主Jという既成観念を取り払い、
改めて家畜における両種ならびに交雑体の寄生状況を調査する必要がある。また、交雑体も含めた比較ゲノム解
析により、 両種の宿主特異性を規定する遺伝因子を探素するご平成 28年度は、ラオスの流行地において疫学調

査を実施し、プタおよびウシからテニア属条虫を採取した。ウシからの嚢虫採取は初めてのことであり、次世代

シークエンサーを用いた遺伝子解析を実施した。

有鈎条虫の撲滅を目指した流行調査と土壌伝播嬬虫の網羅的検出法の開発

岡本宗裕

本研究の目的は、発展途上国を中心に蔓延する風土病であり、致死率の高い有鈎嚢虫症の撲械を巨指した対策

方法を確立することである。我々の十数年にわたる流行調査により、世界に先駆けて『中間宿主である有鈎嚢虫

症患者 ・患畜と終宿主である有鈎条虫症患者が共住している希有な地境』が発見され、撲滅に向けた対策研究を

実施できる設階となっている。本研究では、①有鈎嚢虫症の感染源である有鈎条虫症患者の迅速高感度な新規検
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出法の開発、 ②住環境の衛生度の指標である土壌伝播嬬虫の絹羅的検出法の開発、それらを用いた流行調査を実
施し、 有鈎嚢虫と有鈎条虫の伝撞経路の解明を行い、『有鈎嚢虫症が風土病として定着している』 要因を明確に

することにより、有鈎嚢虫症の撲滅を目指した対策方法を確立する。平成28年度も、インドネシア・パリ島にお

、て疫学調査を実施し、プタ血清を分離し、フィーノレドでnakedeye ELISAを実施することにより、有鈎条虫感

染プタを見つけることができたe しかし、これまでの調査に較べ胞状条虫との交差反応が数多く認められ、抗原

の特異性に問題があることが明らかとなったc

雌オランウータンの繁殖生理モニタリングに関する研究

木下こづえ、 岡本宗硲

国内の複数の動物園 （旭川市旭山動物園、多摩動物公園、よこはま動物園ズーラシア、大阪市天王寺動物園お

よび神戸市立王子動物園）と共同で、 正常出産または死産をした5例の峰オランワータンの尿中性ステロイドホ
ノレモンおよびロイシンアミノベプチダーゼ濃度測定を行い、本種の妊娠に関するバイオマーカーについて詳細に

調べたむ その結果、発情ホノレモンの代謝産物であるエストロン3グノレクロニドは、死産例において他の正常出産

例と比較して有意に低濃度を推移していたことが判明した。 また、有意性はないものの、胎盤の大きさに比例し

て分酪されるロイシンアミノベプチダーゼにおいても、死産した陛の場合は値が低く、 同時に胎盤の大きさも他

の正常出産例と比較して小さかったことが明らかとなったっこれまでの；研究成果を論文にまとめ、 Jounarlof 

Medical Primatologyに掲載された。

ボノレネオオランウータンの精子液状保存法および体内人工授精法の確立に関する研究

木下こづえ

陛の人工授精適期を確実に評価するため、発情ホノレモン濃度測定と併せてヒ トと同様の手法を用いて目視 （J桂
壁、子宮瞳部、卵巣触診、および睦分症、物の観察）および超音波診断法による婦人科内診所見 （子宮の位置・ サ

イズ・内膜厚および卵胞サイズの計測）を収集し、発情ホノレモン濃度ピーク日の躍、子宮および卵巣に関する情

報の蓄穫を行った。 3個体の雌において、合計5回の経直腸法による超音渡診断を実施した。 特に、 l個体の雌

こ関しては、尿中性ステロイドホノレモン濃度動態から発情ホノレモン濃度ピーク日を予測し、 超音渡診断後、排卵

誘発剤 （hCG）の投与も行ったe その結果、発情ホノレモン濃度に応じて、子宮内麗および卵胞のサイズが変化し

ていることが明らかとなった。また、黄体ホノレモン濃度動態から、卵胞が20mmを超えていた場合のみhCGの
効呆が得られた。以上より、上記2種のホノレモン濃度測定により、嵯の生殖器の状態を推測できることが示唆さ

れたc また、オランワータンの排卵前の卵胞サイズはヒト （18から 22mm）と類似していると考えられた。
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附属施設
人類進化モデル研究センター
霊長類研究所では、 13種約 1200頭の研究用サノレ類を飼育している。人類進化モデノレ研究センターは所内の各

種研究の支援やナショナノレバイオロソースプロジェクト（NBRP）へのサノレの供給のために、施設整備、各種母

詳の維持、飼育・繁殖、健康管理をおこなうとともに、 これらのサノレについての種々 の研究を推進している。各々

の専門性を活かし、飼育管理業務だけではなく、 施設管理、データベースの樟築 ・維持、検査業務等、多方面に

わたって所内の活動を支援している。
2012年度より開始した、熊本サンクチュアリおよび日本モンキーセンターの獣医師による合同カンファ レンス

は、さらに京都大学ワイノレス ・再生医科学研究所の獣医師を加え、 二月に l度の割合で実施したe また、 2016

年度からはB本モンキーセンター獣医師との連携を深め、 一月に一度程度の割合で、手術のサポートを行ったe
ニホンザノレNBRPに関しては別途記載しているのでその項呂を参照されたい。

人事に関しては、以下の通りである。2016年4月より技術補佐員の神原麻由、井戸みゆき、技能補佐員の佐々

木敬子、5月より技能補佐員の子川みどり、 事務補佐員の大堀美佳、8月より研究員の鷲崎彩夏、事務補佐員の

小幡涼子、 11月より技術補佐員の井上千聡、 12月より技能補佐員の荻野奈美、1月よ り技能補佐員の酉場正子を

雇用した。また、 5月に技能補佐員の荻野奈美・長谷川夕美子、 8月に研究支援推進員の丹羽紗葉子、 9月に技術

補佐員の神原麻由、 11月に技能補佐員の武藤久美、1月に技能補佐員の高木朋子、3月に研究支援推進員のゴド
ジャリ静が退職した。

＜研究概要＞
ニホンザル血小板減少症の発症 ・非発症機序の解明とマカク類のリスク評価法の開発

岡本宗裕

近年、京大霊長研および生理学研究所のニホンザノレ繁殖施設 （以下生理研繁殖施設）において、原因不明の血

小板減少症が流行し、多数のニホンザノレが死亡したe 我々は、疫学調査とニホンザノレへの感染実験を行い、霊長
研で発生したニホンザノレ血小板減少症の病因はサノレレトロワイルス 4型、生理研繁殖描設で発生した同症の病因

はサノレレトロワイルス 5型 （以下 SRV-5）であることを明らかにした。 平成 28年度は、感染実験を行ったサン

プノレについて、 免疫染色によるウイルスの局在を含めた病理学的検査を実施したc また、 SRVの抗体検査に冒し
ては、市販のキットによる ELISAとウヱスタンプロットを行ってきたが、 ELISAキットのロット間でのバラツ

キが大きく、非特異的反応により判定が困難な場合もしばしば認められた。そこで、合成ペプチドを用いて抗原

エピトープを特定し、よ り高感度で特異性の高い抗体検査法の開発を進めたc

無鈎条虫 ・アジア条虫感染家畜の迅速検査法の開発と宿主特異性規定因子の探索

岡本宗祐

本研究の第一の目的は、ワシとブタにおける無鈎条虫・アジア条虫感染を高感度で検出可能な迅速検査法の開

発であるむ開発途上国を中心に地球規模で蔓延する人獣共通感染症であるテニア症・嚢虫症を根絶するためには、

患畜を簡便に検出できる信頼性の高い検査法が必須である。本研究の第二の目的は、近年その存在が明らかに

なった無鈎条虫とアジア条虫の交雑体について、感染様式を解明することである.， 2種の交雑体がアジア各地に
分布することが判明した現在、「無鈎条虫はウシ、アジア条虫はブタが中間宿主Jとしづ既成観念を取り払い、
改めて家畜における両種ならびに交雑体の寄生状況を調査する必要がある。 また、交雑体も含めた比較ゲノム解

析により、 両種の宿主特異性を規定する遺伝因子を探索するe 平成 28年度は、 ラオスの流行地において疫学調
査を実施し、プタおよびウシからテニア属条虫を採取した。ウシからの嚢虫採取は初めてのことであり、次世代

シークエンサーを用いた遺伝子解析を実施した。

有鈎条虫の撲滅を目指した流行調査と土壌伝播嬬虫の網羅的検出法の開発

岡本宗硲

本研究の包的｛士、発展途上国を中心に蔓延する風土病であり、致死率の高い有鈎嚢虫症の撲滅を巨指した対策

方法を確立することである。我々の十数年にわたる流行調査により、世界に先駆けて『中間宿主である有鈎嚢虫
症患者 ・患畜と終宿主である有鈎条虫症患者が共住している希有な地域』が発見され、 撲械に向けた対策研究を

実施できる段階となっている。本研究では、①有鈎嚢虫症の感染源である有鈎条虫症患者の迅速高感度な新規検

出法の開発、②住環境の衛生度の指標である土壌伝播蟻虫の網羅的検出法の開発、＠それらを用いた流行調査を
実施し、有鈎嚢虫と有鈎条虫の伝播経路の解明を行い、『有鈎嚢虫症が風土病として定着している』 要因を明確

こすることにより、有量句嚢虫症の撲滅を目指した対策方法を確立する。平成28年度も、 インドネシア・パリ島に

おいて疫学調査を実施し、プタ血清を分離し、フィーノレドでnaked-eyeELISAを実施することにより、 有鈎条虫
感染ブタを見つけることができたc しかし、これまでの調査に較べ胞状条虫との交差反応が数多く認められ、抗

原の特異性に問題があることが明らかとなったe

田V感染症の根治に向けた基盤的研究
関洋平、 鷲崎彩夏、村田めぐみ、寒JI［裕之、 YinPui Tang、TienHsuan Chen、NazishBostan、明呈宏文
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本研究において、ヒト免疫不全ウイノレス （HIV）長期潜伏感染霊長類モテソレを初めて確立することが出来た，，
このモデノレでは、カニクイザノレという入手容易な実験用霊長類を用いて、 高い再現性で潜伏感染を成立する事が

可能である。 また潜伏感染期においては優勢な獲得免疫応答により HIVが制御され、それに対して逃避変異によ

りHIV潜伏感染が維持されること、さらにリンバ節における櫨胞へノレバーT細胞（T血）がHIV感染の場となっ

ていることを示唆する知見を得たむこのようにHIV再活性化が可能なりザーバー細胞の実証およびその定量化や

生体内分布等、禄f台に向けた研究が大きく進捗したe 特にshock& kill療法の前臨床proof-of-concept試験におい
て、 HIV感染者での介入試験が困難なHIV！） ザーバーサイズの正確な定量が可能となった。さらにiPS技術を応
答した出SCの自家移植研究についても霊長類モデノレによる評価実験が目前となり今後の展開が期待されるc

新たなC型肝炎ウイノレス感染予防ワクチンの開発
東濃篤徳、鈴木紗織、明呈宏文
C型肝炎ワイノレス（HCV）は慢性肝炎を引き起こし、肝梗変や肝癌の原因となるウイノレスとして知られているc

近年、 HCVの複製を阻害する直接作用型抗ウイルス薬が開発され、C型慢性肝費の治癒率は向上した。しかしこ

の治票法は高額な医捺費がかかり治癒後も再感染のりスクがあること、 また発展途上国では今もなお感染拡大が

見られることから、感染 ・発症予防が可能な HCV ワクチンの開発が依然として求められている。我々は国立感

染症研究所ワイノレス二部 ・加藤孝宣室長および東レとの共同プロジェクトにて有望なHCVワクチンの開発に成

功した。 当研究チームでは、 2005年に報告された培養細胞による HCV増殖システムの技術を応用して HCV粒
子を大量に培養し、その不活化HCVワクチンについて検討を進めてきた。不活化HCV粒子をアジュパントであ

るK3-SPGとともに小型霊長類モデ〉レで、あるコモンマーモセットに接種したところ、 感染 ・発症予防に有効な中

和抗体と細胞性免疫の両方を効率良く誘導できることを初めて明らかにしたe 本研究の成果により、 培養細胞で
作製された不活化HCV粒子をK3-SPGとともに接種することで、 有効かつ安全なHCVワクチンとして使用でき

る可能性が示されたE 今後、不活化 HCV粒子の大量合成技術やワクチン接種プロトコノレの最適化を通じて、 早

期のHCVワクチン実用化を目指したい。

STLV-1自然感染ニホンザノレに関する Cohort研究：高感染率の機序

村田めぐみ、鷲崎彩夏、関洋平、明里宏文

本邦ではHTLV-1キャリアは約 100万人とされ、その陽性率は約1%となっているo 他方、日本固有の野生霊
長襲であるニホンザノレは、HTLV-1に非常に近縁なレトロワイルスである STLV-1に高率に感染しているe これま

での報告では約50%が抗体陽性とされているc このような高い陽性率を示す原因と して、 ニホンザノレ個体内で‘の

ワイノレス量が顕著に高いなどの理由で個体間伝播の頻度が高いといった可能性が挙げられるが、詳細は不明であ
るc こうした疑問を明らかにするため、本研究では STLVl自然感染ニホンずノレについて詳細な疫学調査を行っ

たc すなわち、 当研究所の放飼場で飼育されているニホンザノレ 300頭について、STLVl特異抗体およびプロウ

イルス DNA陽性細胞の定量的解析を行うとともに、経年的な変動や母子感染、 水平感染の可能’性について検討
を行ったe STLV-1抗体陽性率は 54.7%であり、 高率の STLV-1感染が確認されたc 抗体陽性の個体のほとんど

(95.7%）が末梢血リンパ球のフ。ロワイノレス DNAが陽性で、あった。その抗体価やプロウイノレス DNA陽性細胞率

およびその頻度分布は、 HTLV-1キャリアにおける場合とほぼ同程度を示しており、個体内での STLV-1ウイノレス

量が特に高いとは考えられなかった。次に、母子関係と STLV-1感染を検討したところ、母子感染率は約30%で

あり、HTLV-1母子感染率（母乳の長期授乳で 15-20%）と比べてやや高い頻度であったo また、水平感染の可能

性について検討したところ、予備的な結果では4年間での陽転率は85.7%であり、 夫婦問でのHTLV-1感染頻度
と比べ高いもので、あった。以上の結果よ り、 STLVl高感染率は、ワイノレスそのものの特性というよりはむしろ

ニホンザノレの社会生態に基づく個体間感染機会の多さによることが示唆された。

サノレ類のストレス定量および動物福祉のための基礎研究

鈴木樹理、兼子明久、石上暁代、山中淳史
簡育環境でのストレス反応を定量することとその軽減策の検討のために、マカクの血中コーチゾノレの測定を

行ったe 更に非侵襲性の慢性ストレスモニタリングの試料として体毛に着目 し、体毛中コーチゾノレの測定法確立

及び基礎データの収集を行っている。

ニホンザノレの集団遺伝学的研究

川本芳、 川本咲江、森光由樹（兵庫県立大学自然 ・環境科学研究所）

ニホンザノレの保全管理単位の抽出に向け、 地域個体詳の「歴史性jと［遺伝的連続性Jに関する総合的研究
を開始したe ミトコンドリアDNA非コード領域の塩基配列を比較し、ソフトクエアBEASTにより個体群の共
通祖先 （MRCA）配列の派生年代を推定し「歴史性」を検討した。また、現在の「地理的連続性Jを考慮、したマ
イクロサテライト DNA多型の集団比較から「遺伝的連続性Iを検討した。これらの分析経過を圏内の研究会、

および学会で発表したc
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海外のマカカ属サノレの集団遺伝学的研究

)II本芳、田中洋之、演巴穣（進化形態分野）、MAHaffman（社会進化分野）、大井徹（独立行政法人森林総合研究所）、
千々岩哲（（株）ラーコ〕、 PWangda（ブータン森林省）、 TNorbu（ブータン森林省）、 KRabgay（プータン森林省）、 R

Dorji（ブ－ータン森林省）、 Sherabla（ブータン森林省）、CADNahallage(Sri Jayawardenepura大学）、 MChalise(Tribhuv也

大学）、蘇秀慧（台湾圏立扉東科技大皐）、DS匂uthi（ボゴール農科大学）、DPerwitasari-Farajallah（ボ‘ゴール農科大学）、
B Suryobroro（ボゴーノレ農科大学）、 J Jadejaroen(Chulalongkorn大学）、 SMalaivijitnond(Chulalongkom大学）

推進してきた共同利用研究の計画課題研究「アジア産霊長類の進化と保全」 が3年目を迎え、これまでの研究

成果と今後の課題を議論するため 2016 年 10 月 1 7~18 日にス リ ランカで共同利用研究会を開催した。 また、プー
タンでのこれまでの研究成果を研究報告書としてプータン農林省から出版した。 11月にはネパーノレで、 12月に

はブータンでアッサムモンキーを中心とする野外調査と実験を行った。 2月にはスリランカでラングーノレとトク

モンキーの野外調査と実験を行い、 3月にはブータンとネパーノレから研究者を招き、アッサムモンキーとアカ
ゲ‘ザノレの遺伝子分析を行った。

ボノボの保全遺伝学的研究

川本芳、牧野瀬恵美子、古市剛史（社会進也分野）、竹元博幸（社会進化分野）、坂巻哲也（社会進化分野）、橋本千

絵（生態保全分野）、 石塚真太郎 （社会進化分野）
新たにコンゴ民主共和国の Salonga地域から得ていた試料を追加分析し、 ボノボの地壊個体詳のmtDNAタイ

プの系統分岐と地理的関係からコンゴ盆地にボノボの祖先が侵入した場所とその後の展開につき検討した。分析

結果をまとめて投稿したc また、 コンゴ民主共和国ワンバのボノボ隣接群を対象とした血縁構造を糞DNAのマ
イクロサテライトDNA多型をもとに検討したe

家畜化と家畜系統史の研究

)II本芳、稲村哲邑（放送大学）、 TDorji(ICIMOD）、ST叫iin（プータン農林省）、 JD01ji（プータン農林省）、山本紀

夫（国立民族学博物館）
プータン農林省の動物遺伝学実験室と共同で家畜資摂の遺伝学的研究を進めた。国営農場のミタン （ウシ科家

畜）のマイクロサテライトDNA変異を調査した結果を論文公表したe また、在来馬の資源調査の一環として

mtDNA多型を比較し、 得られた結果を論文として投稿中である。

ニホンザノレの保全遺伝学的研究

川本芳、 ）II本咲江、怒I）康広 （自然科学研究機構）、梓裕永 （競走馬理化研）
千葉県房総半島でTまアカゲずノレとの交雑地域が拡大し、形態特徴だけから交雑個体を判定するのが難しくなっ

ている。 種を識別する遺伝標識を開発しモニタリングすることが急務となっている。 エキソーム解析情報から抽

出したニホンザノレ固有の SNV（一塩基変異）の情報提供を受け、交雑判定に利用可能な SNP（一塩基多型）標

識を探索した。 連鎖しない 16種類のSNPを特定し、 SNaPsholMマルチプレックス法による一塩基伸長反応で複

数の S"l¥TPを同時遺伝子型判定する実験法を考案した。開発した方法を使い、富津市高宕山自然動物園で発生し
た交雑を精査した結果、天然記念物指定地壌にも外来種の影響が及ぶことが危慎された。

サノレ類およびチンパンジーの麻酔に関する臨床研究

宮部妻子、兼子明久、山中淳史、石上暁代、 宮本陽子、鈴木樹理、岡本宗裕

サノレ類やチンパンジー等の麻酔の質を向上させるために、麻酔に関する臨床研究をおこなっているe 他の研究

や検診、治療等の目的で麻酔をする際に麻酔時間や呼吸楯環動態に関するデータを収集している。チンパンジー

の検診の際にプロポフォーノレを使用した場合には、 投与後の血中濃度を測定して、薬物動態解析をおこなったe

非ヒト霊長類の痛みに関する多面的研究
宮部貴子、釜中慶朗、兼子明久、橋本直子、愛洲星太郎、印藤頼子、岡本宗裕

サノレ類の痛みに関連する表情を解析するために、放飼場のニホンザノレについて、 平常時および外傷を負った際

の顔写真を撮影した。また、他の研究のために開腹手術をおこなった際に、 周術期のビデオ撮影をおこない、 表
情および行動解析をおこなっている。

サル類の疾病に関する臨床研究

宮部貴子、兼子明久、石上暁代、 山中淳史、宮本陽子、鈴木樹理、平田暁大（岐阜大学）

飼育下のサノレ類の自然発症疾患に関して、 臨床研究を行っているc 臨床所見、血液検査等の検査結果、レン
ゲン、 CT及びh凪I等の画像診断と、病理解剖の肉眼および病理組織所見を照合し、検討をおこなった。今年度

は、 ニホンずノレにおける頭蓋内転移を伴う肝細胞癌の一例について、論文公表した。
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マカクザノレコロニーの集団遺伝学的研究

田中洋之、JII本芳、川本咲江、森本真弓
本研究は、 霊長類研究所で維持されるマカクザノレ繁殖コロニーの嵐山群、高浜群、若桜詳、 インド群、中菌群

を対象に、 遺伝的多様性のモニタリング喝を行っている。 H28年度は、定期検診時に 1才および2才の個体から血

液試料を採集し、マイクロサテライ トDNA型の判定を実施した。

キタブタオザノレの系統地理学的研究および東南アジア産霊長類の保全遺伝学的研究

田中洋之、 JII本芳、槙田 穣（進化形態分野）
キタプタオザノレの系統地理学的研究を継続した。 AyeMi San氏 （ミャンマー）との共同研究では、ミャンマー

産カニクイザノレの系統的位置づ、けがmtDNAとY染色体配列の解析結果で大きく異なることをみいだした。 この

研究成果をスリランカで2016年10月18～20Bに行われた第5回アジア産霊長類シンポジワムで発表したcまた、

2017年 2月にミャンマー西部のザガイン地壊およびチン県でマカクの分布調査を行ったc

Han Luong V叩氏 （パト7ム）と共同で、スローロ リスの保全遺伝学的研究を進めた。ベンガノレスローロ リス

及びピグミースローロリスについて、出白地域を明らかにするためのmtDNAマーカーを開発し、この成果を2016

年 10月 17～18自にスリ ランカで行われた共同利用研究会にて発表した

人類進化モデ、ノレ研究センター勉強会（DiscussionFonun ofCHEMR) 

2015年度からはじめた勉強会を継続している。今年度の話題提供者とタイトノレは以下であった乞

第1田 2016年4月4S 明里宏文 SRVとSTLVの検査について

第2回 2016年5月 30日 宮部貴子 質の高い麻酔を呂指して ー全静脈麻酔とはー

第3回 2016年6月 20S Sreeth也：anKanthaswamy (Califomia National Primate Research Center (CNPRC) ) 
Genetics and Genornics Research at the CNPRC 

第4回 2016年 7月25日 ) 11本芳 鳥獣法改正からの変化とニホンザノレの保全遺伝の課題

第5田 2016年9月5S 田中洋之 マカクザノレコロニーの遺伝的特徴

第6回 2016年 10月 31日 ) I I本芳 ニホンザノレ外来種問題の展開： 房総半島での天然記念物地壌への影響と

DNA判定の新技術開発

第7回 2016年 11月28日 橋本（須田） 直子 タンザニア野生動物生息地研修への参加報告

第8田 2017年 1月24日 鍵山謙介（日本ク レア中動物事業部 八百津生育場） 施設および活動の紹介

第9田 2017年2月6S 佐藤容 （細抱生理分野） 室内個別飼育下における雌ニホンザノレ （Macacafuscata) 

の尿中ステロイドホルモン濃度動態と生理周期

第10回 2017年 2月 20日 SuchindaMalaivijitnond (Chulalongkom Universi臥 Thailand)National Primate Research 
Center ofThail阻止AJourney to U店巴re由eDre但 EComes Trne 

第 11回 2017年3月6日 鈴木樹理 1989年に起きたチンパンジーとオランワータンの逸走事件 その顛末

と教習ii
第 12回 2017年3月 27日 印藤頼子 （元細胞生理分野） サノレ類の発生工学の現状とニホンザノレのー卵性多

子作製について

＜研究業績＞

原著論文
Chaisir K, Aueawiboonsri S, Kusols山 T,Dek-umyoy P, Sanguankiat S, Homsuwan N, Peunpipoom G, Okamoto M, 
Yanagida T, Sako Y, Ito A. (201 7) Gastrointestinal helrni工1thsand Taenia spp. in parenteral tissues of企eeroaming pigs 
(Sus scrofa indicus) from hilltribe village at the westem border ofThaila凶. Tropical Biomedicine, 34 (2): 464-470. 
Itarni T, Aida H, Asakawa M, Fujii Y, Iizuka T, Imai A, Iseri T, Ishizuka工KakishimaK, Kamata M, Miyabe-Nishiwaki T, 
agahama S, Naganobu K, Nishimura R, Okano S, Sano T, Yamashita K, Yamaya Y, Yanagawa M (2017) Association 
beれ.veenpreoperative characteristics and risk of anaesthesia-related death in dogs in small-animal refen-al hospitals in 
Japan目VetAnaes也Analg.2017 Jan 11. pii: Sl467-2987(17)30053-3. doi: 10.1016/j.v祖 .2016.08.007.
Miyabe-Nishiwaki T, Hirata A, Kaneko A, Ishigami A, Miyamoto Y, Yamanaka A, Owaki K, SUZl止iJ {2017) Hepatocellular 
carcinoma with intracranial metastasis in a Japanese macaque (Macacafuscata). Journal of Medical Primatology, 46(3): 
93-100. 

宮沢孝幸，悶本宗裕（2016）京都大学霊長類研究所におけるニホンザノレ血小板減少症流行のその後LABI021,65: 
15 19. 

＃中根和昭，小野英理，鈴木樹理，揮野俊憲s稲垣忍（2017）ホモロジーの概念を用いた組織画像免討庁法実験医

学，35(5):746-751. 
ishimura T, Mori F, Hanida S, Kumahata K, Ishikawa S, Samarat K, Miyabe-Nishiwaki T, Hayashi M, Tomonaga M, 
Suzuki J, Matsuzawa T, Matsuzawa T (2016) Impaired Air Conditioning within the Nasal Cavity in Flat-Faced Homo. 
PLoS computational biology, 12ムel004807.
トTkouawaA, Sako Y, Okamoto M. Ito A. (2016) Simple Identification of Human Taenia Species by Multiplex 
Loop-Mediated Isothermal Amplification in Combination with Dot Enzyme-Linked Immunosorbent Assay. Am. J. Trop. 
Med. Hyg., 94(6): 1318-1323. doi: 10.4269/ajtmh.15-0829 
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#Oi工ChiiiiwaA, Kaw卸 1otoY, Hamada Y, Norbu T, Rab gay K, Wangda P (2016): Comparison of a GPS collar and direct 
observations for estimating the home range of a wild Assamese macaques (Macaca assamensis) group in Bhutan. 
Wildlife and Human Society, 4(1): 35-43. 

Okamoto M, Naito M, Miyanohara M, Imai S, Nomura Y, Saito W, Momoi Y, Takada K, Miyabe Nishiwaki T, Tomonaga M, 
Hanada N (2016) Comp！巴tegenome sequence of Streptococcus t:roglodytae TKU3 l isolated from the oral cavity of a 

chimpanzee (Pan troglo砂tes).Microbiology and immunology, 60: 811-816. 
Sakai T, Mikami A, SUztホiJ, Miyabe-Nishiwaki T, Matsui M, Tomonaga M, Hamada Y, Matsuzawa T, Okano H, Oishi K 
(20 I 7) Developmental trajectory of the c01pus callosum from infi阻 cyto the juvenile stage: Comparative MRI between 

chimpanzees and humans. PloS one, 12ムeOI79624. 
# Sugata K, Yasunaga J, Mima M, Akaii H, Utsunomiya A, Nosaka K, Watanabe Y, Suzus凶naH, Koh KR, Nakagawa M, 

Kohara M, Matsuoka M (2016) Enhancement of anti-STLV-1瓜TL＼λIimmune responses through multimodal effects of 
anti-CCR4 antibody. Sci Rep. 2016 Jun 2;6:27150 
S叫tanaT, Nakayama EE, Tobita S, Yokoyama M, Seki Y, Saito A, Nomaguchi M, Adachi A, Akari H, Sato H, Shioda T 
(2016) Novel mutant human immunodeficiency virusザpe1 strains with high d巴greeof resistance to cynomolgus 
macaque TRIMCyp generated by random mutagenesis. Journal of General Virology, 97: 963 976. 

Suzuki S, Mori Kl, Higashino A, Iwasaki Y, Yasutomi Y, Maki N, Akari H (2016) Persistent replication of a hepatitis C 
virus genotyp邑Ib-based chimeric clone carrying El, E2 and p6 regions from GB virus B in a New World monkey. 
Microbiology and Immunology, 60: 26-34. 
Swastika K, Dharmawan NS, Suardita IK, Kepeng IN, Wandra T, Sako Y, Okamoto M, Yanagida T, Sasaki M, 
Gir・audoux P, Nakao M, Yoshida T, Eka Diai1hini LP, Suda1maja IM, Purba IE, Budke CM, Ito A. 
(2016) Swine cysticercosis in the Karangasem district of Bali, Indonesia: Anevaluation of serological screening methods. 
Acta Trop., 163: 46-53. DOI: 10.1016/j.actatropica.2016.07.022 

# Tenzin S, Dorji J, Dorji T, Kawamoto Y (2016) Assessment of genetic diversity of Mithun (Bos frontal is) population in 
Bhutan using microsatellite DNA mai・k巴rs.Animal Genetic Resourc色s.59: 1-6. 

Tsutaya工FuiirnoriY, Hayashi M, Yoneda M, Miyabe-Nishiwaki T (2017) Carbon and nitrogen stable isotopic offsets 
beれ;veendiet a1.1d hair/feces ir1 captive chimpanzees. Rapid communications in mass spectrometry RCM,31: 59-67. 
Yamashita M, Imagawa T, Sako Y, Okamoto M, Yanagida T, Okamoto Y, Tsuka T, Osaki T. A. (2017) Serological validation 
of an alveolar echinococcosis rat model with a single hepatic lesion. J Vet Med Sci., 79(2}: 308-313. doi: 
IO. l 292/jvms.16-0513 

Yokokawa H, Higashino A, SUZlホiS, M01匂amaM, Nakamura N, Suzuki T, Suzuki R, Ishii K, Kobiyama K, Ishii KJ, 
Wakita T, Akari H, Kato T (2016) Induction ofhumoural and cellulai・ immunity by immunisation with HCV paiticle 
vaccine in a non-human primate model. Gut. 2016 Oct 26. pii: gutjnl-2016-312208. 
Yoshida T, Takemoto H, Sakamaki T, Tokuyama N, Hait J, Hait T, Dupain J, Cobden A, Mulavwa M, Kawamoto Y, 

Kaneko A, Enomoto Y司SatoE, Kooriyarna T, Miyabe-Nishiwaki T, Suzuki J, Saito A, Okamoto M, Tomonaga M, 
Ma包uzawaT, Furuichi T, Akari H (2016) Epidemiological Swveillance ofLymphocryptovirus Infection in Wild 

Bonobos. Frontiers in rnicrobiolog)ん7:1262. 

執筆
存ChijiiwaA, Oi T, Kawamoto Y, Hamada Y, Tenzin K, Cl也etriPB, Wangda P, Norbu T, Rabgay K (2016) Bamboo cage 

むapfor wild Assames巴macaquesin Bhutan. In: Ecology, Morphology and Genetic Study of Assainese Macaque 
Macaca assamensis)-Apilot study to mitigate human-wildlife conflict in western Bhutan, (Chhetri PB, Do1ji T, Norbu 
T, Kawamoto Y, Oi T, Hamada Y eds.), Renewable Natmal Resources Research. Pp. 23-33. 

# Hamada Y, Oi工ChijiiwaA, Tenzin K, Chhetri PB，、.VangdaP, Norbu T, Rabgay K, Do1ji R, Sherabla, Ogawa H, 
Malaivij itllond S, Kawamoto Y (2016) Morphological characteristics of Chunzom Assamese macaques (Macaca 
assamensis）血Bhutan.In: Ecology, Morphology and Genetic Study of Assamese Macaque (Macaca assamensis)-A 
pilot study to mitigate human-wildlife conflict in western Bhutan, (Chhetri PB, Dorji T, Norbu T, Kawamoto Y, Oi工
Hamada Y eds.), Renewable Natural Resources Resear℃h. Pp. 34-54. 

# Kawamoto Y, Oi T, Ch討iiwaA, Hamada Y, Chhetri PB, Wangda P, Norl】uT, Rubgay K, Dorji R, Sherabla, Te但 inK
(2016) Genetic characteristics of Assamese macaques at Chunzom in w己stBhutan. In: Ecology, Morphology and 
Genetic Study of Assamese Macaque (Macaca assamensis) A pilot study to mitigate human wildlife conflict in western 
Bhutan, (Chhetri PB, Doηi T, Norbu T, Kawamoto Y, Oi T, Hamada Y eds.), R，己newableNatural Resources Research. Pp. 
55-71. 

#Norbu工Chhe仕iPB, D01ji T, Do1ji R, Penjor工KawamotoY, Oi T, ChijiiwaA, Dorji S (2016) Experiences on 
replication of locally fabricated electric fence to protect agriculture crops企ommonkey and other wild animals . In: 

Ecology, Morphology and Genetic Study of Assamese Macaque (Macaca assamensis)-A pilot study to mitigate 
human-wildlife conflict in western Bhutan, (Chhetri PB, Dorji T, Norbu T, Kawamoto Y, Oi T, Hamada Y eds.), 
Renewable Natural Resources Research. Pp. 72-82. 

学会発表

Akari H, Seki Y, Saito A, Satou Y, Hai・ada S, Yoshimura K, Ode H, Iwatani Y, Yoshida T, Murata M, Watanabe Y, Yasutomi 

Y, Matano T, Miura T (2016) R5-tropic HIV-I infection leads to long-term latency in cynomolgus macaques.第64回日

本ワイノレス学会学術集会，（2016/10)

明呈宏文（2016)HIV潜伏感染霊長類モデノレの樹立及びりザーパ一細胞の探素．第30回日本エイズ学会学術集会
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(2016/11) 

石上暁代，兼子明久2 三輪美樹，中村克樹（2016）京都大学霊長類研究所におけるマーモセットの健康診断．マー

モセット研究会 （2017/12/12-14，東京）

石塚真太郎， J11本芳，坂巻哲也，徳山奈帆子， RhuH，戸田和弥3 古市剛史（2016）ワンバの野生ボノボにおける 2

スの血縁構造．第32回日本霊長類学会大会（2016/07/17，鹿児島市）

#Ito T, Kawamoto Y, Hamada Y, Wakamori H, Tezuka A, Nagano A, Kimura R (2016) Genomic admixture and 
morphological vaiiations in the hybrids between invasive Taiwanese (Macaca cyclopis) and native Japanese macaques 
(Macaca fuscata). The 5th Asian Primat巴SSymposium. (2016/10, Sri Jayewarden巴pra)

＃伊藤毅， JII本芳，護団穣，若森参，手塚あゆみ，永野惇，木村亮介（2016）表現型多様性の遺伝的基盤の解明に
向けたマカク種間交雑群のゲノムワイドSNP解析．第32回日本霊長類学会大会（2016/07/17，鹿児島市）

橋本重子（2016）餌青ニホンザノレにおけるコントラフりーローディングにもとづく採食エンリッチメントの検討

ニホンザノレ研究セミナー．(2016/6/25，犬山市）

橋本直子 （2016）詳飼育ニホンずノレにおける枝葉給餌と便性状モニタリング（予報） SAGA19. (2016/11/19，字

部）
存HuffmanMA, Kumara R, Nahallage CAD, Kawamoto Y, Jayaweera PM (2016) The relationship between tail length and 
elevation in toque macaques （λ必cacasinica) in the natur・al habitat: using a quick non-invasive method for measuring 
body to tail proportions. (2016/10, Sri Jayewardenepra) 

＃印藤頼子，南晶子，兼子明久s 佐藤容3 木下こづえ，柳川洋二郎2 永野昌志2 岡本宗裕（2016）定期的な超音波

検査がニホンザノレ（地四ca角scata）の性周期に与える影響．第32回日本霊長類学会大会.(2016/7/，鹿児島市）

兼子明久， 宮部貴子，平田暁大，石上暁代，山中淳史， 宮本陽子，酒井洋樹，柳井徳磨，鈴木樹理（2016）頭蓋内転

移を伴った肝細胞癌を発症したニホンザノレのl症例． 野生動物医学会.(2016/9/16-18，宮崎）

兼子明久，友永雅己B 林美呈2 樫庭陽子5 宮部貴子2 前田典彦3 山中淳史p ゴドジャ り静， 木下こづえ （2016）レオ

とともに歩んだ 10年.SAGA19. (2016/11/19 20，宇部市）

Kaneko A, Ishig叩iiA, Yamanaka A (2017) Current Work of the staff veterinarian.霊長類研究所50周年記念シンポジ

ワム.(2017/1/31，犬山）
Kawamoto Y, Kawamoto S, Go Y, Kakoi H (2016) Invasive alien macaque issues in Japan with special reference to 
application of SNP mむkersto assess expansion of hybrids between rhesus and Japanese macaques in the Bousou 
Penins叫a.The 5由Asi阻 PrimatesSymposium. (2016/10, Sri Jayewardenepra) 

＃川本芳， JII本咲江，森光由樹，赤座久明，六技羅聡（2016）ニホンザノレ地域個体詳の遺伝的構造； 地域個体詳の
成立年代推定．第32回B本霊長類学会大会 （2016/07/17，鹿児島市）
川本芳， 川本咲江， 郷康広，梼裕永（2016）マノレチプレックスSNP分析による外来種交雑個体の識別：千葉県にお

7るニホンザノレ交雑モニタり ングへの応用．日本晴乳藁学2016年度大会（2016/09，つくば市）
川本芳，大井徹，千々岩哲，槙田穣，C凶etr’iPB, Norbu T‘Wangda P, Dorji工RabgayK, D01ji R, Sherabla, Tenzin K. 
プータンにおける霊長類研究．第61回プリマーテス研究会.（2017/1，犬山市）
Miyabe-Nishiwaki T, Miwa M, Konoike N, Kaneko A, Ishigamil A, Natsume T, Nakamura K (2016) Evaluation of 
anesthetic and cardior国 pirat01yeffects after intramuscular administration of alfaxalone alone, alfaxalone-ketamine or 
alfaxalone-butorphanol -medetoniidine in common m包祖OS巴ts( Call it hr ix jacchus ). International Primatological Society. 
(2016/08) 

宮部貴子，兼子明久，山中淳史，石上暁代3 前田典彦，鈴木樹理，松沢哲郎，矢島功，増井健一（2016）チンパンジ

ーにおける静脈麻酔薬プロボフォーノレ投与法の検討第22回日本野生動物医学会大会.(2016/09) 

# Miyazawa T, Yoshikawa R, Hashimoto-Gotoh A, Nakagawa S, Okamoto M (2016) Phylogenetic analyses of simian 

foamy viruses from Yakushima macaques Macacaルscatayakui. The 64th Annual Meeting of th巴JapaneseSociety for 
Virology, (2016/10, Sapporo) 

水上拓郎， 野島清子， 松本千恵子，栗林和華子，蕎麦田理英子，佐 木々永太， 平舘裕希，倉光球， 古畑啓子，村田め

ぐみ2松岡佐保子，大隈和， 佐竹正博2 明里宏文，内丸薫，浜口功（2016）臨床応用を目指した抗 日孔.V-1ヒト

免疫グロプりンによる HTLV-1感染予防法の開発と安全性に関する研究．第3回 HTLV-1学会学術集会．
(2016/08) 

存森光由樹，浅田有美，J11本芳 （2016）遣缶情報によるニホンずノレ絶滅地域個体詳の保全単位の検討．日本晴乳
類学2016年度大会 （2016/09，つくば市）

＃村田めぐみ、 安永純一朗、関洋平、松岡雅雄、明里宏文 （2016)STLV-1自然感染＝ホンザノレに関するCohort

研究：高感染率の機序第64回日本ワイノレス学会学術集会（2016/10)

牟田佳奈子，宮部貴子，増井健一，矢島功3 飯塚智也，兼子明久，西村亮平（2016）コモンマーモセットにおける

プロポフォーノレの薬物動態解析．第6回日本マーモセット研究会 • (2016/12) 
akashima M, Tsuz叫dS, Awazu H, Ode H, Maejima M, Hachiya A, Yokomalm Y, Watanabe N, Akari H, Iwatani Y (2016) 
Structural FEATURES OF THE APOBEC3H REGION CRITICAL FOR HIV-1 VIF INTERACTION. Cold Spring 
Harbor meeting on Re首oviruses.(2016/05) 

#Norbu工DoりiR, Kawamoto Y, Oi T, Pe勾orT (2016) Dev巴lopm巴ntof effective叩 daffordable counter measures for 
primates in Bhutan. The 5也Asi組 PrimatesSymposium. (2016/10, Sri Jayewai・denepra) 

岡本宗裕，吉川禄助，阪脇慶美，鈴木樹理，坂口朔一， 兼子明久，中村紳一郎，三滞智行，宮沢孝幸（2016）サノレレ
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トロワイノレス 5型 （SRV-5）のニホンザノレへの感染実験第32回日本霊長類学会大会.(2016/7/，鹿児島市）

＃佐藤容，印藤頼子，木下こづえ， 柳川洋二郎，タト丸祐介，岡本宗裕（2016）室内個別ケージ飼育下における雌ニ

ホンザノレ（Macacafuscata）の尿中性ステロイドホノレモン濃度について．第 32回日本霊長類学会大会 （2016/7/,

鹿児島市）
Seki Y, Saito A, Satou Y, Harada S, Ode H, Ishii H, Yoshida T, Murata M, Kangawa H, Watanabe Y, lwatani Y, Yoshimura K, 
Yasutomi Y, Miura T, Matano T, Akari H (2016) Long-term Latency ofHIV-lmt Infection in Cynomolgus Macaques is 
Reserved in Follicular Helper T Lymphocytes. 34th Annual Symposium on Nonhuman Primate Models for AIDS. 
(2016/10) 
Suda Hashimoto N, Rigaill L, Yoriko Y, Natsume N (2017) Positive reinforcement training alleviates stress related 

behaviors in captive Japanese macaques (Macacaルscatafuscat，α）霊長類研究所 50周年記念シンポジワム
(2017/1/31，犬山）
Suzuki J, Sri Kantha S, Kuraishi T, Hattori S, Kiso Y, Kai C (2016) Behavioral sleep in geriatric squirrel monkeys (Saimiri 

也boliviensis）血 AmamiOshima, Jap皿 .9 International Conference on Conservation Medicine“One Health in 
Asia-Pacific”. (2016/10/21-24, Taipei) 
#T.血 akaH, Luong VH (2016) Development of a mitochondrial mark巴rfor conservation genetics in slow loris. 

Generalization Meeting of Planned Research Program 2014-2016”Evolution and Conservation of Asian Primates, 
Pre-symposiwn meeting for generalization meeting of cooperative r国 earchprogram of Primate Research Institute, 
Kyoto University. (2016/10/17, Sri Jayewardenepra) 

#Tanaka H, S血 AM,Kawamoto Y, Hamada Y (2016) Conservation and phylogeography of the macaques distributed in 

Myanmar.第32回日本霊長類学会大会.(2016/7/16，鹿児島市）

峠明杜，早川卓志，岡本宗裕， 橋本千絵， 湯本貴和 （2016）カリンズ森林に同所的に棲息するグ‘エノン 3種の食性

比較～昆虫食に注目 して～．プ日マーテス研究会．（日本モンキーセンター，犬山市）
拝SanAM, Tanaka H (2016) Incompatibility of the phylog巴neticposition of Macaca fascicularis aurea from Myanmar 
between mitochondrial and Y chromosomal h’ees. The 5th Asian Primates Symposium. (2016/10/20, Sri 
Jayewardenepra) 
#San AM, Tan出aH (2016) Phylogenetic and population genetic studies for conservation of non-human primates in 

My紅阻む.Generalization Meeting of Planned Research Program 2014 2016 '"'Evolution and Conservation of Asian 
Primates, Pre symposium meeting for generalization meeting of cooperative research program of Primate Research 
Institute, Kyoto University. (2016/10/17, Sri Jayewardenepra) 

＃タト丸祐介・，信清麻子，吉岡みゆき， 畠山照彦， 印藤頼子．兼子明久岡本宗裕，今井啓雄含 平井啓久（2016）霊長

類における受精卵と精子の凍結保存.C1yopreservation Conference 2016.(2016/11，岡崎市）

吉川禄助s坂口期－，中川草，中村紳一朗，阪脇慶美，兼子明久， 三浦智行5 鈴木樹理，岡本宗裕，宮沢 孝幸
(2016）サノレレトロウイルス5型感染によるニホンず／レ血小板減少症．第159回日本獣医学会学術集会.(2016/9/, 

藤沢市）

講演

橋本直子 （2016）基盤技術チュー トリアル”環境エンリッチメント H豊かな飼育環境の構築をめざして～マカク類
のエンリッチメント～第6回マーモセット研究会（2016/12/1214，東京）

橋本直子（2017）飼育ニホンザノレにおける contrafreeloadingにもとづいた採食エンりッチメントの検討第39回

生理学技術研究会奨励研究採択課題技術シンポジワム.(2017/2/16-17，岡崎コンファレンスセンタ一）

川本芳（2016）四園地方と中国地方のニホンザノレを考える ー系統地理と厩猿の調査から ー 第8回遺伝子の

窓から研究会． (2016/12，篠山市）

川本芳 ｛2016）ニホンザノレ地域個体詳の歴史性と遺伝的連続性．日本晴乳類学会2016年度大会自由集会 fニホン
ザノレの地域個体詳を検討する一保護管理の単位 ・基準策定にむけて一J(2016/09，つくば市）

川本芳（2016）遺伝子による交雑モニタ リングの現状と課題．第32回日本霊長類学会大会自由集会 f房総半島の

アカゲ‘ずノレ交雑対策の現状」（2016/07/15，鹿児島市）

J 11本芳 （2016）ニホンザノレ地壌個体群の歴史性と遺伝的連続性について． 霊長類研究所共同利用研究会 Iニホ
ンずノレ研究・若手とシニアのクロス トークJ(2016/06/26，犬山市）

森本真弓 （2016）サノレの飼育管理について～京都大学霊長類研究所の技術職員の業務内容紹介～．近畿大学附属
新宮高等学校向け講演.(2016/7/27，犬山）

森本真弓（2016）サノレの飼育管理について～京都大学霊長類研究所の技術職員の業務内容紹介～．愛知県立高蔵

寺高校向け講演.(2016/10/27，犬山）

前田典彦（2017）サノレ類の邑家繁殖体制について．日本実験動物技術者協会東海北陸支部 第 14田技術交流会

(2017/1/28，霊長類研究所）

山梨裕美，橋本直子 （2017）動物園動物の行動観察 ・記撮と評価 SHAPE-Japanワークショップ「草食動物のエン

リッチメントJ. (2017/2/10 1 l，埼玉県こども動物自然公園）
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技術支援側外）
兼子明久， 石上暁代 マカクサノレの骨髄穿刺の技術指導京都大学 ワイノレス研究所.2016/7/8 
兼子明久マーモセット検疫事前検査．広島大学.2016/11/2 

石上暁代マーモセットの脳脊髄採取方法指導の支援．麻酔管理国立精神 ・神経医療研究センター.2017/3/1 

兼子明久， 石上暁代診療補助 ・獣医学的技術支援日本モンキーセンター

出張 ・研修

前回典彦，愛洲星太郎日；本実験動物技術者協会第2回東海北陸支部総会 ・研究会． 三重 2016/4/16

兼子明久3 石上暁代奄美野生動物研究所施設施設見学．奄美市.2016/7/30-31 
橋本亘子生邑地研修（ゴンベ国立公園 ・セノレー動物保護区）．タンザニア.2016/9/21-30 

兼子明久，山中淳史熊本サンクチュアリチンパンジー定期健診参加．熊本 2016/10/4-6

森本真弓，石上暁代熊本サンクチュアリチンバンジ一定期健診研修．熊本 2016/10/1719 
愛洲星太郎3 夏目尊好熊本サンクチュアリチンパンジー定期健診研修．熊本2016/10/2426 

前田典彦，石上暁代生理研所長シンポジウム ・生理研施設見学岡崎市2016/10/31

橋本直子園動協高度技術者研修「環境モニタリング ・微生物モニ夕日ングJ筑波大学.2016/11/14-17 
兼子明久 実験動物合同慰霊感謝祭出席．美濃ラボ，2016/11/18

前田典彦 2016年度第3四半期情報システム統一研修 「情報セキュ リティ（技術）J中央合同庁舎第2号館（総務省）．
2016/12/20-22 

夏目尊好無機廃液処理装置利用のため廃液搬入．京都大学環境科学センター.2017/2/7 

石上暁代 第 13回日本獣医内科学7析。ミー学術大会参力日 パシアイコ横浜2017/2/17-19

前田典彦3 兼子明久，橋本直子 技術部研修「BCPJ.京都大学 2017/3/1
愛洲星太郎 無機廃液処理装置利用後の処理確認 ・空き容器回収 京都大学環境科学センタ－ 2017/3/15 

橋本直子日本応用動物行動学会春季大会神戸大学.2017/3/27 

国際共同先端研究センター

＜研究概要＞
Comparative Wildlife Biology, Conservation, and the Evolution of Social Systems 
Fred Bercovitch 
1) A ten-day trip was taken to South Africa for pぼposesof developing a new collaboration with the University of the 
Free State to s旬dygiraffe conservation, ecology, behavior, and evolution. We went to three different res巴archsites, where 
we ouぜ1ttedfour giraffes with a new type of GPS凹 itthat attaches to their E田 Duringthe immobilization process, we 
discovered也atone female who was lactating was also pregn阻 t,thereby confirming for血e白sttime what scientists had 
only indirectly inferred, i.e., gira紅白conceivewhile nmsing. Our results will appear in a forthcoming publication. 
2) A five-week trip was taken to southern Africa for three purposes: (a) continuation of the earlier trip to review field sites 
for giraffe conservation science research in South Africa, as well as to preparマ白mrumscripts for publications and gr組 tsfor 
submission with my collaborators, (b) art巴ndingtwo meetings in South Africa related to giraffe conservation.百1efirst 
was a meeting of the IUCN Giraffe and Okapi Specialist Group where we exchanged information about the declining 
numbers of giraffes in Africa and came up with a plan to petition the IUCN to change the Red List status企om”Least
Concern" to吋 ulnerable" The second meeting was tl1e biennial meeting of the giraffe community in the form of an 
唱1daba"that brings together field workers and zoo staff to discuss issues related to giraffe conservation, as well as 
husbandry, and (c) traveling to Zambia for pruposes of continuing my long ten:n collaboration that involves conducting 
research, analyzing data, and writing manuscripts on the behavior, ecology, and conservation of Thornicroft's giraffe living 
in the South Luangwa National Park. 

チンパンジーを対象にした比較認知研究

足立幾磨、 服部裕子

チンパンジーを対象に，社会的認知能力、とくにその基盤となる同調行動や、顔知覚様式・個体情報の視聴覚

統合にかかわる比較発達研究をおこなった。また、 言語の進化的起源を明らかにするため、 感覚間一致について
分析をおこなった。おもにコンビューターを用いた認知課題の成讃および、各種の視覚刺激提示時の注視行動の

分析をおこなったむ

動物園のチンパンジーの知性の研究

足立幾磨
名古屋帯の東山動物園のチンパンジー1詳7個体を対象に、 屋外運動場での社会行動を観察記録した。また、
隣接する実験ブース「パンラボ」において、コンビュータ課題をもちい彼らの知性を分析した。
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Complexity, Beha吋oralOrganization and Ecological Constraints 
Andrew MacIntosh 
This rese包油investigatesthe organization of animal behavior in relation to ecological consu-aints across two scales: (1) 
using sequences of individual behavior and (2) using networks of interacting individuals and species. First, sequences of 
individual behavior (e.g. from primates and penguins) are anal戸edto determine natural optimal complexiザ r叩 gesand 
what impacts ecological (and other）日essorsc組 haveon their fractal structure.四iswork is in collaboration with the 
University of Strasbourg, the French Polar Institute (IPEV) and the University of Veterinary and Pharmaceutical Sciences, 
Brno, Czech Republic. Second, networks of interacting individuals (Japanese macaques at Koshima, Miyazaki) and species 
(sympatric primates in Sabah, Malaysia) are examined to determine the role of netvvorks in parasite transmission dyn白血cs
(supported by a 3-year JSPS grant也－aidfor young scie凶山 （B)as of April 2012). Work in Sabah is in collaboration with 
the Sabah Wildlife Depariment, Cardi百Universityand th巴DanauGirang Field Center, the University Malaysia Sabah and 
the Kinabatangan Orang-utan Conservation Progrnm HUT.Al'¥!. 

Cultural Variation and Dead Infant Can1也1g阻 J日p日nesemacaques 
Claire Watson 
I worked on a project on cultural variation in Japanese macaques across Japan (supp011ed by a 2-year・ JSPS gr阻 tin aid 
for research activity star1-up). I have been carrying out a survey of号xistingliterature on potential behavioral tr・aditions in 
this species. Last financial year I visited the long-term field sites in Japan, Jigokudani, Awajishima, Shodoshima, 
Takasakiyama and Arashiyama. This fmancial year, I visited: Y.泣剖shima,Kinkazan Island, Minoo and Shimokita Penins叫a
and Arashiyama目Ialso developed my research interest in thanatology further. I carried out quantitative analysis on several 
cases of dead infant canying in Japanese macaques. I gave an invited talk at a symposiun1 on evolutionary thanatology, that 
will be published as a paper as part of a theme issue that has been approved for publication in Philosophical Transactions of 
the Royal Society B. 

＜研究業績＞

原著論文
Meyer X, MacIntosh AJJ, Chiaradia A, Kato A, Mattern T, Sueur C, Rope11-Coude1i Y (online first) Shallow divers, deep 
waters, and the rise of behavioral stochasticity. Mar Biol doi: 10.1007/s00227-0l 7 3177 y 
#Burgunder J, Hashiomoto C, Modty D, Kalousova B, Petrzelkova K, MacIntosh AJJ (o叫inefirst) Comple氾tyin 

behavioral organisation and strongylid infection among wild chimpanzees. 存 Anim Behaviour doi: 
10.1016/j.anbehav.2017 .06.002 
MacIntosh A刀、FriasL (2017）“Coevolution of Hosts and Parasites". In: A Fuentes et al. (eds）刀1eInternational 
Encyclopedia of Primatology, Wiley 
MacIntosh AJJ (201 7）“Pa也ogen".In: A Fuentes et al. (eds) TI1e International Encyclopedia of Ptimatology, Wiley 
Duboscq J, Romano V, Sueur C, MacIntosh AJJ (2016) Scratch that itch: revisiting links betwe聞記lf-directedbehavior and 
parasitological, social and environmental factors in a free-ranging primate. R Soc Open Science 3: 160571 
Rigaill L, MacIntosh AJJ, Higham JP, Winters S, Shimizu K, Mouti K, Suzumura T, FutUichi T, Garcia C (2016) Testing for 
links between face color and age, dominance status, parity, weight, and intestinal nematode infection in a sample of 
fem且leJapanese macaques. Primates 58:83-91 
Duboscq J, Romano V, MacIntosh A, Sueur C (2016) Social information transmission in animals: Lessons from srudies of 
diffusion. Front Psych 7: 114 7 

学会発表
Watson, CFI阻 dMatsuzawa, T (2017/03). Culmral variation in Jap組 esemacaques. Seventh Int巴mationalSymposium on 
Primatology and Wildlife Science, Kyoto, Japan. 
Watson, CFI and Matsuzawa, T (2017/01). An overview of cultural variation in Japanese macaques. The 61st Primates 
Conference, Japan Monkey Centr・e, Inuyama, Japan. 
Watson, CFI, Hashimoto, N, Hamai, M, Matsuzawa, T (2016/11). Limited spread of experimentally-induced arbitrary 
tradition in Jap阻 esemacaques. The 76血 AnnualMeeting of the Japanese Society for Animal Psychology, Sapporo, 
Japan. 
Watson, CFI, Hashimoto, N, Hamai, M, and Matsuzawa T (2016/09). Can captive monk己yssoc凶lylearn a completely 
novel arbitrary object-related convention from a conspecific demonstrator? The 6th International Symposimn on 
Primatology and Wildlife Science, Kyoto, Japan. 
Watson, CFI阻 dMatsuzawa, T (2016/08). Limited spread of introduced ar・bitrary object-related conventions in captive 
monkeys. The XXV Congr巴ssof也巴InternationalPrimatological Society, Chicago, USA. 
Frias L, Okamoto M, MacIntosh A (2016). Towar・ds a primate par・asite cornmu出tyecology: parasit巴sharingin sym阿佐ic
Bornean primates. The 26th Congress of the International Primatological Society, Chicago, USA. 
Sarabian C, MacIntosh AJJ (2016) A primate’s sense of cleanliness: perspectives from Papionini and Horninini. The 26th 
Congress of the International Primatological Society, Chicago, USA 
Sarabian C, MacIntosh AJJ (2016) Revulsion in chimpanzees: health maintenance也roughavoidance of biological 
contaminants. Chimpanzees in Context, 'Understanding Chimpanzees' Symposium Series. Chicago, USA ( ePoster in 
PeerJ collection ”Chimpanzees in Context", PeerJ Preprints 4:el 85 lvl: hrtps://doi.org/10. 7287/peerj.preprints.1851 vl) 
Sarabian C, MacIntosh AJJ (2016) Testing disgust in non-human primates. The 31st Intemational Congress of Psychology, 
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Yokohama, Japan (Poster) 
MacIntosh AJJ, Me）ぽX,Kato A, Ropert-Coudert Y (2016) Diving into complexity: exploring企actalityin seabird foraging 
behavior. The Seventh Symposium on Polar Science, National Institute of Polar Research, Tachikawa, Jap組 ．
MacIntosh AJJ, Sarabian C, Duboscq J, Romano V, Kaneko A, Okamoto M, Suzumura T (2016) Parasites as a selective 
force in primate social systems evolution: perspectives企oman empirical model. The 26th Congress of也eInternational 
Primatological Society, Chicago, USA 
MacIntosh AJJ, Sarabian C, Duboscq J, Romano V, Kaneko A, Okamoto M, Suzumura T (2016) Helminth parasites as 
potential regulators of Japanese macaque population dynamics. The 26th Congress of the International Primatological 
Society, Chicago, USA 
Finn K, MacIntosh A (2016) Behavioral Organization and Parasites in Japanese Macaques (Macaca fuscata) on Koshima 
Island目The26th Congress of the Interτiational Primatological Society, Chicago‘USA 
Mar甘nC, MacIntosh AJJ (2016) Chaotic choice dynamics buffer chimpanzees and or釦郡tansagainst exploitation by a 
computer algorithm in a solitary matching pennies task. The 26th Congress of the Interτ1ational Prirnatological Society, 
Chicago, USA 
Vlatson，σI and Caldwell, CA  (2016/07). Spreading happiness: Induced social contagion of positive affective states四 d
behaviors in monkeys by audio/vid巴oplayback. Session: Positive Welfare. The 50th Annivernary Congress of the 
International Society for Applied Ethology, Edinburgh, UK, 14th July. 
Frias L, Okamoto M, MacIntosh A (2016). Parasite sharing as a preliminary indicator of multispecies connectivity. 12也
Conference of the European Wildlife Disease Association, Berlin, Germ出 y.
Frias L, Okamoto M, MacIntosh A (2016). Gastrointestinal parasite shar・ing in multi-host primate communities. 13th 
International Conference on Molecular Epidemiology and Evolutionary Genetics of Infectious Diseases, Antwerp, 
Belgium. 
Hattori, Y.(2016）.“Rhy也miccoordination加 dsynchronization in chirnpanzees and humans"3 lst International Congress of 

Psychology, Yokohama、7月．
Hatto凡Y，百 monaga,M., & Matsuzawa, T (2016）.“Rh抽出cengagement with complex beat in chimp包四es"l4th
International Conference for Music Perception and Cognition. J叫y,Hyatt Regency Hotel, San Fr・組cisco,United States. 

講積
MacIntosh AJJ (2017/7). Monkeys in the middle: sociality and parasitism in a primate-helminth model system. China Young 
Scholars Forum, Stm Yat Sen University, Guangzhou, China 
MacIntosh AJJ (2017/6). Par・asites岨 dpr加atesocial systems evolution. SoHaPi Workshop, German Primate Center (DPZ), 
Gottingen, Germany 
Watson, CFI (2017/03). How do Japanese macaque mothers behave towards their dead mfants? Invited talk presented at the 
Fir・st Kyoto Workshop on Evolutionary Thanatology: An integrative approach to the study of death and dying, 
Interdisciplinary Workshop, Kyoto University, Kyoto, Japan. 
MacIntosh AJJ (2016/6). Project l’A1品圧R:Adelie Penguins as Monitors of the Mar・ine Environnィ1ent.National Institute of 
Ecology, South Korea 
MacIntosh AJJ (2016/6). The Wormy World of Primates: Vignettes企oman Empirical Model System in Japan. National 
Institute of Ecology, South Korea 

長期野外研究プロジェクト
＜研究概要＞

カリンズ森林保護区に棲息する野生霊長類の研究

橋本千絵 （生態保全分野）、古市剛史 （社会進化分野）、 岡野玲子、徳山奈帆子、竹元博幸
ウガンダ共和国カリンズ森林保護区に生息する霊長類の研究を行ったc チンパンジー2集団を対象に、 集団関

の出会いの交渉、社会行動、採食行動についての長期的データを収集したc 集団内／集団聞の遺伝的変異を調べ

るために、糞試料を収集し、分析を行った。果実量についても月 1回データをとったc さらに、エコツーリズム
の影響を調べるために、 観光客に対するチンパンジーの行動のデータを収集したe グエノン類3種とコロブスの

行動学的デー夕、 遺伝学的試料、 植物試料を収集したe

ボノボの社会構造 ・集団関関係と地理的行動変異の研究

坂巻哲也、 古市剛史（社会進化分野）、徳山奈帆子、石塚慎太郎、竹元博幸

コンゴ民主共和国、 ノレオ一学術保護区、ワンバ地区のボノボ調査を継続した。個体識別された2集団を連日追

跡し、社会関係、活動時間配分、採食、遊動、集団間交渉、個体の移籍などの中長期データの収集を継続した。
またこれら対象2集団に隣接する集団の調査を継続した。とくに今年度は、 集団問、集団内の雌雄の遺伝的距離

の比較、父子関係の同定、ホノレモン分析、および行動観察による雌雄の繁殖戦略の分析、 集団内の攻撃的交渉や

移動の開始におけるメスのリーダーシップ、ミ トコンドリア DNAの多型分析にもとづく コンゴ）II左岸のボノボ
の分散経路の推定を行った。
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チンパンジー（林原）寄附研究部門
＜研究概要＞

野生チンパンジーの老化にまつわる調査

藤j華道子

2016年 6月 19日～8月 1日、ギニアに渡航し、ボッソウの高齢チンパンジーの親察をおこなったe

プータンにおける地域住民の健康調査

藤揮道子

2016年9月 19日～10月5日、プータン王国ワンディ・サムテガン地域に住む高齢者を対象とした健康調査と

健康維持に対する啓蒙活動をおこなった。

インドネシアパプア州における神経難病調査と住民健康調査

藤裡道子

2017年 2月四日～3月21日、バデ周辺地域で、 この地域に多発する神経難病調査を行った。また、 ジャヤ

ワィジャヤ ・ソロバ村に住む成人の動脈硬化に関する調査をおこなった。

＜研究業績＞

原著論文
Chang NY, Kimura Y, Ishimoto Y, Wada工FukutomiE, Chen WL, Sak笛notoR, F町isawaM, Okumiya K, Matsubayashi K 
2016: Relationship between oral dysfunction, physical disability, and depressive mood in community-dwelling elderly 
adults in Japan. J Am Geriatr.64: 1734-1735. doi: 10.1111/jgs.14211. 

講演

藤揮道子 地域で支える認知症南伊勢町社会福祉協議会主催（2016年 12月3日，南伊勢町）

藤毒道子認知症の理解と回想浩志車市教育委員会主催 （2017年 l月7日，志摩市）

ワイルドライフサイエンス（名古屋鉄道）寄附研究部門

＜研究概要＞

次世代シークエンサーを用いた霊長類における常在細菌叢の比較解析

早川卓志z平田聡， 山梨裕美3 松島慶（野生動物研究センター）， 松田一希（中部大学），半谷吾郎2 種田晶子 （生

態保全分野），牛田一成，土田さやか（京都府立大学），矢野航（朝日大学）， 木村直人，岡部直樹（日本モンキーセ

ンター）

野生動物研究センター熊本サンクチュアリのチンパンジーや、日本モンキーセンターの多種多様な霊長禁から、

機会的に糞や歯垢を採取した。採取した試料からは細菌由来のDNAを精製 ・増幅し、次世代シークエンサーを

用いてそれぞれの霊長類種に共生している細菌叢のレパー トリーを明らかにした。個体、食性、季節、発達など

の差異と細菌叢との相闘を明らかにし、 霊長類と常在細菌叢の間の機能的関係ついて考察した。

霊長類ゲノム DNAライブラリの構築と系統解析

早川卓志；新宅勇太ヨ綿貫宏史朗3 高野智2 木村直人ョ岡部直樹 （日本モンキーセンター）

霊長類の多くが絶滅危慎種とされる中、それぞれの霊長類種の遺伝的多様性を理解し、ゲノムDNAをできる

限り保存していくことは、野生霊長類の保全を考えていく上で重要である。公益財団法人日本モンキーセンター

では約60種 1000個体の霊長類を飼育すると同時に、これまでに 100種を超える霊長類を餌育し、死亡後も博物

宣言標本として保存 ・管理している。生きた個体からは非侵襲試料または検診 ・治療等で冨rJ次的に得られる試料か

ら、また死亡個体からは標本試料から、 ゲノムDNAを採取し、 様々な系統分類詳における霊長慧ゲノムDNA

ライブラ リを構築した。また、 同種複数個体から DNAを分析 ・系統解析をすることで、 種内多様性について評

価することも試みたc

霊長類やその他の晴乳類における味覚受容体の進化研究

早川卓志；今井啓雄，橋戸南美2 糸井川壮大，何本悠吾 （ゲノム進化分野），三塩巧， 戸田安香（東京大学），

Katherin巴Belov（シドニ一大学），Adri阻 Manning（オース トラリア国立大学），Fr姐 KGru凶 er（アデレー ド大学）

口腔中の味蓄に発現している味覚受容体の感受性には、 遺伝的な個体差 ・地域差・種差があり、それぞれの食

性の変化に応じて適応進化 ・退化してきたと考えられている。さまざまな食性に適応放散している晴乳類も例外

ではなく、昆虫食、葉食、果実食など食性の違う種間で、 旨味や苦味受容体をコードする遺伝子に機能的多型が

存在することを確認した。 また、 オーストラリアに生息する晴乳類である有袋類 （コアラ、 フクロネコ）と単孔

類（ハリモグラ、カモノハシ）についてゲノム解析をおこなった。有袋類や単孔類は霊長類が属する有胎盤類の

タト群に位置し、味覚進化に関してもその起源を明らかにする対象として重要であると考えられた。
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